
内
省
と
光
明

　
『
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
』
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ

ｒ註

内
容
梗
概

　
　
〔
一
〕
　
序
　
論

　
　
〔
二
〕
　
宥
和
の
旋
律

　
　
出
　
・
頭
韻
と
詩
脚

　
　
閣
　
内
省
す
る
魂

　
　
閣
　
生
け
る
静
謐

　
　
〔
三
〕
　
燈
火
と
松
明

　
　
出
　
生
成
と
消
滅

　
　
閣
　
燈
火
と
月
影

　
　
閣
　
発
酵
と
解
体

　
解

m
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ｎ
ｉ
ｓ
　
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｒ
　
Ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｉ
ｔ

二
（
1
5
6
）
頁
－
　
五
（
1
5
9
）
頁

　ｌ．

／Ｘ八

一

一

（
1
6
0
）
頁
－
　
七
（
1
6
1
）
頁

（
1
6
2
）
頁
－
一
一
　
（
1
6
5
）
頁

（
1
6
5
）
頁
－
一
五
（
1
6
9
）
頁

一
六
（
1
7
0
）
頁
－
一
七
（
1
7
1
）
頁

一
七
（
ｍ
）
頁
－
二
二
（
1
7
6
）
頁

二
二
’
（
1
7
6
）
頁
－
二
八
（
1
8
2
）
頁

二
八
（
1
8
2
）
頁
－
四
四
（
1
9
8
）
頁

四
五
（
1
9
9
）
頁
―
四
七
（
謝
）
頁

本
研
究
は
、
昭
和
六
〇
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
Ａ
）
学
術

　
成
果
報
告
書
そ
の
二
で
あ
る
。

課
題
番
号
　
六
〇
七
一
〇
二
八
四

研
究
課
題
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
展
開
を
精
神
史
、
文
化
史
、
宗
教
史

　
な
ど
の
多
角
的
視
野
よ
り
考
察
究
明

研
究
代
表
者
　
高
橋
克
己
「
高
知
大
学
人
文
学
部
助
教
授
、
研
究
者
番
号
五
二
二

　
四
二
〇
一
一
七
〇
」
三
）

研
究
経
費
　
昭
和
六
〇
年
度
　
九
〇
〇
千
円

研
究
姿
勢

高
　
　
橋

克
　
　
己

　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
を
究
明
す
る
に
あ
た
り
、
本
研
究
で
は
主
に
次
の
両
面
か
ら

の
考
察
を
企
図
し
て
い
る
。
一
つ
は
思
想
史
上
の
基
本
問
題
に
留
意
し
て
、
詩
想
展
開
を
西
欧

意
識
の
淵
源
か
ら
掴
み
直
す
こ
と
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
当
時
の
社
会
や
歴
史
背
景
な
ど
、
心

の
外
に
映
ず
る
現
実
の
動
き
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
思
想
詩
の
内
実
を
照
ら
し
出
す
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
意
識
の
淵
源
と
現
実
の
動
き
と
は
、
実
は
作
品
の
詩
歌
象
徴
に
巧
み
に
織
り

込
ま
れ
、
そ
の
内
奥
で
分
か
ち
難
く
呼
応
し
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
本
研
究
で
は

論
述
の
便
宜
上
、
こ
の
両
面
を
各
々
の
角
度
か
ら
眺
め
つ
つ
相
互
連
関
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し

て
い
る
。

　
例
え
ば
「
燈
火
」
と
か
「
松
明
」
な
ど
の
詩
歌
象
徴
の
考
察
に
際
し
、
本
論
と
し
て
は
韻
律

上
や
修
辞
上
の
概
念
を
連
ね
る
文
体
論
や
作
品
分
析
に
留
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
詩
想
が
孕
む
律
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
χ
ｓ
χ
　
　
　
　
χ
ｌ
ｓ

の
意
味
す
る
所
へ
と
眼
差
を
向
け
、
と
り
わ
け
内
省
す
る
魂
に
響
く
心
の
音
を
考
量
し
つ
つ
、

更
に
は
響
き
が
歴
史
上
の
社
会
に
ま
で
反
響
し
て
ゆ
く
現
実
の
諸
相
を
探
求
し
た
い
。
こ
の
際
、

思
想
詩
の
成
立
背
景
を
な
す
十
八
世
紀
末
の
西
南
ド
イ
ツ
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
首
都
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
を
中
心
と
す
る
地
誌
が
顧
慮
さ
れ
る
。
蓋
し
こ
の
地
誌
と
は
単
な
る
郷
土
誌

に
限
定
さ
れ
ず
、
広
く
当
時
の
都
市
や
宮
廷
の
現
状
を
も
伝
え
る
資
料
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
史

実
探
求
を
も
絡
み
合
わ
せ
つ
つ
、
此
所
で
は
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
理
解
を
深
め
て
ゆ

こ
う
と
考
え
て
い
る
。



－
五

六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
丸
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
こ
　
序
　
　
論

　
　
　
　
　
縦
ん
ば
宗
教
が
、
不
法
に
も
圧
制
の
下
に
あ
る
奴
隷
の
慰
め
な
る
事
が
実
で
あ
る
と
し
て

　
　
　
　
　
も
、
に
も
拘
わ
ら
ず
何
は
さ
て
措
き
宗
教
の
心
意
（
Ｓ
ｉ
ｎ
已
は
、
む
し
ろ
こ
の
奴
隷
状

　
　
　
　
　
態
に
反
逆
し
、
も
し
阻
止
し
得
る
な
ら
ば
、
宗
教
を
こ
の
捕
わ
れ
人
の
単
な
る
慰
め
に
ま

　
　
　
　
　
で
吃
め
さ
せ
ぬ
所
に
あ
る
。
な
る
ほ
ど
専
制
支
配
者
（
テ
ュ
ラ
ノ
ス
）
の
お
気
に
入
り
は
、
’

　
　
　
　
　
（
既
成
）
・
宗
教
の
云
う
恭
順
を
説
き
、
‘
人
々
化
は
現
世
で
如
何
な
る
場
も
叶
え
さ
せ
ず
に
、

　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
″
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

　
　
　
　
　
（
ひ
た
す
ら
）
『
天
国
へ
と
赴
く
道
を
指
し
示
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
専
制
支
配
者
な
ら

　
　
　
・
ｆ
ぬ
私
達
は
慌
て
て
、
こ
の
テ
ュ
ラ
ノ
ス
推
薦
の
宗
教
観
な
ど
身
に
つ
肘
ぬ
よ
う
に
す
べ
き

　
　
　
。
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
。
況
ん
や
天
国
へ
と
弥
増
す
憧
憬
を
掻
浩
立
て
る
べ
ぺ
此
の
世
を
地

ｙ
　
『
・
獄
と
化
す
な
ど
と
云
う
事
を
妨
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
祠
・
　
　
　
～
　
＼
　
　
　
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
ｌ
　
　
　
　
－
　
ｉ
　
ｌ
　
四
　
　
　
　
　
－
″
。
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ

　
　
　
　
　
Ａ
フ
ィ
’
ヒ
テ
『
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
』
・
『
八
〇
七
年
－
一
八
〇
八
年
、
第
八
講
』
～

　
十
八
・
十
九
世
紀
の
転
換
点
で
成
立
し
た
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
」
は
、
表
題
か
ら
見
て
既
に
西
欧
意
識
に
は
、
自
然
と
救
世
主
キ
リ
ス
ト
と

の
「
最
後
の
晩
餐
」
を
想
わ
し
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
成
程
キ
リ
ス
ト
者
に
は
自
明

な
こ
の
「
聖
餐
（
Ａ
ｂ
ｅ
乱
ヨ
ａ
ｈ
ｌ
）
」
も
、
凡
そ
古
来
の
仏
法
と
神
道
を
国
風
と
す
る

わ
が
国
に
あ
っ
て
は
疎
い
事
跡
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
神
仏
混
淆
と
さ
え
言
い
得
る
温

和
な
和
風
の
宗
教
風
土
に
あ
り
て
は
、
富
国
強
兵
を
事
と
す
る
隣
国
の
如
く
牛
リ
ス

ト
教
徒
が
多
数
を
占
め
る
国
柄
と
は
趣
を
異
に
し
て
、
そ
も
そ
も
教
会
堂
の
中
で

　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
。
出
会
う
例
が
決
し
て
多
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

反
し
て
、
教
育
と
か
経
済
へ
の
熱
意
が
政
治
軍
事
力
に
上
回
る
わ
が
国
に
お
い
て
、

全
体
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
と
の
縁
を
結
ぶ
も
の
は
、
何
よ
り
文
化
財
た
る
芸
術
作

品
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
筆
頭
に
上
る
の
は
、
イ
タ
ー
リ
ア
の
都
市
ミ
ラ
ノ
に
あ
る

「
恵
み
の
聖
マ
リ
ア
（
Ｓ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
　
Ｍ
ａ
ｒ
i
a
　
ｄ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
　
Ｇ
ｒ
ａ
ｚ
i
e
）
教
会
」
で
参
観
で
き
る
、

文
芸
復
興
（
ル
ネ
サ
ン
ス
）
絵
画
の
巨
匠
レ
オ
ナ
ル
ド
の
名
画
「
最
後
の
晩
餐
」
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
を
遥
々
空
路
を
経
て
訪
問
す
れ
ば
、
農
協
団
体
観
光
客
で
あ
れ
禅
僧

で
あ
れ
神
主
で
あ
れ
、
そ
も
そ
も
「
最
後
の
晩
餐
」
に
お
け
る
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」

と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
を
考
え
ざ
る
を
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
絵
画
美
術
の
イ
タ
ー
リ
ア
か
ら
音
楽
芸
術
の
ド
イ
ッ
ヘ
と
目
を
転
ず
る
と
、

今
日
の
わ
が
国
で
は
声
楽
の
門
外
漢
で
も
口
遊
ぶ
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
が
念
頭
に
浮

か
ぶ
。
こ
れ
は
勿
論
十
七
世
紀
の
シ
ュ
ッ
ツ
作
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
で
は
な
く
、
十

八
世
紀
の
バ
ッ
ハ
作
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
で
あ
る
。
恐
ら
く
今
日
で
は
滅
多
に
数
会

へ
赴
か
な
い
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
も
、
復
活
祭
や
聖
夜
の
折
に
会
堂
で
催
さ
れ
る

演
奏
会
（
信
心
深
い
人
に
は
祈
り
の
一
時
）
に
お
い
て
な
ら
ば
、
長
大
な
こ
の
名
曲

を
拝
聴
す
る
の
み
Ｉ
な
ら
ず
、
中
に
は
敢
て
合
唱
に
加
わ
り
斉
唱
す
る
者
も
販
る
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
�
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
『
｀

ｆ
ろ
う
。
わ
が
国
に
こ
の
よ
’
ブ
な
習
俗
は
見
ら
れ
な
い
が
、
。
逞
々
空
路
を
経
ず
と
も
、
。

　
画
驀
で
。
ル
オ
す
ル
ド
の
名
画
を
鑑
賞
す
る
よ
う
に
、
気
軽
に
日
頃
音
響
装
置
ヤ
・
「
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
一

タ
イ
受
難
曲
」
を
静
聴
す
る
バ
ッ
ハ
の
友
が
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
　
す
る
と
自
然
と
「
最
後
の
晩
餐
燃
の
件
が
耳
に
留
ま
り
脳
裏
に
刻
ま
れ
る
こ
。
と
に

な
る
。

　
　
福
音
史
家
　
だ
が
弟
子
た
ち
が
坐
る
と
、
イ
エ
ス
は
パ
ン
を
と
り
感
謝
し
て
割
き
、
弟
子

　
　
　
た
ち
に
与
え
て
語
っ
た
。

　
　
イ
エ
ス
　
取
り
食
し
な
さ
い
。
こ
れ
は
私
の
体
で
す
。

　
　
福
音
史
家
　
そ
し
て
イ
エ
ス
は
杯
を
取
り
感
謝
し
、
弟
子
た
ち
に
与
え
て
語
っ
た
。

　
　
イ
エ
ス
　
皆
で
杯
か
ら
飲
み
な
さ
い
。
こ
れ
は
私
の
血
で
、
新
約
の
し
る
し
で
が
。

（
ル
タ
ー
訳
「
新
約
聖
書
」
「
マ
タ
イ
福
音
書
」
第
二
六
章
、

　
第
二
六
節
－
第
二
八
節
）

実
際
に
こ
こ
で
話
題
と
し
て
い
る
の
が
、
決
し
て
講
壇
か
ら
の
説
教
で
は
な
く
、
何

時
と
は
無
し
に
仏
教
徒
に
も
素
直
に
親
し
ま
せ
る
、
巨
匠
バ
。
ハ
の
手
に
な
る
巧
妙

な
諧
音
の
調
べ
に
つ
れ
て
、
何
処
と
な
く
心
に
入
る
ル
タ
ー
訳
「
聖
書
」
の
言
葉
で

あ
る
点
に
留
意
し
た
い
。
も
は
や
此
所
で
「
聖
書
」
は
原
典
た
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
語

で
も
な
く
、
旧
教
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
公
認
ラ
テ
ン
語
訳
ウ
ル
ガ
ー
タ
版
で
も
な
い
、

他
な
ら
ぬ
宗
教
改
革
者
ル
タ
ー
の
近
代
語
な
の
で
あ
る
。



　
私
は
ま
ず
こ
の
脈
絡
を
重
視
し
た
い
。
実
際
に
例
え
ば
宗
教
改
革
｛
一
五
｝
七
年
）

後
に
開
か
れ
た
第
十
九
回
公
会
議
、
す
な
わ
ち
ト
レ
ン
ト
宗
教
会
議
（
一
五
四
五
年
－

六
三
年
）
に
お
け
る
第
四
総
会
（
一
五
四
六
年
）
で
は
、
あ
く
ま
で
「
証
誠
派
教
父

た
ち
の
範
例
に
倣
い
Ｃ
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ
ｏ
ｘ
ｏ
ｒ
ｕ
m
　
Ｐ
ａ
ｔ
ｒ
ｕ
m
　
ｅ
ｘ
ｅ
ｍ
ｐ
ｌ
ａ
　
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｔ
ａ
）
」
、
次
の
こ

と
が
「
聖
書
」
に
関
し
て
力
説
さ
れ
て
い
た
。

決
定
さ
れ
宣
言
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
古
来
の
公
認
（
ウ
ル
ガ
ー
タ
）
版
、
す
な
わ
ち
久

し
く
実
に
幾
世
紀
に
も
亙
り
て
正
に
教
会
で
の
使
用
に
適
す
る
と
実
証
さ
れ
た
こ
の
公
認

版
こ
そ
が
、
公
の
講
読
、
議
論
、
説
教
や
釈
義
の
際
に
拠
り
所
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ

り
、
更
に
如
何
な
る
理
由
で
あ
れ
、
誰
も
こ
の
公
認
版
を
敢
て
拒
否
し
た
り
或
い
は
拒
否

し
よ
う
と
企
て
て
は
な
ら
な
い
。

更
に
こ
の
条
項
は
十
九
世
紀
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
り
再
確
認

さ
れ
、
左
記
の
如
く
強
調
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

実
に
ロ
ー
マ
（
カ
ト
リ
。
ク
）
教
会
は
、
ト
レ
ン
ト
公
会
議
に
て
し
か
と
記
さ
れ
た
規
定

に
よ
り
、
公
認
（
ウ
ル
ガ
ー
タ
）
版
の
み
を
受
け
入
れ
、
他
の
諸
言
語
へ
の
翻
訳
は
承
認

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
一
八
一
六
年
九
月
三
日
付
、
モ
ヒ
レ
フ
の
大
司
教
へ
の
教
皇
書
簡
）

と
り
も
直
さ
ず
「
聖
書
」
そ
の
も
の
が
、

　
　
世
界
中
が
同
じ
言
語
で
あ
り
、
同
じ
言
葉
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
「
旧
約
聖
書
」
「
創
世
記
」
第
十
一
章
「
バ
ベ
ル
の
塔
」
第
一
節
）

と
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
一
五
六
四
年
に
教
会
で
公
認
さ
れ
た
、

ト
レ
ン

卜
宗
教
会
議
に
出
席
し
た
代
表
団
が
作
成
し
た
「
禁
書
目
録
」
の
た
め
の
公
準
の
第

四
箇
条
で
は
、
こ
う
書
き
始
め
ら
れ
る
。

経
験
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
も
し
聖
書
が
各
国
語
に
訳
さ
れ
て
使
用
さ
れ
る
の
を
構
わ

ず
無
１
　
別
に
許
可
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
は
人
々
の
無
思
慮
ゆ
え
益
よ
り
も
害
が
多
く

一
五
七
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

詰
ま
る
と
こ
ろ
正
統
派
の
権
威
主
義
が
此
所
に
明
確
な
文
章
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
と
こ
ろ
で
正
統
派
の
権
威
主
義
は
、
一
重
に
ニ
ケ
ア
信
条
（
三
二
五
年
）
以
来
千

数
百
年
を
経
て
培
わ
れ
続
け
て
き
た
旧
教
の
伝
統
の
み
で
は
な
い
。
実
は
既
に
宗
教

改
革
（
一
五
一
七
年
）
以
来
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
時
代
（
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世

紀
前
半
）
に
か
け
て
約
三
百
年
の
歴
史
を
持
た
ん
と
し
て
い
た
新
教
に
お
い
て
も
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
正
統
ル
タ
ー
派
の
権
威
主
義
は
厳
然
と
巌
の
如
く
伸
し
掛
か
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
何
語
に
訳
さ
れ
た
と
て
、
「
聖
書
」
の
権
威
が
他
の

作
品
を
威
圧
せ
ん
と
す
る
特
権
を
享
受
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　
専
ら
「
聖
書
」
の
言
葉
（
ロ
ゴ
ス
）
を
静
聴
す
る
な
め
典
礼
音
楽
も
奏
で
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
前
述
の
シ
ュ
ッ
ツ
作
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
（
一
六
六
六
年
）

を
バ
ッ
ハ
作
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
（
一
七
二
九
年
）
と
比
べ
て
み
る
と
、
前
者
に
は

後
者
よ
り
も
遥
か
に
楽
音
が
少
な
い
事
に
驚
か
さ
れ
る
。
つ
ま
り
淡
々
と
「
マ
タ
イ

福
音
書
」
の
第
二
六
章
と
第
二
七
章
を
朗
読
す
る
が
如
く
叙
唱
が
続
く
。
聴
衆
は
近

代
ド
イ
ツ
語
「
聖
書
」
の
字
句
を
一
語
一
語
と
噛
み
し
め
つ
つ
、
イ
エ
ス
ー
キ
リ
ス

ト
の
事
跡
を
辿
る
の
で
あ
る
。

　
バ
ッ
ハ
の
受
難
曲
は
こ
れ
と
好
対
称
を
な
し
、
「
聖
書
」
の
記
述
は
筋
の
展
開
を

担
う
要
素
と
し
て
背
景
に
退
き
、
代
わ
り
に
そ
の
間
に
挾
ま
れ
た
合
唱
や
詠
唱
が
朗

朗
と
淀
み
な
く
長
々
と
歌
わ
れ
、
正
に
こ
の
音
楽
家
バ
。
ハ
の
手
に
な
る
芸
術
の
音

響
こ
そ
が
焦
眉
の
急
と
な
る
。
と
り
わ
け
「
聖
書
」
の
記
述
に
疎
く
外
国
語
に
縁
遠

い
仏
教
徒
を
も
、
何
時
と
は
無
し
に
「
マ
タ
イ
福
音
書
」
の
世
界
へ
と
誘
う
の
が
、

他
な
ら
ぬ
こ
の
バ
。
ハ
の
芸
術
音
楽
な
の
で
あ
る
。
こ
の
様
は
あ
た
か
も
古
典
ギ
リ

シ
ア
悲
劇
に
似
て
お
り
、
筋
の
展
開
を
辿
る
地
の
文
で
あ
る
「
聖
書
」
の
言
葉
（
口

ゴ
ス
）
と
と
も
に
、
負
け
ず
と
も
劣
ら
ぬ
真
迫
力
に
溢
れ
て
合
唱
や
詠
唱
が
基
底
．
の

神
話
（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）
世
界
の
精
髄
を
形
造
る
の
で
あ
り
、
正
に
こ
の
抒
情
と
叙
事



一
五
八
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

が
巧
み
に
織
り
成
す
明
暗
の
下
に
始
め
て
神
人
キ
リ
ス
ト
の
真
意
が
問
わ
れ
つ
つ
、

敢
て
宗
教
と
云
い
得
る
敬
虔
な
る
心
の
浄
化
（
カ
タ
ル
シ
ス
）
へ
と
大
（
い
な
る
慈
）

悲
を
堪
兄
る
ｒ
畏
怖

と
Ｌ
心

　
　
1
1
）
な
る
受
難
（
パ
ト
ス
）
の
神
曲
（
D
i
ｖ
ｉ
ｎ
ａ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
）

　
が
形
造
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
も
こ
の
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
の

　
芸
術
表
現
に
似
て
、
「
聖
書
」
の
字
句
通
り
イ
ェ
ス
ー
キ
リ
ス
ト
を
歌
い
あ
げ
て
い

　
‐
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
一
応
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
と
表
題
が
キ
リ

　
ス
ト
と
の
「
聖
餐
」
を
指
し
示
し
て
い
る
に
も
海
わ
ら
ず
、
実
は
キ
丿
ス
ト
が
果
し

¨
て
歌
わ
れ
て
い
る
の
が
否
か
決
め
難
い
程
に
微
妙
な
詩
歌
象
徴
の
調
べ
に
乗
り
、
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
Ｍ
χ
Ｓ
　

・
言
な
ぞ
と
云
う
よ
り
は
七
孔
ろ
問
い
Ｊ
け
（
Ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
）
の
形
式
の
中
で
「
湘
自
身
」

が
話
題
泡
な
る
の
。
で
あ
石
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
。
。
・
。

　
゛
　
　
　
－
べ
　
ｌ
　
ｔ
　
　
　
‐
　
　
　
　
ヽ
“
　
｀
”
Ｌ
・
　
　
　
。
・
　
　
　
　
　
ご

　
・
　
或
い
は
も
し
か
す
る
と
神
自
身
も
ま
た
来
臨
し
、
し
か
も
人
の
姿
を
と
り
、

（
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
で
の
神
々
に
よ
る
）
天
上
の
祝
祭
を
終
結
し
宥
和
し
た
の
だ
。

　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
節
、
第
一
〇
七
句
－
第
一
〇
八
句
）

し
か
も
此
所
に
意
味
上
か
ら
敢
て
「
神
」
と
訳
し
た
所
が
、
実
は
原
典
で
人
称
代
名

詞
三
人
称
単
数
で
「
彼
（
エ
″
）
」
と
あ
り
、
文
脈
上
は
二
句
前
の
「
或
る
神
（
ア
イ

ヽ
ｙ
・
ゴ
ッ
ト
）
」
を
留
意
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
・

　
　
一
〇
五
　
な
ぜ
（
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の
時
空
で
は
、
）
丈
夫
の
額
に
或
る
（
ポ
イ
ボ
ス
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ポ
ロ
ー
ン
の
如
き
）
神
が
、

　
　
　
　
　
　
　
古
典
古
代
の
如
く
悲
雄
の
恪
印
を
撃
た
ぬ
の
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
節
、
第
一
〇
五
句
－
第
一
〇
六
句
）

こ
の
よ
う
に
思
想
詩
の
キ
リ
ス
ト
像
は
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
「
至
福
な
る

神
々
」
に
よ
る
「
天
上
の
祝
祭
を
終
結
し
宥
和
し
た
」
神
性
と
し
て
考
量
さ
れ
る
。

し
か
も
思
想
詩
の
全
九
節
百
六
十
句
の
う
ち
中
央
部
を
占
め
る
第
四
節
か
ら
第
六
節
、

つ
ま
り
第
五
五
句
か
ら
第
一
〇
八
句
に
か
け
て
の
詩
節
に
お
い
て
、
そ
の
第
一
〇
六

　
　
句
ま
で
朗
々
と
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
へ
の
讃
歌
が
奏
で
ら
れ
た
言
わ
ば
付
け
足

　
　
し
と
し
て
、
「
或
い
は
も
し
か
す
る
と
神
自
身
も
ま
た
」
（
第
一
〇
七
句
）
と
始
め

　
　
て
キ
リ
ス
ト
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
実
に
思
想
詩
全
体
の
六
割
を
も
過
ぎ
た
三
分
の
二
ほ
ど
に
達
し
、
漸
く
竟
に
「
パ

　
　
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
焦
眉
の
急
キ
リ
ス
ト
が
歌
い
出
さ
れ
た
と
言
え
る
。
こ
の
間

　
　
「
聖
書
」
の
字
句
は
一
切
黙
し
て
語
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
全
く
押
し
つ
け

　
　
が
ま
し
く
も
説
教
臭
く
し
な
い
思
想
詩
第
一
〇
七
句
の
キ
リ
ス
ト
像
が
、
「
マ
タ
イ

　
’
受
難
曲
」
の
イ
エ
ス
像
に
劣
ら
ぬ
真
１
　
力
を
以
て
語
り
か
け
る
の
は
、
「
人
東
海
の
仏

　
　
教
徒
の
み
な
ら
ず
恐
ら
く
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
に
お
い
て
秘
同
様
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
’

　
　
普
遍
性
を
獲
た
一
回
限
り
の
芸
術
表
現
の
働
き
が
「
聖
書
」
か
ら
離
乳
七
た
の
で
あ
る
。

　
　
。
こ
れ
に
反
し
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
・
リ
ン
の
先
師
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
【
】
’
七
二
四
年
－

叫
　
‐
’
、
　
”
”
　
ノ
シ
ー
ア
ス
　
ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
－

　
　
二
八
〇
三
年
）
か
「
救
世
軍
（
キ
リ
ス
ト
）
」
。
を
歌
い
出
し
た
折
は
、
事
情
が
百
八
一

　
　
十
度
転
換
し
た
胎
動
期
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
だ
が
、
お
お
作
品
よ
、
た
だ
（
唯
一
な
る
）
神
の
み
が
遍
く
知
ろ
し
め
す
（
作
品
よ
）
、
＾
ロ

　
　
　
　
敢
て
詩
歌
芸
術
も
恐
ら
ぐ
暗
闇
の
彼
方
遠
く
か
ら
汝
に
近
寄
る
の
を
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
救
世
主
」
第
一
歌
、
一
七
四
八
年
、
第
八
句
１
第
九
句
）

「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
や
「
救
世
主
」
の
場
合
に
は
、
「
聖
書
」
に
述
べ
ら
れ
た
キ
リ

ス
ト
の
事
跡
こ
そ
が
ま
ず
「
作
品
」
の
原
型
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
思
想
詩
「
パ
ッ

と
ぶ
ど
う
酒
」
で
は
言
わ
ば
百
八
十
度
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
遂
げ
、
「
作
品
」

の
原
型
が
、
外
か
ら
或
い
は
上
か
ら
「
聖
書
」
と
よ
吋
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
「
言
わ
ば
内
面
か
ら
理
知
に
適
う
道
を
歩
み
」
（
シ
ラ
ー
）
な
が
ら
誕
生
し

て
来
る
の
で
あ
る
。

　
も
は
や
教
殺
人
独
占
の
公
認
ウ
ル
ガ
ー
タ
聖
書
の
み
な
ら
ず
、
「
聖
書
」
そ
の
も

の
か
ら
も
離
乳
し
て
、
新
た
に
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
風
土
に
根
ざ
す
母
国
語
を
以

て
、
他
に
翻
訳
し
得
ぬ
ド
イ
ッ
語
の
調
べ
が
奏
で
ら
れ
る
。
正
に
こ
の
地
盤
か
ら
思

想
詩
の
み
な
ら
ず
、
「
ド
イ
ッ
国
民
に
告
ぐ
」
（
註
（
１
）
）
も
語
り
出
だ
さ
れ
た



と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
際
「
カ
ン
ト
が
ド
イ
ツ
国
民
の
モ
ー
セ
で
あ
る
」
（
〔
三
〕
閣

認
可
す
る
」
（
「
純
粋
理
性
批
判
」
第
一
版
、
一
七
八
一
年
、
序
文
）
と
云
う
「
言
わ

ば
内
面
か
ら
理
知
に
適
う
道
を
歩
み
」
（
註
（
1
8
）
）
始
め
た
先
覚
と
し
て
、
所
謂

カ
ン
ト
の
思
考
上
で
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
が
重
視
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
カ
ン
ト
に
始
ま
る
こ
の
新
た
な
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
に
お
い
て
は
、

先
に
引
用
し
た
「
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
」
第
八
講
で
フ
ィ
ヒ
テ
が
力
説
し
て
い
る
よ

う
に
、
「
宗
教
の
心
意
は
、
奴
隷
状
態
に
反
逆
し
」
（
註
（
１
）
）
、
既
成
の
諸
価
値

を
「
批
判
（
Ｋ
ｒ
i
ｔ
i
k
）
Ｊ
し
「
吟
味
（
Ｐ
ｒ
ｕ
ｆ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
し
つ
つ
、
上
や
外
か
ら
の
権

威
に
依
ら
ず
「
言
わ
ば
内
面
か
ら
理
知
に
適
う
道
を
歩
み
」
（
註
（
1
8
）
）
な
が
ら

自
己
（
ア
ウ
ト
）
立
法
（
ノ
モ
ス
）
の
表
現
を
獲
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
カ
ン
‘
ト

の
言
葉
で
「
啓
蒙
（
Ａ
ｕ
ｆ
ｋ
ｌ
ａ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
と
云
う
。
す
な
わ
ち
「
啓
蒙
と
廠
、
人
が
自

ら
自
身
に
責
任
が
あ
る
未
熟
か
ら
出
て
成
熟
す
る
こ
と
で
あ
り
、
…
…
果
敢
な
る
叡

知
人
間
（
ホ
モ
ー
サ
ピ
エ
ン
ス
）
た
れ
！
　
勇
気
も
て
君
自
身
の
知
性
を
主
体
的
に

行
使
せ
よ
！
　
－
こ
れ
が
つ
ま
り
啓
蒙
の
道
標
な
す
一
呂
葉
な
の
で
あ
る
」
（
「
「
啓

蒙
と
は
何
か
？
」
に
応
え
て
」
　
一
七
八
四
年
）
。

　
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
は
、
こ
の
カ
ン
ト
の
云
う
意
味
で
の
「
啓
蒙
」
の

成
果
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
‘
－
「
正
統
派
教
父
た
ち
の
範
例
に
倣
い
」
（
註

（
６
）
）
て
語
ら
れ
て
も
お
ら
ぬ
し
、
ま
し
て
や
「
聖
書
」
の
権
威
な
ど
物
と
も
し

て
い
な
い
。
「
唯
一
な
る
神
の
み
が
遍
く
知
ろ
し
め
す
作
品
」
な
ど
、
「
至
福
な
る

ギ
リ
シ
ア
」
の
「
詩
歌
芸
術
」
（
註
（
1
7
）
）
に
比
べ
れ
ば
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
」
で
は
大
し
て
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
れ
ど
も
「
詩
歌
芸
術
」
と
は
此
。

所
で
゛
為
に
な
る
（
ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
）
と
か
楽
し
ま
せ
る
（
ｄ
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｒ
ｅ
）
Ｊ
　
（
ホ
ラ
ー
テ
ィ

ウ
ス
「
詩
論
」
第
三
三
三
句
）
と
云
う
俗
な
意
味
で
の
「
啓
蒙
」
に
係
わ
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
は
砂
９
　
　
ろ
こ
の
両
者
の
限
定
か
ら
自
由
な
「
判
断
力
批
判
」
（
カ
ン
ト
）

に
お
け
る
「
美
」
の
理
念
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
五
九
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
こ
の
「
美
」
を
「
現
象
（
Ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ｕ
ｎ
ｇ
）
に
お
け
る
自
由
」
。
と
し

‘ て
掴
ん
だ
シ
ラ
ー

は
、
一
七
九
三
年
二
月
二
十
三
日
付
ケ
ル
ナ
ー
宛
書
簡
で
こ
う
語
る
。

　
　
自
由
で
あ
る
こ
と
、
自
然
に
定
ま
る
こ
と
、
内
か
ら
定
ま
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
Ｉ

　
　
如
で
あ
り
ま
泗
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
カ
リ
ア
ー
ス
書
簡
（
美
に
つ
い
て
）
」

此
所
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
を
歌
う
際
の
姿
勢
が
明
示
さ
れ
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
権
威
や
正
統
派
の
筋
書
き
ど
お
り
神
父
や
牧
師
の
よ

う
に
語
る
の
で
は
な
く
、
内
か

(
2
6

6
七
然
よ
呻
き
上
が
る
心
情
に
お
い
て
譚
べ
「
敬
虔
」

と
云
い
得
る
「
ド
イ
ツ
の
詩
人
」
の
「
魂
の
歌
声
（
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
）
　
Ｊ
を
奏
で
る

の
で
あ
る
。

私
達
の
胸
中
の
清
浄
に
て
波
立
つ
心
魂
は
、

よ
り
高
き
一
層
と
清
ら
な
知
ら
れ
ざ
る
者
へ
と

感
謝
の
念
か
ら
自
由
な
意
志
で
自
己
を
捧
げ
ん
と
努
め
、

こ
の
永
遠
に
名
づ
け
ら
れ
ぬ
者
を
自
ら
に
解
き
明
か
す
の
だ
。

こ
れ
を
私
達
は
「
敬
虔
で
あ
る
！
」
と
云
お
Ｉ
刃
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ
「
悲
歌
」
第
七
九
句
－
第
八
三
句
）

思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
基
調
も
、
此
所
に
云
う
「
自
由
な
意
志
｛
？
Ｓ
Ｉ
｝
｛
耐
｝
」

に
基
ず
い
た
「
敬
虔
」
に
根
ざ
し
て
お
り
、
こ
の
祈
り
の
底
に
お
い
て
、

　
　
…
…
ひ
そ
や
か
に
尚
い
く
ば
く
か
の
感
謝
が
生
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
八
節
、
第
二
二
六
句
）

と
慎
ま
し
く
も
厳
そ
か
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
詩
人
が
思
想
詩
冒
頭
で
歌
い
出
す

「
ひ
そ
や
か
に
燈
火
の

「
ひ
そ
や
か
に
燈
大
の
光
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
が
と
も
る
街
路
ト
と
「
静
か
に
安
ら

う
都
市
（
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
'
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
_

3
1
ご
宿
る
「
生
け
る
静
謐
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ

Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ

＾
ｊ
'
ｃ
Ｃ
ｌ
　
1
3
　
Ｓ
）
は
、
正
に
こ
の
止
み
難
い
「
敬
虔
」
な
る
「
感
謝
」
に
根
ざ

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



一
六
〇
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

〔
二
〕
　
宥
和
の
旋
律

　
　
　
　
剛
　
頭
韻
と
詩
脚

　
　
・
、
詠
ま
れ
た
内
容
に
関
し
て
思
い
廻
ら
す
前
に
、
既
に
読
者
の
内
耳
に
響
き
渡
る
の

・
　
が
詩
歌
象
徴
の
囃
べ
で
あ
ろ
う
。
‐
ご
の
点
、
’
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
に

　
　
お
い
て
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
。
例
え
ば
此
所
で
は
、
頭
韻
の
反
響
が
印
象
深
く
思
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ｈ
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ｈ
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ｉ
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Ｗ
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ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
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ｅ
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静
か
に
安
ら
う
都
市
。
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
、

　
し
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
は
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
筋
、
第
一
句
－
第
二
句
）

ま
ず
詩
歌
冒
頭
で
Ｃ

Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
》
と
Ｃ
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
い
＞
と
の
語
頭
を
飾
る
音
価
〔
「
」
に
続

き
、
第
一
句
中
央
に
韻
律
上
の
中
間
休
止
（
カ
エ
ス
ー
ラ
）
を
挾
ん
で
反
響
し
合
う

＜
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
＞
と
＜

ｓ
ｔ
i
l
l
＞
と
の
頭
韻
〔
ｓ
〕
、
更
に
第
二
句
中
央
で
中
間
休
止
に

跨
が
り
呼
応
す
る
《
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
'
i
i
k
ｔ
い
＞
と
《
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
》
の
摩
擦
音
〔
ｇ
巴
、
最
後
に

第
二
句
末
を
印
象
づ
け
る
Ａ
^
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
＞
と
《
ｎ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
》
と
に
共
通
な
子
音
〔
だ
〕
を

例
示
す
る
こ
と
が
出
来
る
．

　
と
り
わ
け
以
上
の
音
響
の
中
で
〔
ａ
‐
〕
は
、
引
き
続
く
第
三
句
と
第
六
句
で
も

繰
り
返
し
て
、
第
一
句
か
ら
＾
.
.
.
　
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
.
.
.
　
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
■
Ｉ
一
　
２
ぼ
・
：
Ｖ
と
歌
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ー
工

継
が
れ
、
思
想
詩
冒
頭
の
基
調
な
し
て
「
安
ら
ぎ
（
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
）
」
　
の
旋
律
を
奏
で
る
中

で
、
第
五
句
の
冒
頭
で
「
悠
然
と
和
や
か
に
く
つ
ろ
ぐ
（
だ
ｏ
Ｅ
～
Ｆ
ｌ
§
）
」
と
高

飢
を
成
す
の
で
あ
る
。
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ｈ
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ｂ
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ｕ
ｎ
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B
l
ｕ
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ｅ
ｎ
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Ｕ
ｎ
ｄ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
t
.

満
ち
足
り
て
家
路
へ
と
、
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
、
安
ら
ぎ
を
求
め
て
歩

　
　
　
み
ゆ
ぐ
人
々
。

‘
し
て
収
支
得
失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
は

悠
然
’
と
和
や
か
嘔
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
。
（
黄
昏
の
今
は
）
葡
萄
も
花
束
も
な

し
て
手
仕
事
の
品
々
’
も
な
く
安
ら
う
ｙ
（
昼
間
は
）
’
忙
し
き
広
場
の
市
亜
０
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
】
節
、
第
三
句
ド
第
六
句
）

此
所
で
「
安
ら
ぎ
（
ル
ー
エ
）
」
の
動
機
に
乗
り
、
憩
い
の
場
と
し
て
詩
想
が
向
か

う
の
は
、
「
思
慮
深
い
家
長
（
Ｚ
～
席
）
」
（
第
四
句
）
が
「
悠
然
と
和
や
か
に
く
つ

ろ
ぐ
」
「
わ
が
家
「
Ｚ
～
巳
」
（
第
五
句
）
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
も
印
象
深
く
頭

韻
が
句
に
跨
が
り
働
き
、
「
ハ
ウ
プ
ト
（
家
長
）
」
（
第
四
句
）
と
「
ハ
ウ
ス
（
わ
が

家
）
」
（
第
五
句
）
が
相
互
に
［
Ｈ
ａ
ｕ
-
]
に
お
い
て
反
響
し
合
う
中
で
、
文
字
通
り

第
五
句
頭
に
お
い
て
「
悠
然
と
和
や
か
に
く
つ
ろ
ぐ
（
ヴ
ォ
ー
ル
ー
ツ
ー
・
フ
リ
ー

デ
ン
）
」
と
歌
。
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
思
想
詩
冒
頭
の
響
き
を
特
徴
づ
け
る
頭
韻
は
、
ロ
ー
マ
や
イ
タ
ー
リ

ア
の
南
欧
文
学
に
よ
り
は
、
む
し
ろ
古
代
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
以
来
の
北
欧
詩
歌
に
特
有

の
表
現
様
式
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
古
代
北
欧
神
話
「
エ
ッ
ダ
」
の
冒
頭
を
飾

る
「
巫
女
の
予
言
」
第
四
節
の
例
を
左
に
引
こ
う
。
頭
韻
〔
１
〕
が
句
に
跨
が
り
三

度
連
な
り
反
響
す
る
。

　
　
ザ
附
ヾ
ｐ
「
同
｛
に
口
ａ
ｎ
「
０
　
ｌ
　
　
　
ｎ
「
ｏ
の
コ
ｏ
日
Ｆ
ｏ
ｒ
‘

　
　
す
る
と
大
地
に
は
草
木
深
き
緑
が
萌
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
巫
女
の
予
言
」
第
四
節
、
第
七
句
－
第
八
句
）



別
に
敢
て
古
文
を
引
か
ず
と
も
、
例
え
ば
十
八
世
紀
以
来
人
口
に
胎
灸
さ
れ
た
ク
ラ

ウ
デ
ィ
ウ
ス
（
一
七
四
〇
年
－
一
八
一
五
年
）
の
「
夕
べ
の
歌
」
（
一
七
七
九
年
）

に
も
、
頭
韻
の
調
べ
は
〔
£
と
〔
ｓ
ｃ
ｈ
w
〕
と
を
な
し
て
美
し
く
反
響
し
て
い
る
。

　
　
｛
｝
ｅ
ｒ
　
Ｗ
ａ
ｌ
ｄ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ｈ
ｔ
　
ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｒ
ｚ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｓ
ｃ
ｈ
w
ｅ
ｉ
ｇ
ｅ
ｔ
｡

　
　
Ｕ
ｎ
ａ
　
ａ
ｕ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｎ
　
Ｗ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｇ
ｅ
ｔ

　
　
　
ｒ
）
ｅ
ｒ
　
w
ｅ
ｉ
Ｂ
ｅ
　
Ｎ
ｅ
ｂ
ｅ
ｌ
　
w
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｒ
.

森
は
　
黒
々
と
た
ち
　
ひ
っ
そ
り
し
て
い
ま
す
。

草
は
ら
か
ら
た
ち
の
ぽ
る

　
白
い
霧
は
　
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
の
で
し
ょ
'
(
＾
'
°

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
夕
べ
の
歌
」
第
四
句
－
第
六
句
）

北
欧
系
の
言
語
ド
イ
ツ
語
は
、
多
く
語
頭
に
強
声
力
点
を
有
し
、
こ
れ
と
は
反
対
に

文
末
や
語
尾
へ
と
重
心
が
か
か
る
南
欧
系
の
言
語
フ
ラ
ン
ス
語
と
好
対
称
を
な
す
。

故
に
脚
韻
よ
り
も
頭
韻
が
際
立
つ
こ
と
に
な
る
の
も
自
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
中
世
以
来
ド
イ
ツ
詩
歌
の
韻
律
は
、
例
え
ば
「
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
ン
詩
節

（
Ｎ
ｉ
ｂ
ｅ
ｌ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｐ
ｈ
ｅ
）
Ｊ
と
か
「
ミ
ン
ネ
ザ
ン
グ
詩
節
（
Ｍ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
ｓ
ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｐ
ｈ
ｅ

）
Ｊ

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
脚
韻
を
旨
と
し
て
来
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
「
民
謡
詩
節
（
Ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
ｓ
-

Ｆ
ｄ
ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｐ
ｈ
ｅ
）
Ｊ
で
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
脈
絡
で
興
味
深
い
の

が
、
十
八
世
紀
中
葉
を
物
語
る
ゲ
ー
テ
の
伝
記
に
お
け
る
次
の
件
で
あ
る
。

　
　
わ
が
父
は
脚
韻
を
詩
歌
作
品
の
必
須
と
看
傲
し
て
い
た
。
カ
ー
ニ
ツ
、
ハ
ー
ゲ
ド
ル
ン
、

　
　
ド
ロ
リ
ン
ガ
ー
、
ゲ
レ
ル
ト
、
ク
ロ
イ
ツ
、
ハ
ラ
ー
が
、
綺
麗
な
総
皮
装
頓
で
一
例
に
並
ん

　
　
で
い
た
。
…
…
こ
れ
に
反
し
当
時
わ
が
父
に
は
不
愉
快
な
時
代
が
始
ま
り
、
父
に
は
何
ら

　
　
詩
歌
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
詩
句
が
、
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
の
「
救
世
主
」
（
の
出
現
）

　
　
に
よ
り
、
称
賛
の
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
詩
と
真
実
」
第
一
部
、
第
二
書
）

一
六
一
　
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

父
ゲ
ー
テ
に
代
表
さ
れ
る
既
成
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
の
「
救
世

主
」
に
お
け
る
六
歩
脚
（
ヘ
ク
サ
メ
ト
ロ
ン
）
詩
型
の
如
く
脚
韻
を
持
た
ぬ
も
の
は

詩
歌
で
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
「
救
世
主
」
は
既
成
の
観
念
を
破
り
、
敢
て
脚
韻
を
踏
ま
ず
、
代
わ
り

に
六
歩
格
の
詩
脚
を
古
典
詩
歌
か
ら
学
ん
だ
。
古
典
と
は
就
ず
く
脚
韻
な
き
古
代
ギ

リ
シ
ア
詩
文
を
指
す
。
例
え
ば
、
「
救
世
主
」
（
第
一
歌
－
第
三
歌
）
発
表
に
先
立

つ
前
年
、
ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
は
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
弟
子
」
（
一
七
四
七
年
）

と
題
す
第
ニ
ア
ス
ク
レ
ー
ピ
ア
デ
ー
ス
詩
節
に
よ
る
無
脚
韻
詩
を
創
作
し
、
古
代
ギ

リ
シ
ア
伝
来
の
詩
脚
で
以
て
詩
作
す
る
姿
勢
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
先
例
を
範
と
し
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
第
一
句
は
「
イ
ー

リ
ア
ス
」
以
来
の
六
歩
脚
（
ヘ
ク
サ
メ
ト
ロ
ン
）
詩
型
で
以
て
悠
然
と
奏
で
始
め
ら

れ
る
。

　
　
　
　
Ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
r
ｓ
　
ｕ
m
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
;
　
ｓ
ｔ
i
l
l
　
w
i
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
｡

Ｔ
ｃ
ｃ
一
１
＝

ｃ
ｃ
Ｔ
　
ｃ
ｃ
一
ｌ
ｃ

引
き
続
く
第
二
句
は
蓋
し
五
歩
脚
（
ペ
ン
タ
メ
ト
ロ
ン
）
詩
型
と
な
り
、
中
間
休
止

（
こ
後
に
律
動
は
返
す
波
の
如
く
彼
方
へ
と
引
い
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
Ｉ
に
Ｉ
ｎ
ｄ
｡
　
　
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｕ
ｋ
ｔ
｡

ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
.

ｃ
ｃ
Ｔ
ｃ
ｃ
一

＝
上
Ｃ
　
Ｃ

Ｃ
　
Ｃ
　
－

以
上
の
六
歩
脚
と
五
歩
脚
と
を
組
み
合
わ
せ
た
対
句
（
デ
ィ
ス
テ
ィ
コ
シ
）
を
「
エ

レ
ゲ
イ
オ
ン
詩
脚
」
と
呼
ぶ
。
だ
が
此
所
で
肝
要
な
の
は
「
エ
レ
ゲ
イ
オ
ン
（
エ
レ

ギ
ー
）
」
。
と
云
う
名
辞
に
よ
り
喚
起
さ
れ
る
「
悲
歌
」
へ
の
連
想
と
云
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
脚
韻
を
踏
ま
ず
古
典
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
エ
レ
ヽ
ゲ
イ
オ
ン
詩
脚
で
以
て
「
パ
ン

と
ぶ
ど
う
酒
」
が
歌
わ
れ
て
ゆ
く
と
言
う
事
で
あ
り
、
か
く
し
て
「
至
福
な
る
ギ
リ

シ
ア
」
（
〔
一
〕
（
1
5
）
）
へ
と
向
け
て
地
な
ら
し
が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
点
な
の
で

あ
る
。



一
六
二
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
　
　
恋
　
内
省
す
る
魂

　
　
「
静
か
に
安
ら
う
都
市
（
｝
｛
Ｆ
９
ロ
ヨ
２
ｒ
″
９
の
汐
乱
乙
」
（
〔
二
〕
出
（
１
）
）

　
と
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
は
実
に
然
り
げ
な
く
始
ま
る
。
と
こ
ろ
が
読
者
に
は

　
何
気
な
い
こ
の
冒
頭
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
詩
人
に
は
容
易
に
事
も
無
げ
に
歌
い
出

　
さ
れ
得
な
か
っ
た
よ
う
で
お
る
。
こ
の
事
実
を
物
語
る
の
が
詩
人
の
自
筆
草
稿
で
あ

　
り
、
’
こ
の
涼
稿
の
複
写
は
今
日
フ
ラ
ン
．
ク
ブ
ル
ト
版
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
の
第
六
巻

’
に
収
め
ら
れ
て
い
・
る
。
こ
の
歴
史
批
判
版
所
収
の
第
十
四
手
稿
（
一
頁
）
に
『
依
る
と
、

　
冒
頭
の
部
分
（
第
一
句
荊
半
）
‘
が
欠
け
た
ま
ま
で
当
初
は
第
一
節
が
成
立
し
丈
と
考

こ
こ
に
欠
落
し
て
い
る
冒
頭
「
静
か
に
安
ら
う
都
市
」
が
書
き
加
え
ら
れ
る
の
は
、

別
の
第
五
草
稿
（
五
頁
）
に
お
い
て
で
あ
る
。

R
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
;

ｓ
ｔ
i
l
l
　
w
i
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
｡

　
Ｕ
ｎ
ｄ
　
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
ｌ
ｎ
　
ｅ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｉ
ｉ
ｋ
ｔ
　
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
.

ま
ず
こ
の
冒
頭
の
留
保
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
乱
れ
に
対
し
て
有
益
な
の
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
版
に
示
さ
れ
た
草
稿
成
立
の
過

程
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
草
稿
に
始
め
て
記
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
の
は
、
「
夜
」
に
関

す
る
断
想
で
、
そ
れ
は
第
十
四
草
稿
一
頁
の
上
か
ら
三
分
の
一
ほ
ど
の
右
側
に
こ
う

現
わ
れ
た
。

u
ｎ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｒ
m
e
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｇ
ｔ

　
　
　
ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
i
g
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｕ
ｒ
i
g
　
ｈ
ｅ
ｒ
ａ
ｕ
ｆ

や
が
て
詩
想
が
膨
ら
む
と
と
も
に
、
こ
の
断
想
は
ま
ず
数
行
下
に
移
し
換
え
ら
れ
、

更
な
る
構
想
展
開
に
お
｀
い
て
竟
に
草
稿
上
方
か
ら
三
分
の
二
の
所
へ
と
書
き
直
さ
れ

た
。
つ
ま
り
「
夜
」
に
関
七
て
詩
想
は
予
定
を
上
回
り
倍
増
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
う
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
実
際
ゼ
。
ケ
ン
ド
ル
フ
が
「
詩
神
年
鑑
」
（
Ｔ
八
〇
七
年
）
犯
お
い
て
始
め
て

　
　
　
　
　
　
　
一
－
　
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庫
I
　
　
　
　
1
1
4
　
　
　
L
4

「
パ
ン
。
と
ぶ
ど
う
酒
」
、
第
一
節
を
公
刊
し
た
折
心
「
夜
石
ｌ
ｅ
　
Ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
；
Ｊ
を
表
ご

題
に
択
ん
だ
。
こ
と
か
ら
鳥
察
甘
ら
れ
る
よ
う
に
。
、
何
よ
り
ま
ず
第
一
節
で
瞳
羽
す
べ
⊃

－
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
　
ｙ
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
椚
″

き
が
「
夜
’
」
の
詩
想
で
あ
ろ
う
。
右
に
示
し
た
。
よ
う
に
確
か
に
・
詩
人
自
身
も
こ
の

一
　
　
　
　
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
ｊ
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ

「
夜
」
の
断
想
を
膨
ら
ま
せ
つ
つ
構
想
を
拡
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
成
程
か
く
「
夜
」

が
第
一
節
の
主
題
で
あ
る
こ
と
に
相
違
は
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
「
夜
」
の
詩
想

展
開
に
よ
り
遠
心
方
向
に
膨
ら
み
高
ま
り
ゆ
く
心
象
風
景
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
て

い
て
は
十
分
で
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
実
は
同
時
に
求
心
力
を
獲
て
内
面
へ
と
深
沈
し

つ
つ
省
察
す
る
静
か
な
無
言
の
歌
声
が
悠
然
と
目
立
た
ず
に
流
れ
続
け
て
お
り
、
正

に
こ
の
内
省
の
律
勁
を
決
定
な
ら
し
め
て
竟
に
第
一
節
を
締
め
括
ら
ん
と
「
静
か
に

安
ら
う
都
市
「
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
　
ｕ
m
　
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
こ
」
が
最
後
に
歌
い
出
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
故
に
決
し
て
こ
れ
は
「
都
市
」
の
描
写
な
ど
で
は
な
く
、
「
都
市
が
静
か
に
安
ら

う
」
と
歌
う
内
省
す
る
魂
の
肉
声
と
看
倣
さ
れ
得
よ
う
。
魂
の
歌
声
と
は
、
常
の
音

な
ら
ぬ
音
を
静
か
に
聴
く
心
の
響
き
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
と
り
わ
け
此
所
で
、
当

該
の
思
想
詩
の
主
題
が
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
（
〔
一
〕
（
４
）
）
で
あ
る
事
を
思
い

起
こ
し
て
も
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
救
世
主
キ
リ
ス
ト
に
繋
が
る
「
パ
ン

と
ぶ
ど
う
酒
」
と
は
、
決
し
て
日
常
の
食
事
な
ど
で
は
な
く
、
霊
魂
の
安
ら
ぎ
（
ル
ー

エ
）
の
糧
に
他
な
ら
な
い
。



R
ｕ
ｎ
ｅ
　
ｓ
ａ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
.
：
’
ａ
ｐ
ゴ
「
ｇ
Ｍ
に
ｙ
一

　
ル
ー
エ
ー
ザ
ン
フ
テ
：
Ｉ
ザ
ン
ヽ
1
7
テ
ー
ル
ー
ー
”
（
憑

バ
ッ
ハ
の
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
は
、
か
く
「
優
し
漣
（
ザ
ッ
フ
テ
）
安
ら
ぎ
（
ル
ー

エ
）
」
を
喚
び
覚
ま
し
て
心
を
浄
め
つ
つ
、
静
か
に
悠
然
と
流
れ
て
ゆ
く
祈
り
の
合

唱
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
受
難
曲
は
キ
リ
ス
ト
の
事
跡
を
回
顧
し
つ
つ
「
安
ら
ぎ
」
を
歌
う
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
思
想
詩
は
未
だ
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
な
く
、
現
在
の
只
中
に
お
い
て
「
都
　
い

市
が
静
か
に
安
ら
う
（
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
Ｊ
と
歌
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
受
難
曲
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
魂
の
内
省
の
終
わ
る
所
か
ら
、
思
想
詩
に
お
け

る
内
省
す
る
魂
は
歌
い
出
す
と
言
え
る
。
つ
ま
り
「
聖
書
」
に
纒
わ
る
キ
リ
ス
ト
者

の
回
想
を
表
題
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
で
踏
ま
え
つ
つ
、
既
成
の
聖
書
神
話
か
ら
離

乳
し
た
新
た
な
世
界
観
が
胎
動
し
始
め
つ
つ
詩
歌
の
調
べ
を
奏
で
出
す
の
で
あ
る
。

　
此
所
で
詩
人
が
内
省
の
場
と
し
て
選
ぶ
の
は
「
都
市
」
、
詳
し
く
云
う
と
当
時
の

市
壁
に
取
り
囲
ま
れ
た
「
市
街
」
と
言
う
内
部
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
）
空
間
で
あ
る
。
こ
の
世

界
空
間
か
ら
思
想
詩
は
あ
く
ま
で
響
き
始
め
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
描
写
し
た
り
叙

述
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
点
に
留
意
し
た
い
・
そ
し
て
９
　
か
に
静
か
’
に
耳
を
澄

ま
し
つ
つ
、
第
一
句
に
お
け
る
中
間
休
止
（
こ
前
後
の
頭
韻
〔
Ｓ
〕
に
眼
を
落
と

し
て
み
よ
う
。
＜
｡
｡
｡
　
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
;
　
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
　
　
　
.
：
》
と
響
き
合
う
澄
ん
だ
清
音
な
す
摩

察
閉
塞
音
〔
つ
〕
が
、
文
字
通
り
（
密
や
か
？
Ｅ
’
）
」
に
読
者
の
内
耳
に
囁
く
。

こ
の
私
語
の
意
味
す
る
所
は
、
欧
語
で
＜
ｉ
目
i
g
:
　
　
　
i
n
ｔ
i
m
e
＞
と
表
現
で
き
よ
う
。

こ
れ
は
石
材
で
堅
固
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
西
欧
都
市
に
特
有
の
緊
密
（
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
）
さ

と
協
和
し
合
う
親
密
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
）
さ
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
緊
密
で
親
密
な
内
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
ｓ
　
３
１

（
Ｆ
コ
§
）
空
間
か
ら
、
密
や
か
に
思
想
詩
が
悠
然
と
響
き
始
め
て
来
る
。
勿
論
読

者
の
表
象
の
仕
方
は
直
接
歌
わ
れ
て
い
る
対
象
に
捕
わ
れ
ず
自
由
で
あ
り
、
例
え
ば

黄
昏
に
憩
う
都
市
の
石
造
建
築
に
映
え
る
月
影
を
想
像
し
て
も
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。

一
六
三
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

と
に
か
く
月
影
（
Ｍ
ｏ
乱
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
）
の
《
…
ｉ
ｌ
…
Ｖ
に
宿
る
閉
塞
摩
察
音

〔
こ
〕
も
、
＜
｡
｡
　
｡
　
　
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
;
　
　
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
：
）
で
頭
韻
な
す
〔
こ
〕
と
微
妙
に
反
響

し
合
う
の
で
あ
る
か
ら
尚
更
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
か
く
密
や
か
で
親
密
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
）
な
世
界
内
空
間
で
深
沈
す
る
魂
の
内
省

（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
ｒ
l
i
c
h
ｕ
ｎ
ｇ
）
　
　
ｂ
ｉ
方
向
づ
け
る
の
が
、
思
想
詩
冒
頭
の
歌
い
出
し
Ｃ
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

ｕ
m
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
》
の
響
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
。
冒
頭
が
響
き
出
す

や
否
や
、
読
者
の
心
眼
が
開
き
内
な
る
省
察
が
始
ま
る
と
言
え
る
。
し
か
も
こ
の
魂

の
内
省
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
既
成
の
聖
典
に
よ
る
礼
拝
の
終
わ
る
所
か
ら
、
当

面
は
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
な
く
目
下
の
現
実
か
ら
始
ま
る
点
に
留
意
し
た
い
。
も

は
や
祈
り
の
場
は
聖
堂
の
中
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
只
中

に
開
か
れ
て
来
る
。
此
所
に
正
に
宗
教
改
革
以
来
の
精
神
が
息
吹
い
て
い
る
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

＼
こ
の
観
点
か
ら
興
味
深
く
思
わ
れ
る
の
が
、
思
想
詩
の
第
六
句
に
見
ら
れ
る
詩
歌

象
徴
で
あ
る
。

r
ｕ
ｈ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｔ
.

安
ら
う
（
昼
間
は
）
忙
し
き
広
場
の
市
場
。

此
々
で
「
市
場
」
が
歌
わ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
話
題
の
都
市
像
は
日
祝
祭
日
で
は
な

く
１
　
ｍ
と
考
え
ら
れ
る
。
週
日
に
も
夕
暮
に
カ
ト
リ
。
ク
教
徒
は
教
会
へ
祈
り
に
赴

く
が
、
新
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
休
日
以
外
に
夕
方
は
礼
拝
を
行
な
わ
な
い
の
が

普
通
で
あ
る
。
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
を
歌
う
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
領
邦
ヴ
ュ
ル

テ
ル
ベ
ル
ク
（
シ
ュ
ヴ
″
‐
ベ
ン
）
生
ま
れ
の
新
教
徒
で
あ
っ
た
事
は
此
所
で
想
い

起
こ
し
て
然
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
云
え
ば
、
詩
人
は
少
年
時
代
か
ら
牧
師
と

な
る
べ
く
教
育
を
受
け
、
名
門
テ
ュ
ー
ビ
ン
グ
ン
神
学
院
を
ま
で
卒
業
（
一
七
九
三

年
）
し
た
の
で
あ
る
が
、
公
僕
と
し
て
型
通
り
の
聖
職
を
勤
め
る
の
を
拒
み
続
け
た

の
で
あ
る
。

　
詩
人
の
収
入
源
は
住
込
み
家
庭
教
師
と
し
て
の
生
業
で
あ
っ
た
が
、
当
該
の
思
想



一
六
四
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

詩
成
立
の
背
景
と
な
る
時
期
（
一
八
〇
〇
年
秋
）
は
偶
々
領
邦
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
。
ト

づ
叩
在
住
の
親
友
ラ
ン
ダ
ウ
ェ
ル
に
親
切
に
持
て
成
さ
れ
、
当
地
で
「
哲
学
の
講

義
」
な
ど
を
し
つ
つ
暮
ら
し
を
立
て
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
伝
記
か
ら
、
思

想
詩
の
第
一
句
に
云
う
「
都
市
」
は
シ
ュ
ト
ゥ
。
ト
ガ
ル
ト
で
あ
り
、
そ
の
第
六
句

で
歌
わ
れ
た
「
市
場
」
は
領
邦
首
都
の
市
役
所
前
に
あ
る
「
広
場
」
の
「
市
場
」
と

想
像
さ
れ
る
。
勿
論
「
広
場
の
市
場
」
と
は
都
市
生
活
の
生
業
の
中
心
と
し
て
、
日

頃
仕
事
に
励
む
市
民
生
活
の
象
徴
と
し
て
歌
い
出
さ
れ
て
い
る
の
に
間
違
い
は
な
い
。

そ
し
て
新
教
徒
な
ら
ば
黄
昏
に
は
「
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
’
く
つ
ろ
ぐ
（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
-

　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
χ
　
１
４
　
ｓ

ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
　
.
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
Ｊ
（
第
五
句
）
そ
の
日
常
生
活
の
只
中
に
「
夕
べ
の
（
祈

り
。
の
）
歌
（
Ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ｉ
ｅ
ｄ
）
　
I
.
が
聞
こ
え
て
来
る
の
で
あ
る
。
　
　
・
　
　
’
じ

　
既
に
Ｉ
『
部
引
用
「
亡
」
〕
剛
（
４
）
）
し
た
「
夕
べ
の
（
祈
り
の
）
｀
歌
｀
（
一
’
七

七
九
年
）
な
ど
、
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
詩
歌
の
代
表
と
し
て
此
所
で
想
い
起
こ
せ
よ
ケ
。
・

五－
○

二
五

月
が
　
の
ぽ
っ
て
い
ま
す
。

き
ん
色
の
星
く
ず
が

　
空
に
あ
か
る
く
　
す
ん
で
　
光
っ
て
い
ま
す
。

森
は
　
黒
々
と
た
ち
　
ひ
っ
そ
り
し
て
い
ま
す
。

草
は
ら
か
ら
た
ち
の
ぼ
る

　
白
い
霧
は
　
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
の
で
し
ょ
う
。

ど
う
し
て
　
こ
の
世
は
　
こ
ん
な
に
静
か
で
、

夕
や
み
の
覆
い
の
な
か
に
あ
る
と

　
親
し
み
を
ま
し
　
や
さ
し
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
る
で
静
か
な
部
屋
の
よ
う
で
す
。

こ
こ
に
は
い
る
と
　
あ
な
た
が
た
は
　
日
々
の
苦
し
み
を

　
眠
り
の
う
ち
に
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

神
さ
ま
！
　
私
た
ち
が
　
あ
な
た
の
救
い
を
み
て
、

つ
か
の
間
の
も
の
に
　
頼
る
こ
と
を
し
な
く
な
り
、

三
〇

　
む
な
し
い
こ
と
に
　
喜
ば
な
く
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

私
達
を
素
朴
に
し
て
、

あ
な
た
の
み
ま
え
　
こ
の
地
の
う
え
で

　
子
供
の
よ
う
に
　
敬
虔
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
「
夕
べ
の
歌
」
第
一
節
、
第
二
節
、
第
五
節
）

　
夕
暮
の
情
緒
の
中
か
ら
何
時
と
は
な
し
に
説
教
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
「
夕
べ

　
の
歌
」
第
五
節
（
第
二
五
句
－
第
三
〇
句
）
な
ら
ば
教
会
で
そ
の
ま
ま
典
礼
用
教
本

　
と
し
て
活
用
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
．
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ノ

　
　
と
Ｃ
‐
ろ
が
思
想
詩
「
ゲ
ン
ど
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
は
事
情
が
異
な
る
。
例
え
ば
「
聖

。
暦
」
巻
頭
。
「
創
世
記
」
第
三
潭
に
叙
述
さ
れ
友
楽
園
追
放
以
来
人
類
に
負
わ
さ
れ
次

に
は
ず
の
「
珊
々
の
苦
し
み
（
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ
）
」
’
（
「
夕
べ
の
歌
」
第
十
一
句
）

　
　
　
一
”
　
゛
　
　
　
　
’
゛
　
Ｆ
‘
　
　
　
　
一
一
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｉ

．
。
が
、
「
パ
ン
七
ぶ
ど
う
酒
」
で
は
’
「
珊
昼
の
歓
び
（
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｓ
）
」
（
第

　
三
句
）
。
と
逆
の
角
度
か
ら
見
直
さ
れ
る
。
ま
た
恐
ら
ぐ
「
ダ
ベ
の
歌
」
な
ら
「
つ
か

　
の
間
の
も
の
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｓ
）
Ｊ
（
第
二
六
句
）
と
か
「
む
な
し
い
こ
と
「
回
邑
－

　
ｒ
已
」
（
第
二
七
句
）
と
し
て
片
付
け
ら
れ
る
節
が
、
む
し
ろ
思
想
詩
で
は
真
心
を

　
込
め
て
「
収
支
得
失
を
庖
＆
思
慮
深
い
家
長
（
Ｇ
ｅ
w
ｉ
ｎ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
l
ｕ
ｓ
ｔ
　
w
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｉ
ｎ

　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
）
」
（
第
四
句
）
と
歌
い
出
さ
れ
る
。
蓋
し
こ
れ
は
意
味
深
長
な

　
市
民
生
活
の
肯
定
で
あ
る
。

応
口
ａ

－

Ｑ

の
1ﾖ

Ｃ

－

i
ｎ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
l
ｕ
ｓ
ｔ
　
w
'
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ

－
ｃ
　
ｃ
Ｔ
Ｔ
万
ｃ
　
－
一
ｃ
ｃ
　
Ｉ

中
間
休
止
（
こ
を
以
て
律
動
は
寄
せ
て
返
す
波
と
な
り
、
こ
の
前
後
が
盛
り
上
が

り
意
味
が
重
く
な
る
。
す
な
わ
ち
「
得
（
ゲ
ヴ
ィ
ン
）
」
よ
り
も
「
失
（
フ
ェ
ア
ル

’
ト
）
」
の
方
に
比
重
が
懸
か
り
、
こ
の
訃
か
か
に
ご
加
’
い
「
思
慮
深
い
家
長
が
慮
る
」

の
は
、
’
そ
も
そ
も
営
業
に
お
け
る
「
得
」
の
有
無
よ
り
は
、
む
し
ろ
日
昼
の
営
為
に



い
と
言
い
得
る
。
か
く
敢
て
現
世
を
謳
歌
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
慎
ま
し
く
も
厳

そ
か
に
日
常
性
を
見
守
る
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
夕
暮
の
情
緒
は
考
え
て
み

る
に
、
「
夕
べ
の
歌
」
の
よ
う
に
「
（
既
成
）
宗
教
の
云
う
恭
順
を
説
き
」
（
〔
こ

ヽ
（
１
）
）
’
、
在
来
の
封
建
秩
序
に
組
み
込
ま
れ
ゆ
く
「
こ
の
地
の
う
え
で
、
子
供
の
よ

う
に
　
敬
虔
で
楽
し
く
暮
ら
」
（
第
二
九
句
－
第
三
〇
句
）
す
に
肯
ぜ
す
、
「
む
し

ろ
こ
の
奴
隷
状
態
に
反
逆
し
、
も
し
阻
止
し
得
る
な
ら
ば
、
宗
教
を
こ
の
捕
わ
れ
人

の
単
な
る
慰
め
に
ま
で
吃
し
め
さ
せ
ぬ
」
（
〔
こ
（
１
）
）
と
説
く
フ
ィ
ヒ
テ
の
思

想
圏
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
の
息
吹
き
を

心
に
孕
ん
で
内
省
す
る
魂
の
歌
声
と
看
倣
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
閣
　
生
け
る
静
謐
｀

　
こ
れ
迄
見
て
き
た
内
省
す
る
魂
の
方
向
を
定
め
る
べ
く
熟
慮
を
へ
て
響
き
始
め
た

思
想
詩
冒
頭
の
動
機
<
Ｃ

Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
'
]
＾
>
を
更
に
以
下
詳
し
く
考

量
す
る
と
し
よ
う
。
ま
ず
歌
い
始
め
の
副
詞
（
遍
ね
く
Ｃ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
ｕ
m
）
」
に
注
目
す
る

と
、
。
こ
れ
が
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
で
は
二
語
で
《
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
ｎ
Ｑ
＞
と
し
て
現

わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
語
へ
と
分
離
し
て
表
記
す
る
こ
と
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

が
常
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
一
八
〇
〇
年
迄
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

初
期
の
詩
歌
作
品
に
は
、
化
丿
二
語
へ
の
分
離
は
見
ら
れ
ず
、
常
に
一
語
で
Ｃ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
-

ｕ
m
＞
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
一
八
〇
〇
年
以
降
の
後
期
詩
歌
と
な

Ｊ
兄
事
情
は
逆
で
、
専
ら
二
語
に
分
離
さ
れ
た
Ｃ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m
》
の
み
が
使
わ
れ
て
い

る
。
考
え
て
み
る
に
・
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
お
い
て
敢
て
詩
人
が
、
冒
頭
の
副
詞

を
二
語
に
分
離
し
て
Ｃ

Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m
》
と
表
現
す
る
に
は
、
恐
ら
く
何
ら
か
の
意
味

が
有
り
は
し
ま
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
律
動
の
点
か
ら
思
想
詩
第
一
句
が
取
る
六
歩
脚
（
ヘ
ク
サ
メ
ト
ロ
ン
）
詩
型

を
考
え
て
み
る
に
、
ま
ず
英
雄
叙
事
詩
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
の
歌
い
出
し
が
範
と
な
る

一
六
五
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

と
思
わ
れ
る
。

M
＾
ｖ
i
V
　
　
ａ
ｅ
ｃ
ｄ
ｅ
｡
　
　
＾
ｅ
ａ
｡
…
…

　
－
Ｃ
Ｃ
一
－
Ｃ
Ｃ
一
－

（
メ
ー
ニ
ナ
ー
エ
イ
デ
テ
ー
ア
ー
・
・
…
…
）

ｏ
ｕ
Ｘ
ｏ
ｉ
ｉ
ｅ
ｖ
ｖ
ｖ
｡
ｖ
　
…
…

Ｉ
Ｃ
Ｃ
】
Ｉ
Ｉ
Ｉ

（
ウ
ー
ロ
メ
ー
ネ
ー
ネ
ー
・
…
…
）

7
ｒ
ｏ
/
!
/
t
ａ
ｃ
　
Ｓ
'
　
Ｉ
ｗ
＆
ｉ
ｉ
ｉ
ｏ
ｕ
ｚ
…
…
…

　
！
　
－
一
－
－
一
　
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
　
　
　
‘

（
ポ
ル
ラ
ー
ス
ー
デ
ィ
ー
ｙ
’
テ
ィ
ー
・
ム
ー
ス
・
…
…
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
第
一
歌
、
第
一
句
－
第
三
句
）

右
の
範
例
で
解
か
る
よ
う
に
、
六
歩
脚
詩
型
の
冒
頭
は
、
通
常
ダ
ク
テ
ュ
ロ
ス
（
－

Ｃ
Ｃ
）
か
ス
ポ
ン
デ
イ
オ
ス
（
－
－
）
を
取
る
と
云
え
る
、
と
こ
ろ
が
十
八
世
紀
の

ク
ロ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
以
来
の
ド
イ
ツ
詩
歌
に
お
い
て
は
、
加
う
る
に
ト
ロ
カ
イ
オ
ス

（
－
Ｃ
）
も
許
容
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

S
ａ
ｔ
ａ
ｎ
　
w
ｉ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｇ
ｂ
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｏ
ｈ
ｎ
;
：
：

－
Ｃ
一
－
Ｃ
　
Ｃ
一
－
Ｃ
Ｃ
】
－
＝

　
　
（
「
救
世
主
」
第
一
歌
、
一
七
四
八
年
、

‘
第
六
句
）

（
４
）

　
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
｡
w
ｅ
ｌ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｇ
ｂ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
｡
：
：
‘
(
i
n
)

　
Ｉ
Ｃ
一
－
ヽ
Ｃ
　
Ｃ
一
－
Ｃ

　
　
　
　
（
シ
ラ
Ｌ
「
幸
運
」
一
七
九
八
年
、
第
一
句
）

こ
の
他
ゲ
ー
テ
の
「
植
物
の
変
態
」
（
一
七
九
八
年
）
冒
頭
に
も
同
類
の
先
例
が
見

い
出
せ
る
。

　
こ
れ
ら
の
可
能
性
の
中
か
ら
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
が

出
来
る
の
は
、
ス
ポ
ン
デ
イ
オ
ス
（
－
－
）
か
ト
ロ
カ
イ
オ
ス
（
Ｉ
Ｃ
）
で
あ
る
。



一
六
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
　
な
ぜ
な
ら
、
「
遍
く
（
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m
）
」
に
引
き
続
い
て
歌
わ
れ
る
「
安
ら
う
都
市

　
　
（
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
」
の
箇
所
が
明
ら
か
に
ダ
ク
テ
ュ
ロ
ス
（
－
Ｃ
Ｃ
）
で

　
　
「
ル
ー
エ
ッ
ト
ー
デ
ィ
」
と
締
め
括
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
更
に
Ｃ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
ｕ
m
》

　
　
の
発
音
を
調
べ
て
み
る
に
・
、
「
グ
リ
ム
独
語
辞
典
」
の
よ
う
な
古
い
辞
書
に
は
発
音

　
　
上
の
指
示
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
近
年
の
辞
典
を
参
考
に
す
る
と
、
例
え
ば
「
大
ド
ゥ

　
　
ー
デ
ン
」
第
六
巻
「
発
音
辞
典
」
で
は
「
リ
ッ
ク
ス
ー
ウ
ー
ム
」
と
二
度
重
ね
て
強
く

　
　
読
む
。
こ
れ
に
対
し
て
「
ヴ
イ

８ １
｣
独
語
辞
典
」
で
は
後
方
の
〈
～
Ｖ
に
の
み
力

　
　
点
が
あ
り
「
リ
ン
ク
ス
ー
ウ
ム
こ
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。
博
友
社
ｒ
大
独
和
辞
典
」

　
　
に
啖
こ
の
両
者
の
可
能
性
が
共
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
興
味
深
い
こ
と

　
　
に
、
’
《
～
旦
ｙ
が
軽
く
読
ま
れ
る
こ
と
ぱ
無
い
と
解
し
得
・
る
。
、
従
・
つ
て
思
想
詩
冒
頭

　
　
Ｃ
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m
》
は
ス
ポ
ン
デ
イ
オ
ス
’
（
Ｉ
Ｉ
）
で
、
’
二
度
重
ね
て
強
く
「
り
ツ
ク
ス
。

　
　
　
　
　
　
ｒ
　
　
ｌ
　
Ｊ
　
　
Ｉ
ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
　
％
　
　
・
｀
！
　
　
Ｉ
Ｉ

に
ウ
ふ
」
と
朗
読
す
べ
き
と
結
論
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
’
で
、
ヽ
こ
の
聴
覚
上
で
の
小
辞

　
　
八
ｃ
日
》
へ
の
強
声
を
留
意
す
る
時
、
Ｃ
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
ｕ
m
》
と
一
語
で
書
か
れ
る
よ
り
も
、

　
　
む
し
ろ
Ｃ

Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m
》
と
分
離
し
て
表
記
さ
れ
、
《
ロ
ヨ
》
の
独
自
性
が
判
然
と
視

　
　
覚
上
で
も
確
か
め
ら
れ
る
方
が
、
視
聴
覚
相
侯
っ
て
適
切
に
律
動
ス
ポ
ン
デ
イ
オ
ス

　
　
が
認
め
ら
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
引
き
続
い
て
思
想
詩
冒
頭
の
動
機
「
安
ら
ぎ
（
ル
ー
エ
）
」
が
響
き
と
な
る
。

　
　
　
　
：
‘
２
ｒ
’
巳
の
：
゜

　
　
　
　
（
・
：
ル
ー
エ
。
ト
ー
デ
ィ
・
：
）

　
　
こ
の
「
安
ら
ぎ
」
の
音
響
で
基
音
と
な
る
の
は
「
ル
ー
（
２
ｙ
）
」
で
あ
る
が
、
実
は

　
　
こ
の
Ａ
‥
「
》
と
《
戸
》
と
は
共
に
先
行
す
る
歌
い
出
し
「
リ
ッ
ク
ス
ー
ウ
ム
（
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

　
　
ｕ
m
）
」
に
含
ま
れ
、
既
に
強
声
を
併
な
い
十
二
分
に
口
龍
ら
れ
て
い
た
子
音
と
母
音

　
　
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
両
者
が
一
体
と
な
り
動
詞
。
「
ル
ー
エ
。
ト
「
２
ｒ
こ
」
に
お
い

　
　
て
「
安
ら
ぎ
（
ル
ー
エ
）
」
の
動
機
を
明
瞭
に
奏
で
る
と
言
え
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
動
詞
の
活
用
形
は
別
に
「
ル
ー
ト
（
～
ぼ
）
」
を
取
り
得
た
と
も
思
わ

　
　
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
ル
ー
ト
」
で
は
決
し
て
「
ル
ー
エ
ッ
ト
」
の
よ
う
に
は
、

「
安
ら
ぎ
（
ル
ー
エ
）
」
の
動
機
が
十
全
に
響
か
な
い
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
曖
昧

母
音
《
の
Ｖ
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
先
行
す
る
「
ル
ー
（
２
″
‐
）
」
の
音
響
が
一

層
と
力
強
く
開
か
れ
充
実
し
て
反
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
仮
に
此

所
を
《
…
～
ぼ
～
コ
９
の
…
》
と
表
現
す
る
と
な
る
と
、

』 一
応
詩
脚
だ
け
は
ダ

ク
テ
ュ
ロ
ス
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
で
揃
い
は
す
る
け
れ
ど
も
、
一
向
に
「
安
ら
ぎ
」
の
動
機

が
響
か
な
い
散
文
表
現
に
過
ぎ
な
い
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
か
く
し
て
’
「
安
ら
ぎ
」
の
動
機
は
「
ル
ー
エ
ッ
ト
」
を
根
幹
動
詞
と
し
て
、
「
リ

ン
ク
ス
゛
・
ウ
ム
・
・
ル
ー
エ
ッ
ト
こ
ア
、
イ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
」
に
お
い
て
響
き
一
旦
中
間

休
止
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
之
の
際
に
音
調
の
流
れ
に
留
意
し
て
み
る
と
、
此
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ

‘ で
は
下
方
か
ら
上
方
へ
で
は
な
く
、
逆
に
上
方
か
ら
下
方
へ
と
降
り
往
く
と
読
み
取

れ
る
。
詳
み
に
平
声
で
流
れ
ゆ
く
自
然
詩
の
「
安
ら
ぎ
」
こ
と
対
比
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｊ
　
　
Ｉ
　
　
』
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
ｊ
　
ｌ
　
　
　
Ｆ
　
　
　
　
　
　
ｊ
＆
　
　
　
　
―
♂
一
　
Ｉ
　
４
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
÷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
.
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ａ
ｌ
ｉ
ｅ
ｎ
　
Ｇ
ｉ
ｐ
ｆ
ｅ
ｌ
ｎ
'
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
・
｀

　
　
　
1
ｓ
ｔ
　
Ｒ
ｕ
ｈ
｡

　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
な
べ
て
の
峰
に

　
　
安
ら
ぎ
あ
り
ヽ
（
1
0
）

　
　
　
　
（
「
ゲ
ー
テ
「
旅
人
の
夜
の
歌
」
第
一
句
－
第
二
句
）

　
　
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
;
…
…

　
　
　
　
ノ

両
詩
と
も
歌
わ
れ
た
対
象
を
描
写
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て

心
に
在
る
の
は
歌
の
調
べ
で
あ
り
、
こ
の
音
調
の
響
き
に
お
い
て
内
省
す
る
魂
の
動

静
か
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
蓋
し
心
の
動
き
は
歌
わ
れ
て
い
る
対
象
の
在
り
方
に
呼
応
し
て
い
る
。
確
乎
と
し

て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
自
然
の
懐
に
「
安
ら
ぎ
あ
り
（
１
ｓ
ｔ
　
　
Ｒ
ｕ
ｈ
）
」
と
歌
う
「
旅

人
の
夜
の
歌
」
の
場
合
は
、
平
声
の
調
べ
が
揺
ら
ぎ
な
い
大
地
の
鎮
静
し
た
佇
ま
い

に
憩
う
魂
の
在
リ
方
を
物
語
る
。
こ
れ
と
は
異
な
り
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
は
、



４
″

Ｐ
ｖ
ん
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
　
χ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
１

人
間
を
象
徴
す
る
「
都
市
」
が
夕
暮
に
憩
い
ゆ
く
動
静
を
示
す
。
す
な
わ
ち
静
か
で

は
あ
る
が
同
時
に
動
い
て
い
る
。
こ
の
動
き
は
例
え
ば
第
三
句
に
云
う
、
「
満
ち
た

り
て
家
路
へ
と
、
昼
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
、
安
ら
ぎ
を
求
め
て
歩
み
ゅ
く
人
々
」

に
、
或
い
は
「
安
ら
う
、
（
昼
間
は
）
忙
し
き
広
場
の
市
場
」
（
第
六
句
）
に
見
い

出
さ
れ
る
よ
う
な
、
「
昼
」
の
動
き
を
包
み
こ
む
「
夜
」
の
静
け
さ
の
中
に
在
る
内

省
す
る
魂
の
動
静
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
静
か
で
は
あ
る
が
同
時
に
静
止
な
ら
ざ
る
動
静
を
示
す
或
る
割
り
切
れ
な
い

心
の
動
き
に
相
応
し
て
、
思
想
詩
冒
頭
は
次
第
に
下
降
す
る
音
調
の
流
れ
「
リ
ー
ク
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
:
i
;
-
ａ
ｉ
ｉ

｡

｡

｡

ス
ー
ウ
ム
ー
ル
ー
エ
ッ
ト
こ
ア
イ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
」
に
お
い
て
、
徐
ろ
に
静
ま
り
ゅ

く
動
き
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
正
に
こ
の
動
き
が
静
寂
の
動
静
を
告
げ

る
の
で
あ
り
、
も
は
や
静
と
も
動
と
も
決
め
ら
れ
な
い
或
る
意
識
の
流
れ
が
形
造
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
反
し
て
「
旅
人
の
夜
の
歌
」
の
「
安
ら
ぎ
」
は
、
評
釈

に
云
う
「
全
き
静
け
さ
（
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
　
）Ｊ
（
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
註
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｓ
Ｓ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
≪
:
-
-
K
-
≫

に
終
始
し
、
或
る
絶
対
と
も
云
い
得
る
者
の
腕
に
抱
か
れ
る
が
如
き
安
心
立
命
を
魂

は
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
絶
対
の
静
寂
（
ｕ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
　
ａ
ｂ
ｓ
o
l
ｕ
）
が
寂
寥
感

こ
町
ｔ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
）
を
誘
い
ヽ
死
の
姿
を
覗
か
せ

乱

　
　
1
2
）
と
ヽ
老
ル
ソ
ー
は
’
孤
独
な

散
歩
者
の
夢
想
」
で
厳
し
く
自
己
省
察
す
る
。
実
際
マ
ー
ル
の
報
告
（
一
八
三
一
年

八
月
二
十
七
日
）
に
依
る
と
、
若
年
（
一
七
八
〇
年
）
の
自
作
「
旅
人
の
夜
の
歌
」

を
再
読
し
た
老
ゲ
ー
テ
自
身
が
正
に
「
死
の
姿
を
覗
か
」
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

な
べ
て
の
峰
に

安
ら
ぎ
あ
り
、

　
　
待
て
し
ば
し
、
や
が
て

　
　
　
安
ら
ぎ
は
汝
を
も
訪
れ
ん
。

一
七
八
〇
年
九
月
七
日
　
　
　
ゲ
ー
テ

一
六
七
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

こ
の
短
詩
に
目
を
通
す
と
、
ゲ
ー
テ
の
頬
に
は
涙
が
溢
れ
た
。

《
Ｕ
》

明
ら
か
に
老
ゲ
ー
テ
は
短
詩
結
句
「
待
て
し
ば
し
、
や
が
て
安
ら
ぎ
は
汝
を
も
訪
れ

ん
（
Ｗ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
　
ｎ
ｕ
ｒ
｡
　
　
ｂ
ａ
ｌ
ｄ
ｅ
　
／
　
　
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
　
　
ｄ
ｕ
　
ａ
ｕ
ｃ
ｈ
.
）
」
を
、
「
や
が
て
死
が
汝

に
も
訪
れ
る
」
と
読
み
取
り
、
自
ら
の
創
作
を
老
い
た
体
験
で
実
際
に
身
を
以
て
確

証
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
「
死
の
姿
を
覗
か
せ
る
」
が
如
き
「
全
き
静
寂
」
（
註
（
Ｈ
）
）
に
抗
し
て
、

老
ル
ソ
ー
は
湖
の
静
か
な
必
輿
肺
ビ
「
寄
せ
て
は
返
す
」
「
波
の
響
き
」
を
対
置
さ
せ
、

こ
の
自
然
の
慎
ま
し
い
動
静
が
内
省
す
る
魂
に
お
い
て
「
内
面
の
運
動
に
か
わ
り
」

ゆ
く
現
存
了
解
へ
と
目
を
開
く
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
が
静
か
に
心
を
動
か
す
「
ひ
と

つ
の
単
純
な
変
わ
ら
な
い
状
態
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
激
し
い
な
に
も
の
も
な

い
が
、
そ
の
持
続
は
魅
力
を
増
大
さ
せ
、
や
が
て
そ
こ
に
至
高
の
幸
福
を
み
い
だ
す

‘
に
い
た
る
の
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
静
中
の
動
あ
る
い
は
動
中
の
静
な
す
「
安
ら

　
ぎ
」
の
律
動
と
し
て
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
対
句
（
デ
ィ
ス
テ
ィ
コ
ン
）
は
考

え
ら
れ
よ
う
。
具
体
的
に
云
う
と
、
六
歩
格
（
ヘ
グ
サ
メ
ト
ロ
ン
）
と
五
歩
格
（
ペ

　
ン
タ
メ
ト
ロ
ン
）
の
詩
脚
（
〔
二
〕
田
（
６
）
）
が
、
あ
た
か
も
「
寄
せ
て
は
返
す

　
波
の
響
き
」
の
よ
う
に
相
互
に
織
り
成
し
つ
つ
心
の
盟
を
形
造
り
ゆ
き
、
「
そ
の
持

　
続
は
魅
力
を
増
大
さ
せ
、
や
が
て
そ
こ
に
至
高
の
幸
福
（
l
a
　
ｓ
ｕ
ｐ
ｒ
悟
の
回
ｉ
芯
）
」

　
な
す
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
ー
（
Ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
　
　
Ｇ
ｒ
ｉ
ｅ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
　
!
　
）
Ｊ
（
第
四
節
）
　
へ

　
と
到
る
の
で
あ
る
。

　
詩
人
自
身
が
讃
歌
「
パ
ト
モ
ス
」
冒
頭
で
巧
み
に
表
現
七
だ
よ
う
に
、
「
至
福
」

　
へ
と
至
る
道
は
「
近
い
の
だ
。
し
か
も
そ
れ
故
に
把
握
し
難
い
（
ｚ
ｉ
ｒ
｛
　
ヽ

　
口
乱
ｓ
ｃ
ｈ
w
ｅ
ｒ
　
ｚ
ｕ
　
ｆ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
…
｝
」
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
余
り
に
勢
い
込
ん
で
迫

　
る
と
離
れ
ゆ
く
一
方
で
あ
る
し
、
逆
に
全
き
諦
観
の
静
寂
は
「
寂
寥
感
を
誘
い
、
死

　
の
姿
を
覗
か
せ
る
」
（
註
（
1
2
）
）
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
十
八
世
紀
後
半
期
の

　
疾
風
怒
濤
な
す
浪
漫
感
情
は
、
こ
の
間
を
激
し
く
揺
れ
動
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
例
え
ば
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
と
同
じ
く
六
歩
脚
と
五
歩
脚
が
織
り
成
す
エ
レ
ゲ
イ



一
六
八
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

オ
ン
対
句
（
デ
ィ
ス
テ
ィ
コ
ン
）
詩
型
の
代
表
作
に
お
い
て
も
、
「
私
」
に
依
る
主

観
性
に
色
濃
く
潤
色
さ
れ
た
全
一
感
が
、
古
典
古
代
を
求
め
て
疾
風
怒
濤
に
胸
ふ
く

ら
む
心
の
高
波
を
打
ち
寄
せ
る
の
で
あ
る
。

五

　
Ｓ
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
｡
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
｡
　
　
m
i
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語
れ
、
石
よ
。
そ
そ
り
立
つ
館
の
群
れ
よ
、
口
を
開
け
。
。

　
　
街
よ
、
一
言
、
語
れ
。
守
護
の
霊
よ
、
お
ん
み
は
勁
か
な
い
の
か
。

　
い
や
、
永
遠
の
口
。
－
マ
よ
、
お
ん
み
の
聖
な
る
城
壁
の
中
で
、
す
べ
て
め
も
の

　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
　
　
≒

　
　
生
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
ガ
に
、
私
に
だ
け
１
　
だ
一
切
が
ロ
を
閉
ざ
」
て

　
　
　
　
ｉ
る
。
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ｌ
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’
誰
か
そ
マ
丘
言
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
Ｉ
私
の
身
を
焼
い
て
蘇
ら
ぜ
て
く
れ

い
　
、
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
　
‘

　
　
や
さ
し
い
人
の
姿
が
、
い
つ
か
見
ら
れ
る
窓
は
何
処
か
、
を
。
。

私
に
は
ま
だ
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
Ｉ
大
切
な

　
し
げ
し
げ
と
そ
の
人
の
も
と
に
通
う
の
で
あ

時
を
費
や
し
て

ろ
う
道
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ
「
ロ
ー
マ
悲
歌
」
第
｝
歌
、
第
一
句
－
第
八
句
）

僅
か
冒
頭
八
句
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
実
は
七
回
も
「
私
」
が
原
典
で
は
登
場
し
て
来

る
、
和
訳
は
抑
制
気
味
に
三
回
し
か
訳
さ
ず
、
半
数
を
上
回
る
四
度
も
直
訳
す
る
の

を
控
え
て
い
る
が
、
再
び
そ
の
点
を
補
い
つ
つ
読
み
返
し
て
み
る
と
、
「
（
私
に
）
語

れ
、
石
よ
。
…
…
　
私
に
だ
け
は
ま
だ
一
切
が
…
…
　
誰
か
（
私
に
）
に
そ
っ
と
言
っ

く
れ
る
だ
ろ
う
か
ト
私
の
身
を
焼
い
て
…
…
　
い
つ
か
（
私
に
）
見
ら
れ
る
窓
は
…
…

私
に
は
ま
だ
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
Ｉ
・
“
（
私
か
）
大
切
な
時
を
費
し
て
…
…
」
と
主

情
の
流
れ
が
、
我
と
汝
と
の
対
峙
を
糸
に
し
て
数
珠
つ
な
ぎ
に
成
っ
て
い
る
の
が
解

か
る
。
他
方
こ
れ
と
好
対
称
な
し
て
、
一
言
も
「
私
」
が
現
わ
れ
ず
淡
々
と
歌
い
継

が
れ
る
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
〔
二
〕
恋
（
１
）
？
（
２
）
）
と
比

べ
て
み
る
時
、
一
層
と
此
所
に
は
顕
著
な
解
き
放
た
れ
た
自
我
意
識
の
発
露
が
見
い

出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
正
に
「
感
情
が
全
て
な
の
だ
（
（
Ｊ
ｅ
ｆ
ｕ
h
l
　
i
ｓ
ｔ
　
a
l
l
e
ｓ
）

　
　
1
8
マ
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス

ト
」
第
三
四
五
六
句
）
と
表
明
し
得
た
高
揚
感
に
溢
れ
た
啓
蒙
思
潮
の
充
実
期
、
す

な
わ
ち
ド
イ
ツ
で
は
所
謂
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
古
典
主
義
（
一
七
九
四
年
－
一
八
〇
五
年
）

盛
期
へ
と
高
ま
り
ゆ
く
時
代
に
成
立
し
た
「
ロ
ー
マ
悲
歌
」
（
一
七
八
八
年
！
九
〇

年
）
。
に
お
い
て
、
疾
風
怒
濤
な
す
主
情
が
古
典
古
代
を
求
め
る
浪
漫
感
情
と
し
て
吐

露
さ
れ
る
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
だ
が
こ
れ
と
は
正
反
対
に
一
見
こ
の
生
の
躍
動

に
屎
す
る
か
の
如
く
、
外
見
ド
イ
ツ
の
後
進
性
に
よ
る
現
実
か
ら
の
逃
避
を
伝
え
る

よ
う
に
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
は
静
か
に
内
面
世
界
を
目
指
し
深
沈
し
つ
つ

響
き
始
め
る
。
　
ｊ
　
　
　
　
　
。
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静
か
に
安
ら
う
都
市
。
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
、
『
　
ト
　
　
’
‘

蓋
し
此
所
で
「
密
や
か
に
点
る
燈
火
の
光
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
は
、
専
ら
内
界
へ

と
閉
じ
自
己
の
殻
に
箭
る
主
情
の
炎
で
は
な
い
。
も
し
内
観
に
閉
じ
た
空
想
の
所
産

な
ら
ば
、
「
数
を
ま
し
膨
ら
む
鬼
火
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
i
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
｡
　
　
　
／
　
　
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ

ｍ
ｅ
ｈ
ｒ
ｅ
ｎ
.
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
b
l
'
ａ
ｈ
ｅ
ｎ
）
」
（
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
三
九
一
〇
句
以
下
）
と
し
て

倦
む
こ
と
な
き
自
我
の
帝
国
拡
張
を
目
指
す
フ
″
ウ
ス
ト
の
如
く
悪
魔
と
も
手
を
結

ぶ
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
反
し
て
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
「
燈
火
の
光
」
は
、
む
し
ろ
敬
虔

（
ピ
エ
タ
ー
ス
）
な
る
祈
り
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）
の
光
明
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
に
他
な

ら
な
い
。
但
し
こ
の
祈
り
の
光
明
は
本
論
が
再
三
繰
り
返
す
よ
う
に
、
「
不
法
に
も

圧
制
の
下
に
あ
る
奴
隷
の
慰
め
」
な
ど
で
は
な
く
、
敢
て
「
む
し
ろ
こ
の
奴
隷
状
態

に
反
逆
し
、
も
し
阻
止
し
得
る
な
ら
ば
、
宗
教
を
こ
の
捕
わ
れ
人
の
単
な
る
慰
め
に

ま
で
厖
め
さ
せ
ぬ
」
（
〔
こ
（
１
）
）
と
す
る
理
念
追
求
（
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
）
な

す
精
神
の
光
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
理
念
追
求
は
、
無
限
な
る
自
我
の
浪
漫
風
空
想

へ
と
拡
散
せ
ぬ
た
め
に
、
焦
眉
の
急
た
る
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
註
（

1 5
）
）

を
確
乎
と
し
て
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
古
典
の
道
標
と
し
て
、
竟
に
は
「
神
自
身
」
た
る



神
人
キ
リ
ス
ト
像
（
〔
一
〕
（
1
3
）
）
を
も
歌
い
上
げ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
表
題
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
が
既
に
神
人
キ
リ
ズ
ト
像
を
予
感
さ
せ
る
。
す
な
わ

ち
詩
人
は
思
想
詩
冒
頭
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
描
写
と
か
写
生
の
み
な
ら
ず
、
赤
裸

な
心
魂
の
表
出
や
自
我
意
識
の
吐
露
を
も
肯
せ
ず
、
神
人
キ
リ
ス
ト
像
の
如
く
心
の

内
な
る
観
念
性
の
高
い
理
念
（
イ
デ
ー
）
を
竟
に
は
一
層
と
自
然
に
歌
い
出
さ
ん
と

し
て
、
心
情
吐
露
を
謹
厳
に
慎
し
み
「
私
」
を
一
切
黙
し
て
語
ら
ず
、
恐
ら
く
十
分

に
意
図
し
て
自
ら
の
内
に
宿
る
古
典
古
代
へ
の
情
熱
（
パ
ト
ス
）
と
は
、
一
見
し
て

疎
遠
な
人
倫
（
エ
ー
ト
ス
）
の
素
材
を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

疎
遠
な
形
式
は
疎
遠
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
よ
り
生
き
生
き
と
働
き
か
け
る
に
違
い
な
い
。

す
な
わ
ち
詩
歌
作
品
中
の
目
に
見
え
る
素
材
が
、
そ
の
基
底
に
あ
る
素
材
で
あ
る
詩
人
の

心
情
や
世
界
に
対
し
て
似
て
も
似
っ
か
わ
’
ぬ
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
精
神
、
す
な
わ
ち

詩
人
が
自
ら
の
世
界
で
感
得
し
た
神
性
が
、
詩
歌
に
あ
ら
わ
れ
る
疎
遠
な
素
材
の
中
に
お

い
て
ヽ
よ
り
明
確
に
表
出
さ
れ
得
る
の
で
舵
ぞ

こ
の
よ
う
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
が
、
美
学
芸
術
論
文
「
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ー
ス
の
基

底
」
（
一
七
九
九
年
）
で
論
述
し
て
い
る
方
法
を
踏
ま
え
る
と
、
思
想
詩
冒
頭
の
歌

い
方
が
一
層
と
理
解
し
易
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
詩
人
は
、
「
近
い
の
だ
。

し
か
も
そ
れ
故
に
把
握
し
難
い
」
（
註
（
1
6
）
）
と
云
え
る
「
神
自
身
」
（
〔
こ
（
1
3
）
）

へ
と
向
け
て
一
歩
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
実
に
こ
の
一
歩
は
細
や
か
な
踏
み
出
し
に
思
え
る
。
蓋
し
正
に
慎
ま
し
い
歩
み
の

中
に
こ
そ
ヽ
無
量
の
重
み
が
宿
る
と
云
え
る
0
1
が
宗
教
行
為
で
あ
る
。
こ
の
恥
’
ｙ
と

言
う
祈
り
（
レ
リ
ギ
オ
ー
）
が
、
思
想
詩
冒
頭
の
響
き
と
と
も
に
始
ま
る
。
読
者
は

此
所
か
ら
、
「
ド
イ
ツ
の
心
が
…
…
　
始
め
て
真
正
に
芽
生
え
、
あ
た
か
も
生
育
す

る
自
然
の
如
く
、
静
寂
の
中
で
、
自
ら
の
密
や
か
で
遠
大
な
諸
力
を
展
開
さ
せ
る
こ

と
だ
ろ
Ｉ
ゐ
）
と
期
待
す
る
。
考
え
て
み
る
に
、
こ
の
期
待
は
空
し
い
も
の
で
な
か
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
芸
術
は
確
か
に
安
ら
ぎ
（
ル
ー
エ
）
を
与
え
る
。

だ
が
こ
の
芸
術
の
安
ら
ぎ
は
実
体
の
無
い
空
虚
な
も
の
で
は
な
く
、
生
け
る
静
謐

一
六
九
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
ぞ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

（
デ
ィ
ー
レ
ベ
タ
デ
ィ
ゲ
ー
ル
ー
エ
）
で
あ
り
、
こ
の
生
け
る
静
謐
に
お
い
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
諸
力
が
生
き
生
き
と
働
く
け
れ
ど
も
、
し
か
し
内
奥
に
お
い
て
親
密
（
イ

ニ
ヒ
）
に
調
和
（
ハ
ル
モ

＾
ら
ア
ー
）
し
て
い
る
正
に
そ
れ
故
に
、
儲
力
が
活
動
し
て

い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
思
想
詩
冒
頭
に
誕
生
す
る
の
は
、
正
に

こ
の
「
生
け
る
静
謐
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
乱
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
）
」
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

内
に
生
き
生
き
と
し
た
古
典
古
代
へ
の
情
熱
（
パ
ト
ス
）
を
秘
め
つ
つ
も
赤
裸
に
主

情
を
吐
露
す
る
こ
と
な
く
、
瀞
か
に
悠
然
と
詩
歌
象
徴
は
Ｊ
洋
像
に
兆
す
人
倫
（
エ
ー

ト
ス
）
世
界
を
目
立
た
ず
に
力
強
く
流
れ
て
ゆ
く
。
別
論
で
私
か
探
求
し
た
意
味
深

長
な
「
燈
火
の
光
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
が
此
所
に
「
生
成
（
ｉ
乙
）
」
す
る
。
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…
…
　
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
、

恐
ら
く
翻
訳
不
可
能
な
「
エ
″
ロ
イ
ヒ
ト
ウ
ヽ
″
グ
」
の
「
生
成
」
に
よ
り
、
新
た
な

世
界
観
が
当
時
の
生
き
た
市
民
社
会
の
現
実
か
ら
誕
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
正
に

「
生
け
る
静
謐
」
の
象
徴
と
も
言
え
る
「
エ
″
ロ
イ
ヒ
ト
ウ
ヽ
″
グ
」
の
「
生
成
」
に

よ
り
、
思
想
詩
冒
頭
の
詩
歌
象
徴
は
中
間
休
止
の
頭
韻
（
…
　
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
:
　
　
ｓ
ｔ
i
l
l
.
｡
｡
）

の
調
べ
に
深
い
親
密
性
（
テ
ィ
ー
フ
エ
ー
イ
ニ
ヒ
カ
イ
ト
）
を
獲
た
後
に
、
こ
の
親

密
な
基
底
か
ら
「
生
成
す
る
自
然
の
如
く
、
静
寂
の
中
で
、
自
ら
の
密
や
か
で
遠
大

な
諸
力
を
展
開
さ
せ
」
（
註
（
2
1
）
）
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。



一
七
〇
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

〔
三
〕
　
燈
火
と
松
明

ひ
そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
、

し
て
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
馬
車
は
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
。

　
　
田
　
生
成
と
消
滅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ご
・
，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
・

　
既
に
私
は
「
「
パ
ッ
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
」
と
題
す
る
別
論
に
お
い
‐
て
、

思
想
詩
冒
頭
二
句
に
関
し
次
の
見
解
を
立
て
実
証
に
努
め
た
。
す
な
わ
ち
詩
人
の
他

の
作
品
と
同
様
に
、
こ
の
思
想
詩
も
歌
い
始
め
か
ら
し
て
既
に
決
し
て
「
丸
く
収
ま
っ

た
芸
術
作
品
‘
（
の
ｉ
Ｑ
耳
の
２
乱
ａ
ｌ
ｘ
呂
ａ
ｉ
の
姿
）
」
で
は
な
く
、
実
は
数
多
’
く

の
二
律
背
反
な
す
相
互
矛
盾
を
孕
み
つ
つ
「
調
和
あ
る
対
立
（
ｉ
ａ
Ｚ
Ｑ
『
ヨ
ｏ
ロ
ｒ
ｇ
‐

§
冴
の
９
コ
叫
ａ
の
跨

こ
七
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
私
は
第
一
句
の
「
燈

火
」
と
第
二
句
の
「
松
明
」
と
の
間
に
相
違
を
見
い
出
し
、
こ
の
相
互
対
立
を
「
ェ
″

ロ
ィ
叱
ト
ウ
ッ
グ
（
Ｍ
『
｝
ａ
ｌ
ｇ
ａ
）
」
と
「
ベ
ロ
ィ
ヒ
ト
ウ
ヽ
″
グ
（
Ｆ
）
§
ｇ
ｇ
ｊ
）
」

と
の
明
暗
の
下
に
探
求
し
た
。

　
　
　
　
ｓ
　
ｓ
　
一
　
一
　
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
％
一
　
ｓ
χ

　
こ
の
光
の
対
位
法
（
Ｚ
ｏ
艮
『
召
呂
江
）
に
呼
応
し
て
、
同
時
に
場
の
対
位
法
が
、

つ
ま
り
第
一
句
に
云
う
狭
い
「
街
路
（
ｏ
ａ
ｌ
）
」
と
、
第
二
句
の
「
（
幾
台
も
の
）

馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
（
Ｓ
ｇ
ｇ
§
９
の
だ
品
§
Ｆ
Ｏ
Ｓ
ａ
）
」
こ
と
の
出
来
た

程
の
広
い
大
路
（
印
昌
７
）
と
の
対
比
が
更
に
目
に
留
ま
る
。
此
所
で
「
（
華

美
な
幾
本
も
の
）
松
明
（
の
炎
）
に
飾
ら
れ
て
（
Ｂ
ざ
恂
Ｑ
ｒ
｝
ロ
ｎ
ａ
ｌ
ヨ
ｉ
｛
）
騒

然
と
（
幾
台
も
の
）
馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る
」
の
は
恐
ら
く
華
麗
な
夜
会
（
ｙ
ｒ
乱
‐

９
Ｓ
Ｆ
Ｑ
ｒ
ｐ
）
、
と
り
わ
け
歌
劇
（
オ
ペ
ラ
）
劇
場
（
Ｏ
ｌ
ｇ
ｉ
ｇ
）
を
目
指
し

常
の
労
働
に
精
を
出
し
「
満
ち
足
り
て
家
路
へ
と
、
昼
間
の
歓
び
に
別
れ
を
告
げ
、

安
ら
ぎ
を
求
め
て
か
み
か
ぐ
人
々
（
Ｓ
ａ
ｔ
ｔ
　
ｇ
ｅ
ｈ
ｎ
　
h
e
i
m
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｓ

ｚ
ｕ
　
ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
-
　
Ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
（
第
三
句
）
が
瞳
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
詩
人
は
温

か
く
見
守
る
眼
差
で
、
こ
の
「
家
路
へ
と
歩
み
ゆ
く
人
々
」
を
歌
い
上
げ
た
後
に
、

市
民
生
活
の
熟
慮
と
安
ら
ぎ
の
場
を
充
実
し
満
ち
足
り
た
律
動
で
仕
上
げ
る
。
「
思

慮
深
い
家
長
は
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｐ
ｔ
　
／

　
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｚ
i
i
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
」
。
既
に
（
〔
二
〕
恋
）
「
内
省
す
る
魂
」
に
関
す

　
る
論
述
の
終
結
部
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
正
に
此
所
の
市
民
生
活
の
力
強
い
肯
定
に

　
お
い
て
、
既
存
封
建
秩
序
の
下
で
の
諸
価
値
が
崩
壊
し
て
ゆ
く
契
機
が
、
思
想
詩
冒

‘
頭
で
慎
ま
し
く
も
謹
厳
に
「
街
路
」
に
と
も
る
「
燈
火
の
光
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｕ
ｇ
）
Ｊ

に
既
に
「
生
成
（
乏
の
乙
§
）
」
し
て
い
る
と
私
に
は
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
此
々
で
先
の
光
と
場
の
対
位
法
に
続
い
て
「
生
成
と
消
滅
（
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
-

ｄ
ｅ
ｎ
　
i
m
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
の
相
克
が
明
確
に
見
て
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
燈
火
の
光
」

の
「
生
成
」
（
第
一
句
）
と
好
対
称
を
な
し
て
、
第
二
句
で
は
「
松
明
」
の
輝
き

（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の
「
消
滅
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｎ
）
　
Ｊ
が
、
「
馬
車
が
疾
駆
し
過
ぎ
去
る

（
ｒ
ａ
ｕ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
）
」
と
云
う
歌
声
と
と
も
に
感
得
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

祖
国
の
こ
の
没
落
、
な
い
し
は
、
こ
の
意
味
で
の
変
遷
は
、
既
存
の
世
界
の
四
肢
に
お
い

て
感
取
せ
ら
れ
、
そ
の
様
は
、
こ
の
既
存
の
も
の
が
解
体
す
る
瞬
間
と
度
合
い
に
応
じ
て

正
に
、
新
し
く
勃
興
す
る
も
の
、
若
々
し
い
も
の
、
可
能
な
も
の
が
感
取
さ
れ
る
と
い
う

具
合
な
の
で
あ
が
・

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
自
身
が
自
ら
の
詩
論
「
生
成
と
消
滅
」
（
一
七
九
九
年
）
に
お
い
て
、

こ
の
よ
う
に
歴
史
の
現
実
を
掴
ん
で
い
る
点
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
述
べ

た
見
解
を
誤
読
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
読
解
を
礎
と
し
て
、
私
は
既
に
別
論
で
「
市
民
と
門
閥
」
の
相
克
を
「
祝

祭
と
オ
ペ
ラ
文
化
」
の
対
立
と
し
て
把
え
、
「
過
ぎ
去
る
(
.
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
）
」
と
歌
わ
れ



た
「
馬
車
」
に
飾
ら
れ
た
「
松
明
」
の
輝
き
（

Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
に
、
既
成
封
建
体

制
下
の
啓
蒙
オ
ペ
ラ
文
化
の
象
徴
を
Ｊ
更
に
こ
れ
と
対
比
さ
せ
て
、
「
静
か
に
安
ら

う
都
市
」
に
慎
ま
し
く
も
謹
厳
に
と
も
る
「
燈
火
の
光
:
（
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
の

「
生
成
」
に
、
新
た
に
勃
興
す
る
市
民
意
識
の
萌
芽
を
読
み
取
り
、
正
に
新
た
な
生

育
す
る
こ
の
市
民
意
識
に
深
沈
し
内
省
す
る
魂
に
こ
そ
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」

の
古
典
悲
劇
誕
生
な
す
祝
祭
空
間
へ
の
開
け
を
見
い
出
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
χ
ｓ
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

外
で
碧
空
の
も
と
諸
人
に
開
か
れ
た
古
典
祝
祭
と
好
対
称
を
な
し
て
、
既
成
オ
ペ
ラ

文
化
が
屋
内
に
閉
じ
た
特
権
空
間
に
過
ぎ
な
い
点
が
考
え
あ
わ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

恋
　
燈
火
と
月
影

　
本
論
で
併
咀
下
、
先
の
別
論
（
〔
三
〕
山
（
１
）
）
で
未
だ
十
分
に
論
述
で
き
な

か
っ
た
諸
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。
ま
ず
留
意
さ
れ
る
の
は
、
思
想

詩
冒
頭
に
お
け
る
「
燈
火
の
光
（
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
に
見
い
出
さ
れ
る
黄
昏
の
情

緒
で
あ
る
。
ま
ず
此
所
で
の
響
き
に
静
聴
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
｡
　
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
　
w
i
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
t
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
｡

ひ
そ
や
か
に
街
路
に
熾
火
が
と
も
り

別
論
で
も
既
に
指
摘
し
た
点
て
あ
る
が
、
こ
の
「
燈
火
が
と
も
る
街
路
」
を
＜
ｄ
ｉ
ｅ

ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
!
ｌ
>
と
表
現
す
る
の
と
、
原
典
の
よ
う
に
<
Ｃ
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ

（
ｊ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
＞
と
歌
う
の
と
で
は
相
当
異
な
る
点
が
ま
ず
留
意
さ
れ
よ
う
。
言
葉
と
し
て

は
形
容
詞
の
語
幹
が
と
も
に
、
「
燈
火
（
Ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
）
Ｊ
を
示
し
ほ
と
ん
ど
相
違
な

い
、
と
一
見
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
接
頭
語
で
あ
る
＜
ｂ
ｅ
-
＞
と
《
Ｑ
‐
》

と
の
違
い
に
万
感
こ
も
ご
も
到
る
万
巻
の
重
み
が
懸
か
っ
て
い
る
と
私
に
は
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
一
応
既
に
別
論
で
は
、
主
に
両
者
の
語
義
上
の
相
違
に
つ
い
て
、
例
え
ば
両
語
に

一
七
一
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

関
す
る
グ
リ
ム
「
ド
イ
ツ
語
辞
典
」
の
用
例
を
検
討
し
な
が
ら
、
「
こ
の
用
例
で
は
、

<
Ｃ
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
》
の
つ
つ
コ
几
や
か
な
燈
火
の
光
に
比
べ
て
、
<
Ｃ

ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
》

の
光
輝
が
目
立
っ
て
い
る
」
こ
と
を
確
か
め
た
、
こ
の
点
を
更
に
此
所
で
立
ち
入
っ

て
考
え
て
み
る
に
、
ザ
ン
ダ
ー
ス
「
ド
イ
ツ
語
中
型
辞
典
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
w
ｂ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ

）
Ｊ

　
（
第
八
版
、
一
九
一
一
年
）
に
お
け
る
次
の
語
釈
が
興
味
深
い
例
と
し
て
注
目
さ
れ

得
る
と
思
わ
れ
る
。

b
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
　
光
を
対
象
へ
と
落
せ
し
め
る
、
或
い
は
落
と
す
、
投
げ
る
。

ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
　
何
加
そ
れ
自
体
暗
い
も
の
を
光
で
充
た
が
・

右
記
の
説
明
を
比
べ
て
み
る
と
、
<
Ｃ
　
ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
＞
の
方
は
、
「
対
象
（
○
ｂ
ｉ
ｅ
ｋ
ｔ
）
Ｊ

が
先
に
よ
り
照
ら
し
出
さ
れ
る
印
象
を
受
け
る
の
に
対
し
、
《
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
》
に
は

「
何
か
そ
れ
自
体
暗
い
も
の
（
ｅ
ｔ
w
ａ
ｓ

ａ
ｎ
　
　
ｕ
乱
ｆ
ｕ
ｒ
　
ｓ
ｉ
ｃ
ｈ
　
Ｄ
ｕ
ｎ
ｋ
ｌ
ｅ
ｓ
）
Ｊ
に
お
い

て
光
が
み
ち
る
、
と
い
う
語
感
が
あ
る
。

　
思
想
詩
第
一
句
後
半
「
ひ
そ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
（
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
　
w
i
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ

ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
）
Ｊ
を
読
む
場
合
に
、
「
街
路
」
と
云
う
「
対
象
」
が
「
燈

火
」
に
よ
り
照
ら
し
出
さ
れ
る
と
想
像
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
昔
日
の
「
そ
れ
自
体

暗
い
」
「
街
路
に
燈
火
」
の
光
が
み
ち
る
、
と
理
解
す
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
第
二
句
に
登
場
す
る
「
（
幾
台
も
の
）
馬
車
（
だ
高
§
）
」
は
ど
う
か
と
言

う
と
、
こ
の
場
合
に
こ
そ
正
に
「
（
幾
本
も
の
）
松
明
で
飾
ら
れ
（
m
i
ｔ
　
Ｆ
ａ
ｋ
ｅ
l
ｎ

夜-た
｀1－､!よ

g
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｍ
ｕ
ｋ
ｔ
）
Ｊ
て
、
そ
の
華
美
な
先
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
姿
が
自
ず
と
想
い
浮
か

ぶ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
第
一
句
の
「
燈
火
」
の
光
（
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）

と
、
第
二
句
の
「
松
明
」
の
輝
き
（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
が
、
く
っ
き
り
と
し
た
明
暗

を
形
造
る
と
読
め
得
る
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
第
一
句
で
「
街
路
」
に
と
も
る
「
燈
火
」
と
は
、
別
論
で
指
摘
し

う
に
、
恐
ら
く
「
窓
辺
の
光
（
l
ｕ
m
i
e
ｒ
ｅ
ｓ

ａ
ｕ
ｘ
　
　
ｆ
ｅ
ｎ
ｅ
ｔ
ｒ
ｅ
ｓ
）
Ｊ
で
あ
り
、
「
月

ゆ
え
街
燈
は
点
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
正
に
こ
の
「
月
夜
」
ゆ
え
に

「
街
路
」
に
お
い
て
光
が
み
ち
る
場
合
、
「
月
」
の
光
を
も
考
え
併
せ
る
こ
と
が
出



一
七
二
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

来
よ
う
。
別
論
で
こ
の
脈
絡
は
十
分
に
考
え
抜
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
所

で
追
考
す
る
と
、
第
二
句
で
の
「
松
明
」
の
華
美
な
輝
き
（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
と

明
暗
を
織
り
な
す
の
は
、
「
悠
然
と
和
や
か
に
く
つ
ろ
ぐ
（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
）
Ｊ

「
わ
が
家
（
ｚ
ｕ
　
　
Ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
Ｊ
（
第
五
句
）
の
「
窓
辺
の
光
」
が
象
徴
す
る
心
の
本
性

（
ｌ
ｇ
ａ
）
な
す
燈
火
の
光
と
と
も
に
、
天
地
自
然
（
ｌ
ｇ
Ｓ
）
の
「
夜
」
を
み
た

す
「
月
」
の
光
で
も
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
る
と
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」

第
一
句
の
Ｃ
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
に
お
い
て
も
、
丁
度
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
名
曲
「
月

光
（
Ｋ
ｏ
乱
―
昏
）
」
ド
ー
八
〇
二
年
）
句
場
洽
と
同
様
に
了
心
の
内
面
の
深
い
所

と
悠
久
な
る
大
宇
宙
と
に
反
響
し
合
う
新
た
な
世
界
観
が
、
・
言
わ
ば
「
女
は
全
て
こ

　
　
　
　
　
　
（
６
）
　
　
　
ａ
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
、
　
　
　
’

う
し
た
も
の
き
」
‐
と
云
う
類
の
世
俗
に
閉
じ
た
啓
蒙
オ
ペ
ラ
文
化
の
華
麗
な
る
出
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
１
ｊ

’
‘
た
ち
に
立
ち
開
か
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
ｉ

ｌ
‐

あ
　

ｈ

　
成
程
受
け
取
り
方
に
よ
っ
て
ば
、
由
－
想
詩
に
云
う
「
１
　
火
０
　
光
」
も
’
「
月
光
」
へ

と
同
様
に
、
当
時
の
浪
漫
風
雰
囲
気
を
こ
め
て
英
訳
の
よ
う
に
。
「
淡
い
油
燈
の
光
　

（
ｐ
ａ
ｌ
ｅ
　
l
a
m
p
l
i
g
h
ｔ
）
Ｊ
　
　
（
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
訳
）
と
し
て
、
古
き
昔
日
を
偲
ぶ
甘
美
な

ド
于
が

縁
と
も
な
ろ
う
が
、
だ
が
回
顧
の
情
に
閉
じ
る
に
留
ま
ら
ぬ
も
の
が
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
芸
術
表
現
に
宿
っ
て
い
る
の
を
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
ま
い
。

五
五

六
五

至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
ー
　
…
…
…

荘
厳
な
る
祝
祭
の
広
間
！
　
敷
床
は
大
海
原
！
　
そ
し
て
食
卓
は
山
岳
な
す
、

あ
の
偉
大
な
る
運
命
が
冊
き
、

　
　
…
…
あ
の
神
速
の
運
命
が
砕
け
、
普
遍
の

　
　
雷
鳴
と
と
も
に
清
澄
な
る
大
気
か
ら
、
眼

　
　
　
　
る
。

父
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
よ
Ｉ
…
…
…

父
よ
！
　
清
澄
な
る
者
よ
！
　
：
：
へ
８
）

界幸
鎬

ち
て
、

り
運
命
が
突
入
し
て
来

（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
句
、
第
五
五
句
１
第
六
九
句
）

あ
た
か
も
悲
壮
で
雄
渾
な
「
英
雄
交
響
曲
」
（
一
八
〇
四
年
）
を
想
わ
せ
る
「
畏

怖
と
荘
厳
な
る
形
式
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
'
ｄ
ｋ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｆ
ｅ
ｉ
ｅ
ｒ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｅ
ｎ
）
」

が
讃
歌
燃
焼

　
す
る
悲
劇
祝
祭
の
時
空
へ
と
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
は
徐
々
に
展
開
し
て

　
ゆ
く
。
実
は
思
想
詩
冒
頭
に
と
も
る
「
燈
火
の
光
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
こ
そ
、
こ

　
の
祝
祭
空
間
で
の
「
清
澄
な
る
大
気
」
へ
と
繋
が
る
目
立
た
ぬ
一
条
の
光
明
に
他
な

　
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
・

　
　
考
え
て
み
る
に
、
‘
思
想
詩
冒
頭
で
「
街
路
」
に
映
え
る
光
明
（
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）

　
を
、
単
に
「
燈
火
の
光
」
と
は
訳
し
得
な
い
こ
と
が
以
上
の
考
察
か
ら
解
か
る
と
思

ご
わ
れ
る
‥
が
し
か
し
力
量
不
足
で
「
ひ
そ
Ｉ
や
か
に
街
路
に
燈
火
が
と
も
り
」
～
し
か

　
ｓ
　
　
　
　
ｌ
“
“
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｉ
Ｉ
　
　
　
ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
４
　
ｓ

　
和
訳
で
き
な
い
点
も
了
解
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
訳
出
で
、
き
な
い
大
自
然
の
片
影
は

　
註
解
で
こ
の
よ
う
に
補
な
今
べ
き
と
し
た
い
。
更
に
考
量
す
る
に
、
今
ま
で
は
「
パ
レ

　
ン
と
ぷ
ど
’
ブ
酒
」
冒
頭
０
　
詩
歌
象
徴
の
調
べ
に
静
聴
し
、
そ
の
響
き
に
留
意
し
・
て
．

　
Ｃ
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
ｉ
Ｊ
関
し
て
纏
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
夜
会
へ
と
至
る

　
華
美
な
「
松
明
」
の
炎
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
第
二
句
の
Ｃ
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
と
好
対

　
称
な
す
第
一
句
の
＜
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
が
、
「
窓
辺
の
光
」
と
「
月
影
」
と
し
て
、

　
　
一
方
は
「
悠
然
と
和
や
か
に
わ
が
家
に
く
つ
ろ
ぐ
」
市
民
生
活
の
心
の
燈
火
を
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
か
ん
　
　
４
χ
ｌ
　
χ
一

　
味
し
、
他
方
は
こ
の
人
間
を
み
た
す
光
明
と
し
て
了
解
さ
れ
た
。
此
所
に
《
Ｅ
ｒ
-

　
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
の
両
義
性
が
見
て
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
光
明
は
真
に
明
か
る

　
い
と
も
、
実
に
暗
い
薄
明
と
も
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
少
く
と
も
第
一
句
の
光
明
は
、
第
二
句
の
「
松
明
」
の
よ
う
に
目
立
つ
も
の
で
は

　
な
い
。
蓋
し
何
気
な
く
何
処
で
と
言
う
程
の
こ
と
で
も
無
い
け
れ
ど
も
、
第
一
句
に

　
は
光
が
み
ち
て
お
り
、
「
何
か
そ
れ
自
体
暗
い
も
の
」
（
註
（
３
）
）
が
、
白
昼
に

Ｓ
Ｘ
　
Ｉ
　
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
Ｓ
４
４
　
１

は
気
付
か
ぬ
新
た
な
生
き
生
き
と
し
た
明
暗
の
下
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
と
読

め
る
。
こ
れ
も
ま
た
＜
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
に
内
蔵
さ
れ
た
語
気
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
こ

の
語
気
を
考
え
て
み
る
に
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
成
立
当
時
の
ド
イ
ツ
語
辞
典

（
ア
ー
デ
ル
ン
グ
編
、
再
版
一
七
九
三
年
－
一
八
〇
一
年
）
に
は
次
の
対
比
が
見
い

出
せ
る
。



B
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ

Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ

明
か
る
く
す
る
（
H
e
l
l
　
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）

非
常
に
明
か
る
く
す
る
（
ｓ
ｅ
ｈ
ｒ
　
h
e
l
l
　
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
両
語
義
の
対
比
は
、
文
字
通
り
そ
の
ま
ま
カ
ム
ペ
編
「
ド

イ
ツ
語
辞
典
」
第
一
巻
（
一
八
〇
七
年
）
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
実
は

＜
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
よ
り
も
明
か
る
い
と
さ
れ
る
＜
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
が
、
思
想
詩

冒
頭
の
歌
い
振
り
か
ら
は
「
ひ
そ
や
か
に
｛
ａ
Ｅ
｝
）
」
と
然
り
気
な
く
限
定
づ
け
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
明
る
さ
が
目
立
つ
こ
と
な
く
秘
蔵
の
荘
厳
に
住
ま
う
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
の
内
実
を
第
三
部
「
西
欧
の
誰
こ
の
第
七
節
に
云

う
「
乏
し
き
時
代
の
詩
人
（
Ｄ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｒ
　
i
n
　
ｄ
ｉ
ｉ
ｒ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
）
Ｊ
に
ま
で
辿
る
な

ら
ば
、
「
そ
の
基
底
に
あ
る
素
材
で
あ
る
詩
人
の
心
情
や
世
界
」
（
〔
二
〕
閣
（
2
0
）
）

に
お
い
て
、
恐
ら
く
こ
の
よ
う
に
叫
ば
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
得
よ

　
　
○
（
Ｊ
ｏ
ｔ
ｔ
!

　
　
　
ｂ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
w
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｄ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｎ
｡

　
　
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
　
m
e
i
n
　
ｂ
ｅ
ｄ
ｉ
ｉ
ｒ
ｆ
ｔ
ｉ
ｆ
ｆ
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｚ
!

　
　
お
お
神
よ
！
　
様
々
な
想
念
を
静
め
、
　
　
　
　

４

　
　
わ
が
乏
し
き
心
に
光
明
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
-
）
を
し
１
）

　
　
　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
第
一
一
八
八
八
句
ト
ト
第
一
一
八
八
九
句
）

ｓ
　
ｓ
　
χ
χ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
）

深
い
谷
間
で
こ
の
よ
う
に
叫
ぶ
「
沈
深
せ
し
神
父
（
ｔ
ｌ
～
ｌ
ｏ
ｒ
乱
ｇ
）
」
と
は

表
現
様
式
を
異
に
し
て
、
「
乏
し
き
時
代
の
詩
人
」
は
「
疎
遠
な
形
式
は
疎
遠
で
あ

れ
ば
あ
る
程
、
よ
り
生
き
生
き
と
働
き
か
け
る
に
違
い
な
い
」
（
〔
二
〕
ぼ
（
2
0
）
）

と
い
う
認
識
の
下
に
、
日
常
の
在
り
来
た
り
の
表
象
の
只
中
に
目
立
つ
こ
と
な
き

（
光
明
Ｃ
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
　
へ
と
ま
ず
眼
差
を
落
と
す
。
す
な
わ
ち
、
か
く
慎
ま

し
く
も
謹
厳
な
始
ま
り
に
お
い
て
、
「
近
い
の
だ
。
し
か
も
そ
れ
故
に
把
握
し
難
い

神
自
身
（
Ｎ
ａ
ｈ
　
i
ｓ
ｔ
　
　
　
　
／
　
　
　
　
Ｕ
ｎ
ｄ
　
ｓ
ｃ
ｈ
w
ｅ
ｒ
　
ｚ
ｕ
　
ｆ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
°
～
し
『
』
へ
と
静

一
七
三
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
ぞ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

か
に
近
付
く
た
め
で
あ
る
。

　
「
神
自
身
」
へ
と
静
か
に
近
付
く
と
云
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
ひ
そ
や
か
に
」
そ

の

光
が
み
ち
る
と
語
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
「
月
影
（
Ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
）
Ｊ
の
光
が

み
ち
る
思
想
詩
冒
頭
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
は
高
い
象
徴
性
を
帯
び
て
歌
い
出
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
が
日
光
（
Ｓ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
）
と
は
趣
を
異
に
し
て
、
光

輝
（
に
Ｉ
’
）
あ
る
昼
よ
り
も
一
層
と
濃
淡
細
や
か
で
幽
玄
霊
妙
な
仮
象
（
？
ｇ
Ｆ
）

で
あ
る
点
に
留
意
し
た
い
。

　
　
何
よ
り
も
音
楽
（
の
調
べ
と
響
き
）
を
、

雛
わ
ち
陰
影
（
Ｚ
ｏ
ｐ
ｇ
乙
を
一
層
と
求
め
よ
う
、

　
（
（
い
ｏ
巳
～
こ
な
ら
ぬ
脂
齢
こ
そ
を
(
S
6
)

　
　
　
　
　
　
（
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
「
詩
法
」
第
一
句
。
第
十
三
句
－
第
十
四
句
）

白
昼
の
「
色
彩
」
と
は
好
対
称
な
し
て
゛
「
仮
象
」
な
す
「
月
影
」
の
「
陰
影
」
の
下

に
お
い
て
、
思
想
詩
冒
頭
で
歌
わ
れ
る
「
都
市
」
の
「
街
路
」
に
光
が
み
ち
る
と
想

像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
此
所
で
は
、
「
何
よ
り
も
音
楽
（
の
調
べ
と
響
き
）
」
（
註
（
1
6
）
）
が
黄

昏
に
安
ら
う
都
市
像
を
彫
り
刻
む
。

　
　
ｉ
ｖ
ｊ
ｎ
ｆ
ｆ
ｓ
　
ｕ
m
　
ｒ
ｕ
ｎ
ｅ
ｔ
　
ａ
ｉ
ｅ
　
ｂ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
;

ｓ
ｔ
i
l
J
　
w
i
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
｡

　
　
　
ｌ
　
ｊ
　
Ｔ
ｃ
ｃ
Ｙ
　
二
上
－
　
ｃ
ｃ
Ｙ
　
ｃ
ｃ
Ｔ
ｃ

律
動
の
旋
律
曲
線
は
、
中
間
休
止
Ｔ
一
）
後
「
’
ひ
そ
や
か
に
（
ほ
三
）
」
に
お
い
て

深
い
親
密
性
（
Ｔ
ｉ
ｅ
ｆ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｇ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
）
'
に
沈
ん
だ
所
か
ら
「
生
成
（
ｌ
ｌ
…
）
」

し
始
め
る
。
そ
し
て
こ
の
光
明
（

Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の
生
成
・
（
Ｗ
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
）
に
お
い

て
、
ダ
ク
テ
ュ
ロ
ス
（
強
弱
弱
）
の
弱
音
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
-
）
　
に
続
い
て
響
く
語
幹
部
分

「
ロ
イ
ヒ
（
‐
）
§
ｇ
‐
）
」
に
お
い
て
第
一
句
は
最
高
潮
を
迎
え
る
と
読
め
よ
う
。
つ

ま
り
「
デ
ィ
ー
エ
ア
ロ
イ
ヒ
テ
テ
（
光
が
み
ち
る
）
」
の
箇
所
が
山
を
な
す
こ
と
に



一
七
四
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
　
な
り
、
此
所
の
響
き
と
と
も
に
「
窓
辺
の
光
」
と
「
月
影
」
と
て
「
街
路
（
ガ
ッ
セ
）
」

　
　
に
光
が
み
ち
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
月
影
（
Ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
）
Ｊ
が
「
仮
象
（
ｙ
ｌ
Ｆ
）
」

　
　
で
あ
る
点
が
興
味
深
い
。
仮
象
と
は
実
在
で
は
な
い
故
に
、
押
し
つ
け
が
ま
し
く
も

　
　
な
い
し
他
者
を
強
要
し
も
し
な
い
。
か
く
実
体
が
な
く
空
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

　
　
「
月
暑
」
゛
の
侭
恥
は
独
自
の
色
合
４
　
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
＾
≒
な
わ
ち
色
調
は
、
幽

　
　
玄
霊
妙
に
「
隠
れ
て
働
き
か
け
る
（

Ｖ
ｅ
ｒ
ｂ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｎ
w
i
ｒ
ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
）
Ｊ
　
　
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
Ｉ
　
が
　
　
　
　
　
　
咽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
従
っ
て
読
者
は
折
に
思
想
詩
冒
頭
に
「
燈
火
の
光
」
し
か
見
な
’
い
で
読
み
進
ん
で
し
ヽ

　
‐
ま
う
。
と
こ
ろ
が
第
’
一
句
で
最
高
潮
な
し
て
律
動
が
盛
り
上
が
り
「
光
が
み
ち
る

　
　
（
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
ｅ
ｒ
l
e
i
i
c
h
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
）
　
I
と
’
こ
～
ろ
で
は
、
･
Ｃ
　
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
の
輝
き
を
も
凌
ぐ

‐
。
。
ブ
「
月
影
」
の
＜
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
が
実
は
「
隠
れ
て
働
き
か
。
″
」
・
で
都
市
像
を
優
し
ド

。
　
く
包
容
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
‘

　
　
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
隠
れ
て
働
き
か
け
る
」
と
云
う
点
に
お
い
て
、
思
想
詩
冒
頭

　
　
の
<
Ｃ
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
は
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
焦
眉
の
急
た
る
神
人
キ
リ
ス
ト

　
　
像
へ
と
繋
が
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
静
か
な
霊
威
（
ゲ
ー
ニ
ウ
ス
）
」
こ
そ
「
消

　
　
え
」
つ
つ
「
現
わ
れ
」
る
こ
と
に
よ
り
、
正
に
「
隠
れ
て
働
き
か
け
る
」
と
言
え
る

　
　
神
性
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
最
後
に
静
か
な
霊
威
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｔ
i
l
l
e
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｎ
ｉ
ｕ
ｓ
）
が
現
わ
れ
（
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ
）
'

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
々
し
い

　
　
　
｝
三
〇
　
　
　
安
ら
ぎ
を
与
え
、
（
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
の
）
昼
の
終
結
を
告
げ
、
姿
を
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
無
明
へ
と
隠
れ
（
ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｎ
ｄ
）
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
印
相
と
し
て
、
か
つ
て
彼
ぷ
こ
が
現
存
し
、
再
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
臨
す
る
か
も
知
れ
ぬ
、
幾
何
か
の
恵
み
を
、
天
上
の
祝
祭
合
唱
（
コ
ロ
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
残
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
八
節
、
第
二
一
九
句
Ｉ
第
一
三
二
句
）

　
　
「
昼
の
終
結
（
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｔ
ａ
ｇ
ｓ
　
Ｅ
乱
乙
）
（
第
一
三
〇
句
）
と
は
当
然
「
黄
昏
（
｛
｝
a
m
m
e
-

　
　
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
な
す
「
夕
暮
（
ｙ
ｇ
乱
）
」
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時
に
キ
リ
ス
ト
像
が

「
ド
イ
ツ
の
歌
声
（
｛
｝
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
）
」
と
と
も
‘
に
心
に
宿
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
A
m
　
Ａ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
｡
　
ｄ
ａ
　
ｅ
ｓ
　
ｋ
t
i
h
l
e
　
w
ａ
ｒ
｡
：
：
‘

　
　
夕
暮
の
涼
し
い
折
に
、
失
楽
園
（
の
想
い
）
が
明
ら
か
と
な
り
し
も
、
夕
暮
に
こ
の
喪
失

　
　
感
を
キ
リ
ス
ト
が
砕
く
。
夕
暮
に
は
鳩
が
再
び
来
た
り
、
楸
槽
の
一
葉
を
口
に
く
わ
え
て

　
　
運
ん
で
き
た
・
あ
あ
美
し
い
時
！
　
あ
あ
夕
暮
時
！
‘
：
：
ｉ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
バ
ッ
ハ
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
第
七
四
番
叙
唱
）

正
に
こ
の
よ
う
な
黄
昏
の
夕
暮
時
に
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
で
「
乏
し
き

時
代
の
詩
人
」
（
註
（
1
3
）
）
は
心
静
か
に
反
問
す
る
。

ｏ
ｌ
「
の
「
ｒ
‐
ヨ
、
ａ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｓ
ｅ
ｉ
ｂ
ｓ
ｔ
　
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
．
‐
　
　
　
あ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘

或
い
は
も
し
か
す
る
と
彼
自
身
も
ま
た
来
臨
し
　
・
’
Ｆ
・
（
２
‘

＼
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
六
節
、
　
第
一
〇
七
句
）

此
所
で
の
「
彼
（
の
「
」
」
は
、
既
に
前
述
（
〔
こ
（
1
3
）
）
し
た
通
り
神
人
キ
リ

ス
ト
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
但
し
文
脈
上
こ
れ
は
右
記
（
註
（
1
8
）
）
思
想
詩
・
第

八
節
の
「
紺
（
の
「
」
」
（
第
二
二
一
句
）
の
場
合
と
と
も
に
、
「
天
上
の
祝
祭
合
唱
」

　
（
第
二
二
二
句
）
と
か
「
或
る
神
」
（
第
一
〇
五
句
）
の
よ
う
な
古
典
ギ
リ
シ
ア
の

方
面
を
も
同
時
に
指
す
。
故
に
こ
れ
は
両
義
性
の
只
中
に
い
て
「
陰
影
」
（
註
（
1
6
）
）

あ
る
仮
象
（
？
Ｉ
Ｆ
）
と
言
う
ほ
か
は
な
い
。
実
際
に
文
字
通
り
右
記
、
（
註
（
1
8
）
）

の
キ
リ
ス
ト
像
は
、
「
現
わ
れ
（
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｎ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
「
消
え
隠
れ
た
（
ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｎ
ｄ
）
」

と
歌
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
く
ま
で
こ
の
「
現
象
（
Ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
が
仮
象

（
汐
ｒ
Ｆ
）
　
へ
と
繋
が
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
正
に
思
想

　
　
　
　
　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
－

の
Ｃ
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
と
呼
応
す
る
月
影
（
Ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
）
の
キ
リ
ス
ト

え
よ
う
。

　
か
く
し
て
「
光
が
み
ち
る
（
デ
ィ
ー
エ
″
ロ
イ
ヒ
テ
テ
）
」
（
第
一
句
）
と
歌
い
上

げ
ら
れ
た
「
月
影
」
と
「
窓
辺
の
光
」
が
、
「
隠
れ
て
働
き
か
け
る
」
（
註
（
1
7
）
）

と
い
う
本
性
上
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
焦
眉
の
急
キ
リ
ス
ト
像
と
心
か
ら
響
き



か
芝
居
じ
み
て
い
る
側
面
を
拭
い
取
れ
な
い
で
あ
肺
つ
。
つ
ま
り
未
だ
詩
想
が
「
高

み
へ
と
落
ち
こ
ん
で
（
ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
Ｈ
ｂ
ｈ
ｅ
　
　
　
ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
｡
お
り
、
「
感
情
が
全
て
な
の

だ
」
（
〔
二
〕
閣
（
1
8
）
）
と
云
う
高
揚
感
に
閉
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
＜
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
に
は
、
「
啓
蒙
」
の
晴
や
か

さ
も
ヽ
’
神
秘
心
）
の
物
物
し
さ
も
な
い
。
「
静
か
に
安
ら
う
都
市
（
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
ｕ
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
こ

ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｄ
ｔ
）
の
何
処
と
は
な
き
「
街
路
に
、
ひ
そ
や
か
に
光
が
み
ち
る

（
ｓ
ｔ
ｉ
ｌ
ｌ
　
w
i
ｒ
ｄ
　
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
　
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
）
Ｊ
と
慎
ま
し
く
歌
わ
れ
て
い
る
の
み

で
あ
る
。
蓋
し
か
く
歌
わ
れ
る
と
と
も
に
、
謹
厳
な
市
民
意
識
に
呼
応
し
て
「
崇
高

合
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
蓋
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
稀
有
な
詩
歌
象

徴
の
調
べ
に
お
い
て
成
就
す
る
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
通
り
コ
遍
の
用
語
《
Ｅ
ｒ
-

ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
の
成
せ
る
業
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
既
に
示
し
た
「
フ
ァ

ウ
ス
ト
」
第
一
一
八
八
九
句
（
註
（
1
4
）
）
の
「
光
明
」
。
に
濃
淡
が
欠
け
て
い
る
よ

う
に
、
通
常
こ
の
言
葉
に
濃
淡
細
や
か
な
「
陰
影
」
（
註
（
1
6
）
）
が
あ
る
と
は
思

え
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
別
の
用
例
を
ゲ
ー
テ
の
「
帳
面
（
Ｔ
ａ
ｇ
-
　
ｕ
ｎ
ｄ
　
'
　
Ｊ
ａ
ｈ
ｒ
ｅ
ｓ
-

ｈ
ｅ
ｆ
ｔ
ｅ
）
Ｊ
（
一
八
二
〇
年
度
）
に
探
し
て
み
よ
う
。

　
　
そ
こ
で
私
に
は
再
び
次
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
人
が
或

　
　
る
光
明
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｎ
ｇ
）
に
心
打
た
れ
啓
蒙
さ
れ
た
（
ａ
ｕ
ｆ
ｇ
ｅ
ｋ
ｌ
ａ
ｒ
ｔ
）
の
だ
が
、
し
か

　
　
し
直
ち
に
再
び
自
分
個
人
（
I
n
d
i
ｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ｕ
m
）
の
暗
闇
（
Ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
n
i
ｓ
）
へ
と
逆
戻
リ

　
　
し
て
し
ま
い
、
今
や
覚
つ
か
な
い
燈
火
の
光
（
Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
で
以
て
、
ど
う
に
か
こ

　
　
う
に
か
苦
労
し
て
先
へ
進
も
う
と
努
め
て
い
る
。
と
云
う
具
合
の
こ
と
を
私
は
考
え
て
み

　
　
た
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
此
所
で
は
、
「
光
明
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
と
「
啓
蒙
（
Ａ
ｕ
ｆ
-

ｋ
ｌ
ａ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
と
が
同
義
と
な
り
、
「
個
人
の
暗
闇
　
（
Ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｉ
ｓ
　
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
-

ｄ
ｕ
ｕ
m
ｓ
）
」
に
幽
か
に
と
も
る
「
覚
つ
か
な
い
燈
火
の
光
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｓ
ｃ
ｈ
w
ａ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
-

ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
と
好
対
称
を
な
し
て
い
る
。
考
え
て
み
る
に
、
恐
ら
く
こ
の
様
な
語
感
で
、

十
八
世
紀
啓
蒙
時
代
に
は
Ｃ
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＾
'
が
把
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
脈
絡
で
留
意
さ
れ
る
の
が
、
十
八
世
紀
啓
蒙
期
に
活
躍
し
た
ド
イ
ツ
の
文

豪
レ
ッ
シ
ン
グ
の
用
法
で
あ
る
。
例
え
ば
ｆ
叫
日
の
は
る

’か
に
啓
蒙
さ
れ
た
時
代

（
聴
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
一
一
一
一
ぼ
の
ｇ
ｌ
ｓ
の
み
）
」
と
か
「
啓
蒙
さ
れ
た
国
民
（
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ

ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
　
Ｎ
ａ
ｔ
i
o
巳
）
と
云
う
表
現
に
お
い
て
、
レ
ッ
シ
ン
グ
は
明
ら
か
に

《
ｌ
ｉ
ｒ
ｉ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
を
Ｃ
Ａ
ｕ
ｆ
ｋ
ｌ
ａ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ
》
の
意
味
で
使
っ
。
て
い
る
。
更
に
興
味
深

い
こ
と
に
レ
ッ
シ
ン
グ
は
、
「
照
ら
し
出
す
」
（
註
（
２
）
）
と
云
う
Ｃ
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
-

ｔ
ｕ
ｎ
ｂ
》
の
意
味
を
も
、
《
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
で
表
わ
す
。

一
七
五
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

照
ら
し
出
す
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
？
　
も
し
こ
の
松
明
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｌ
）
が
只
ひ
と
つ
の
対

象
（
（
Ｊ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
）
を
照
ら
し
出
し
さ
え
す
れ
ば
I
　
（
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
!
）
　
…
…
（
2
6
）

　
更
に
華
麗
な
「
劇
場
昭
明
（
I
l
l
ｕ
m
i
n
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
　
ｔ
ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｒ
ａ
ｌ
ｅ
ｓ
）
Ｊ
を
も
、
レ
ッ
シ
ン

　
グ
に
あ
う
て
は
Ｃ
ｔ
ｈ
ｅ
ａ
ｔ
ｒ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
》
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
蓋

　
し
カ
ム
ペ
編
「
ド
イ
ツ
語
辞
典
」
。
第
一
港
（
一
八
〇
七
年
）
の
み
な
ら
ず
、

　
７
引
デ

　
ル
ン
グ
編
ド
イ
ツ
語
辞
典
の
第
一
巻
（
初
版
一
七
七
四
年
、
再
版
一
七
九
三
年
）
に

　
も
同
じ
文
面
で
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
「
多
く
の
明
か
り
や
油
燈
で
照
明

・
す
る
光
飾
（
イ
ル
ミ
ニ
ー
レ
ン
）
」
は
、
あ
く
ま
で
「
狭
義
で
（
Ｉ
ｎ
　
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
ｅ
ｒ
　
Ｂ
ｅ
-

　
ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
の
Ｃ
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
》
の
意
味
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
な
ら
ば
《
l
i
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
の
本
来
の
意
味
は
と
云
う
と
、
そ
れ
は
丁
度
「
も
の

　
の
あ
は
れ
」
が
「
源
氏
物
語
」
な
ど
の
歌
心
豊
か
な
傑
作
に
よ
り
始
め
て
意
識
せ
ら

　
ｕ
ｎ
ｄ
　
　
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
　
Ｆ
ｒ
ｏ
ｈ
ｌ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
　
　
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
乱
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｇ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
）

Ｊ
　
　
　
ｈ
ｉ
お
い
て
こ
そ
、

‘

意
味
深
長
な
言
葉
Ｃ
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
本
来
の
意
味
が
響
き
渡
る
と
言
え
よ
う
。
こ

　
の
点
で
は
、
先
に
見
た
ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
。
の
用
例
（
註
（
1
4
）
）
、
す
な
わ

　
ち
「
わ
が
乏
し
き
心
に
光
明
（
Ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
を
Ｉ
・
」
と
深
い
谷
間
で
叫
ぶ
「
沈
。

　
深
せ
し
神
べ
ｙ
の
呻
吟
は
、
滅
程
「
啓
蒙
」
と
対
比
な
す
「
神
秘
の
合
唱
（
（
ｃ
ｈ
ｏ
ｒ
ｕ
ｓ

　
ヨ
ｙ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
ｓ
）
Ｊ
（
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
結
句
）
を
誘
う
表
現
な
の
で
あ
る
が
、
本
来
ど
こ

れ
得
る
よ
う
に
、
「
一
祖
国
（
ド
イ
ツ
）
の
詩
歌
の
崇
高
で
純

ｕ
ｎ
ｄ
　
　
ｒ
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
　
Ｆ
ｒ
ｏ
ｈ
ｌ
ｏ
ｋ
ｅ
ｎ
　
　
ｖ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
　
Ｏ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ

(
ｄ
ａ
ｓ
　
ｈ
ｏ
ｈ
ｅ



一
七
六
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

で
純
粋
」
に
「
月
影
」
と
「
燈
火
」
の
「
光
が
み
ち
る
（
デ
ィ
ー
エ
″
ロ
イ
ヒ
テ
テ
）
」

と
詩
歌
象
徴
が
響
き
わ
た
る
。
す
る
と
、
先
の
ゲ
ー
テ
の
表
現
（
註
（
2
3
）
）
に
よ

れ
ば
、
単
に
「
個
人
の
暗
闇
」
を
点
す
「
覚
つ
か
な
い
燈
火
の
光
」
に
過
ぎ
な
い
と

　
　
　
　
　
0

^

t

*

f

i
c
-
a
;
ｂ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
　
１
４

さ
れ
た
、
内
省
す
る
魂
の
歌
声
が
徐
々
に
目
覚
め
、
そ
れ
に
静
聴
す
る
心
に
光
が
み

ち
る
と
言
え
る
。
確
か
に
「
こ
の
生
け
る
静
謐
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
諸
力
が
生

き
生
き
と
働
く
け
れ
ど
も
、
し
か
し
内
奥
に
お
い
て
親
密
（
イ
ニ
・
ヒ
）
に
調
和
し
て

い
る
正
に
そ
れ
故
に
、
諸
力
が
活
雛
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
な
『
い
』
（
〔
二
〕
閣

（
2
2
）
）
。
と
こ
ろ
が
恐
ら
く
、
静
か
に
聴
き
い
る
「
ド
イ
ツ
の
心
は
、
こ
の
よ
う
な
、

風
土
の
下
で
/
こ
の
新
た
な
平
安
の
恵
み
の
下
で
、
始
め
て
真
正
に
芽
生
え
、
あ
た

ヽ
か
も
生
育
す
る
自

し
さ
せ
る
こ
と
だ
ぞ

諮

､W●

閣
　
発
酵
と
解
体

如
く
、

‘ 無
言
の
中
で
、
自
ら
密
や
か
で
遠
大
な
諸
力
を
展
開

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
－
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
フ
　
　
　
ー

と
読
者
に
は
予
感
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
…
…
…
　
ｊ

諸
国
民
は
黙
し
微
睡
ん
で
い
た
。
だ
が
炳
眼
な

運
命
に
は
、
諸
国
民
が
眠
り
込
ん
だ
と
は
見
え
ず
。
そ
し
て
到
来
し
た
の
は
、

あ
の
冷
厳
で
怖
ろ
し
い

自
然
の
息
子
、
あ
の
太
古
よ
り
の
不
穏
な
る
精
神
（
（
j
e
i
ｓ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｕ
ｎ
ｒ
ｕ
已
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
諸
国
民
は
黙
し
…
…
」
第
一
節
、
第
一
句
１
第
四
句
）

　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
を
読
み
解
く
上
で
、
本
論
は
第
一
句
と
第
二
句
と
に
、
＜
Ｅ
ｒ
-

l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
》
と
＜
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
と
の
明
暗
を
「
調
和
あ
る
対
立
」
（
〔
三
〕
剛

（
４
）
）
と
し
て
見
い
出
す
。
と
こ
ろ
で
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
歌
を
理
解
す
る
上
で

鍵
と
な
る
言
葉
と
思
わ
れ
る
、
こ
の
「
調
和
あ
る
対
立
」
を
具
体
化
す
る
詩
歌
象
徴

に
お
い
て
、
も
し
「
調
和
」
の
方
へ
と
重
心
が
傾
き
気
味
と
な
る
と
、
例
え
ば
次
の

よ
う
な
歌
い
ぶ
り
と
な
ろ
う
。

　
　
お
の
が
小
屋
の
門
べ
の
木
蔭
に
　
や
す
ら
か
に
農
夫
は
憩
い

　
　
　
足
る
を
知
る
そ
の
人
の
か
ま
ど
の
煙
は
立
つ
。

　
　
　
や
さ
し
く
旅
人
を
迎
え
て
平
和
な

　
　
　
村
に
は
夕
べ
の
鐘
が
ひ
び
ぐ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
夕
べ
に
思
う
」
第
一
節
全
四
句
）

　
こ
の
よ
う
に
侵
し
く
包
み
込
む
夕
暮
の
情
緒
は
、
先
に
見
た
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の

　
「
夕
べ
の
（
祈
り
の
）
歌
」
（
〔
二
〕
恋
（
６
）
）
に
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

　
何
処
か
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
作
品
」
（
〔
三
〕
出
（
３
）
）
の
感
を
冤
が
れ
難
い
で

　
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
回
頭
の
歌
い
出
し
は
、
向
処
’

　
　
　
　
　
Ｓ
χ
χ
　
Ｓ
　
一
　
４
１
　
χ
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
『
　
！

　
と
な
ぐ
割
り
切
れ
’
な
い
啓
貪
を
持
っ
て
始
ま
る
。
’
例
え
ば
前
述
．
の
「
宥
和
の
旋
律

　
（
｝
｛
Ｆ
Ｉ
『
よ
ヨ
，
Ｊ
ｒ
｛
Ｓ
？
汐
乱
こ
」
（
〔
三
〕
）
．
に
関
し
て
は
、
平
声
に

よ
る



家
の
安
寧
を
、
「
墓
地
の
安
ら
ぎ
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
Ｒ
ｕ
ｎ
ｅ
　
　
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
　
　
　
K
i
ｒ
ｃ
ｈ
ｈ
ｏ
ｆ
ｓ
）
　
-
･
」
と

言
い
中
て
た
よ
う
に
、
封
建
的
専
制
が
誇
る
「
何
ら
陰
影
な
き
平
和
に
お
け
る
臣
民

の
幸
福
Ｃ

ｄ
ｅ
ｓ
　
　
Ｂ
ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
ｓ
（
5
1
ｕ
ｃ
ｋ
　
　
i
n
　
　
ｎ
ｉ
ｅ
　
　
ｂ
ｅ
w
ｂ
ｌ
ｋ
ｔ
e
m
　
　
　
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
已
べ
)
で
は
ヽ

啓
蒙
と
革
命
の
時
代
を
担
う
新
た
な
市
民
意
識
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
と

言
え
る
。
実
際
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
は
一
七
八
九
年
に
勃
発
し
、
自
由
・
平
和
・
友
愛

の
旗
印
の
下
に
（
人
権
と
市
民
権
の
盲
言
霖
）
ｅ
ｃ
ｌ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｒ
o
i
ｔ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
ｒ
ｈ
ｏ
ｍ
ｎ
ｉ
ｆ
ｉ

ｅ
ｔ
　
ｄ
ｕ
　
c
i
ｔ
ｏ
ｙ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
が
採
択
さ
れ
、
更
に
共
和
制
下
に
よ
る
王
ル
イ
の
斬
首
（
一
七

九
三
年
）
に
具
体
例
が
見
ら
れ
る
如
く
、
「
今

＾呻
既
に
王
の
時
代
で
は
な
い
　
（
D
i
/
3

i
ｓ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｋ
ｏ
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
　
ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
　
ｍ
ｅ
ｈ
ｒ
）
」
・
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
エ
ム
ペ
ド
ク

レ
‘
－
ス
の
死
」
初
稿
、
第
一
四
四
九
句
）
と
云
う
認
識
が
萌
え
た
の
で
あ
る
。

　
本
論
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
生
け
る
静
謐
(
.
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
　
　
Ｒ
ｕ
ｈ
ｅ
）
」

（
〔
二
〕
閣
（
2
2
）
）
を
本
質
と
す
る
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
は
、
「
墓
地
の

安
ら
ぎ
」
（
註
（
３
）
）
と
は
正
反
対
の
人
間
に
「
悠
然
と
和
や
か
に
く
つ
ろ
ぐ

（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｚ
ｕ
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
）
」
（
第
五
句
）
と
歌
わ
れ
る
動
静
を
宿
し
て
い
る
。
蓋
し
此
所

で
市
民
生
活
が
、
先
の
「
夕
べ
に
思
う
」
（
註
（
２
）
）
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

充
ち
足
り
て
「
足
る
を
知
る
（
ｇ
ｅ
ｎ
ｉ
ｉ
ｇ
ｓ
a
m
）
」
（
第
二
句
）
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し

ろ
「
収
支
得
失
を
慮
る
思
慮
深
い
家
長
」
（
第
四
句
）
に
は
、
「
遠
く
未
来
の
彼
方

ま
で
思
慮
を
は
せ
る
商
人
Ｃ
ｄ
ｅ
ｒ
　
ｆ
ｅ
ｒ
ｎ
ｈ
ｉ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
乱
ｅ
　
Ｋ
ａ
ｕ
ｆ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
）
」
の
姿
が
想
い

浮
か
び
、
既
成
の
枠
の
中
に
収
ま
り
切
る
こ
と
な
き
豪
気
が
感
じ
ら
れ
る
程
で
あ
り
、

こ
の
謹
厳
な
市
民
意
識
が
封
建
制
下
十
八
世
紀
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
の
波
を
も
凌
ぐ
高

潮
と
な
り
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
を
目
指
す
と
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
で
は
、
こ
の
新
た
な
市
民
意
識
の
「
生
成
」
と
、
既

成
オ
ペ
ラ
文
化
の
「
消
滅
」
と
が
、
一
見
目
立
た
ぬ
然
り
気
な
い
表
現
の
中
に
巧
み

に
織
り
込
ま
れ
、
や
や
も
す
る
と
度
き
つ
く
現
わ
れ
る
新
旧
の
相
克
が
「
調
和
あ
る

対
立
」
へ
と
高
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
若
年
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

の
詩
歌
で
は
、
未
だ
「
調
和
」
へ
と
到
る
こ
と
な
き
「
対
立
」
の
相
が
如
実
に
表
わ

さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
七
七
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

心

二
五

三
〇

あ
の
　
悲
惨
を
囲
む
壁
　
欺
満
の
ひ
そ
む
壁
か
ら

い
つ
ま
で
も
離
れ
て
い
た
い
。
―
向
う
に
は
巨
大
な
邸
宅
の

き
ら
き
ら
し
た
屋
根
と
　
時
代
が
か
っ
て
き
た
塔
の
尖
が
　
輝
い
て
み
え
る
、

そ
こ
で
は
　
ぶ
な
の
樹
も
か
し
わ
の
樹
も
　
た
だ
　
ま
ば
ら
に
立
っ
て
い
る
。

　
　
谷
間
か
ら

宮
廷
馬
車
の
車
輪
と
　
駿
馬
の
蹄
の
音
が

に
ぶ
く
響
い
て
い
る
、
－
廷
臣
た
ち
よ
、
い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も
　
自
分
の
馬
車
の
車
輪
の
音
に
　
つ
つ
ま
れ
て
い
る
が
よ
い
、

巨
大
な
邸
宅
の
道
化
の
舞
台
で
　
深
々
と
お
辞
儀
を
し
て

い
つ
ま
で
も
そ
こ
に
い
る
が
よ
い
。
―
だ
が
あ
な
た
方
　
高
貴
な
人
々
よ

気
高
い
老
人
や
成
年
の
男
た
ち
　
気
高
い
少
年
た
ち
よ
　
さ
あ
　
こ
ち
ら
へ
来

　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

小
屋
を
建
て
よ
う
Ｉ
ゲ
ル
マ
ン
の
真
の
男
性
精
神
の

そ
し
て
友
情
の
　
小
屋
を
、
こ
の
さ
び
し
い
荒
野
に
。

　
　
　
　
　
（
「
荒
野
に
て
」
　
｝
七
八
七
年
頃
、
第
二
二
句
－
第
三
三
句
）

恐
ら
く
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
二
句
で
歌
わ
れ
て
い
る
「
馬
車
」
で
、
ま
ず
第
一

に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
此
所
に
云
う
「
宮
廷
馬
車
の
車
輪
の
音
（
ｄ
ａ
ｓ
　
　
　
ｈ
ｏ
ｆ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ

Ｗ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｌ
）

Ｊ
（
第
二
六
句
）
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
「
馬
車
の
車
輪
の
音
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
」
（
第
二
八
句
）
の
が
「
宮
廷
」

に
纒
わ
る
「
廷
臣
た
ち
（
Ｈ
６
ｆ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
）
Ｊ
（
第
二
七
句
）
で
あ
り
、
詩
人
は
こ
れ
を

「
道
化
（
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
（
第
二
九
句
）
と
解
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
道
化
の
舞
台

（
Ｎ
ａ
ｒ
ｒ
ｅ
ｎ
ｂ
ｉ
ｉ
ｈ
ｎ
ｅ
ｎ
）
!
（
第
二
九
句
）
で
あ
る
宮
廷
を
、
詩
人
は
第
二
三
句
と
第
二

九
句
で
二
度
「
巨
大
な
邸
宅
（

Ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｐ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
）

Ｊ
と
呼
ん
で
お
り
、
此
所
を

「
悲
惨
」
と
「
欺
購
の
ひ
そ
む
」
（
第
二
二
句
以
下
）
所
と
解
し
て
い
る
。
か
く
当

時
の
権
勢
に
ひ
む
る
こ
と
な
き
心
魂
に
は
、
啓
蒙
と
革
命
の
時
代
に
養
わ
れ
た
内
面

の
豊
か
さ
と
、
自
ら
の
精
神
力
の
未
来
の
可
能
性
に
対
す
る
揺
ら
ぎ
な
い
信
頼
が
潜

ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
若
き
詩
人
の
心
に
は
、
宮
廷
の
華
美
を
乗
り
切
る
だ

け
の
十
分
な
余
裕
が
未
だ
熟
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
、
な
お
苛
立
ち
気
味
の
焦
り
が



一
七
八
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

拭
い
去
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
既
に
此
所
に
は
、
詩
人
が
生
涯
を
か
け
て
歌
い
出
さ
ん
と
す
る

「
ゲ
ル
マ
ン
の
真
の
男
性
精
神
（
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
　
ｇ
ｅ
ｒ
m
a
n
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ｎ
ｓ
ｉ
ｎ
）
」
（
第
三

二
句
）
が
、
さ
さ
や
か
な
「
わ
が
家
」
の
住
居
た
る
「
小
屋
（
Ｈ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
（
第
三

二
句
と
第
三
三
句
）
に
根
を
お
ろ
し
て
、
「
始
め
て
真
正
に
芽
生
え
、
あ
た
か
も
生

育
す
る
自
然
の
如
く
、
無
言
の
中
で
、
自
ら
の
密
や
か
で
遠
大
な
諸
力
を
展
開
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
％
　
　
か
ず
　
’

る
」
（
〔
三
〕
朗
一
（
3
4
）
）
の
を
期
待
で
き
る
響
き
が
幽
か
に
見
受
け
ら
れ
る
。
～
更
に

こ
め
響
ぎ
を
一
層
と
実
質
あ
る
も
の
に
成
長
さ
せ
得
た
「
不
穏
な
る
精
神
」
（
註
。

（
１
）
）
が
カ
ン
ふ
哲
学
で
あ
ろ
う
。
。
。
　
　
　
　
　
上
　
　
▽
ｙ

　
　
。
私
に
誰
か
が
聞
く
と
し
よ
う
。
私
の
眼
前
に
お
る
宮
殿
を
私
か
美
し
い
看
傲
す
か
と
。
な

≒
。
ら
ば
、
’
私
は
ち
な
み
に
こ
う
答
え
る
だ
ろ
う
。
ポ
カ
ン
と
□
を
あ
け
て
見
蕩
れ
る
だ
け
の
‘

　
　
ご
う
云
う
類
の
も
の
に
は
私
は
愛
着
を
抱
か
な
い
と
。
、
或
い
は
、
パ
リ
で
小
料
理
屋
が
」
・
。

　
　
番
気
に
い
っ
た
と
言
う
イ
ロ
ク
オ
イ
族
の
酋
良
の
よ
う
に
答
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
や

　
　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
人
民
が
汗
水
垂
ら
し
て
働
い
た
成
果
を
、
そ
の
よ
う
な
無
く
て
も

　
　
済
む
も
の
に
浪
費
す
る
門
閥
の
虚
栄
心
を
私
は
正
に
ル
ソ
ー
流
に
罵
倒
す
る
こ
と
が
で
き
、

　
　
つ
い
に
は
や
す
や
す
と
次
の
よ
う
な
確
信
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
。
仮
に
私
か
或
る
無
人

　
　
島
に
置
か
れ
、
も
は
や
人
と
再
会
す
る
希
望
を
断
た
れ
た
と
し
て
、
よ
し
ん
ば
私
か
望
む

　
　
だ
け
で
、
今
述
べ
た
よ
う
な
華
美
な
宮
殿
を
魔
力
に
よ
り
即
座
に
出
現
さ
せ
る
こ
と
が
で

　
　
き
る
と
し
て
も
、
私
は
そ
の
よ
う
な
労
を
と
る
こ
と
さ
え
し
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
私
に
居

　
　
心
地
よ
い
小
屋
が
一
軒
あ
る
な
ら
ば
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
判
断
力
批
判
」
一
七
九
〇
年
）

哲
人
カ
ン
ト
の
眼
中
に
は
、
「
巨
大
な
邸
宅
」
な
ど
無
に
等
し
く
、
若
き
詩
人
の
よ

う
に
「
悲
惨
を
囲
む
壁
　
欺
蝸
の
ひ
そ
む
壁
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
離
れ
て
い
た
い
」

　
（
註
（
７
）
、
第
二
二
句
－
第
二
三
句
）
な
ど
と
言
う
願
望
す
ら
な
い
。
か
く
達
観

し
て
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
に
は
目
も
く
れ
ず
、
悠
然
と
生
育
す
る
新
た
な
時
代
の
胎
動

に
静
聴
す
る
時
に
始
め
て
、
次
第
に
勃
興
し
つ
つ
あ
る
市
民
意
識
に
「
ひ
そ
や
か
に

光
が
み
ち
る
（
ｓ
ｔ
i
l
l
　
w
i
ｒ
ｄ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
）
Ｊ
（
第
一
句
）
と
と
も
に
、
「
宮

廷
馬
車
の
車
輪
の
音
」
を
「
過
ぎ
去
る
『
（
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
）
Ｊ
と
何
気
な
く
自
然
に
歌
い
上

げ
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
’
こ
う
然
り
気
な
く
歌
い
得
る
ま
で
の
道
の
り
は
長
い
。
本
論
で
は
以

下
一
層
と
具
体
化
し
て
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
調
べ
の
背
後
に
あ
る
当
時

の
現
実
を
考
量
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
長
い
道
の
り
を
少
し
は
明
か
る
く
し
て
み

た
い
と
思
う
。
只
今
「
宮
廷
馬
車
」
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
こ
の
「
馬
車
」
が
黄
昏

に
往
き
交
う
折
は
、
相
当
に
「
ひ
ど
い
騒
音
」
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
当
時

の
資
料
と
し
て
は
「
パ
リ
描
写
（
Ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
ａ
ｕ
.
ｄ
ｅ
　
Ｐ
ａ
ｒ
i
ｓ
）
Ｊ
（
一
七
八
二
年
１
八
八

年
）
に
お
い
て
、
Ｊ
メ
ル
シ
。
エ
’
が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
／
　
〈
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
ｄ
　
　
一
ｊ
　
　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
’
・
　
　
　
　
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
五
時
十
五
分
に
ば
、
も
の
凄
く
ひ
ど
い
騒
音
だ
。
す
ぺ
て
の
街
路
は
馬
車
で
一
杯
。
馬
車

　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ダ
　
　
　
　
　
　
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
’
と
い
う
４
　
車
が
『
あ
ら
ゆ
。
る
方
向
に
走
り
、
き
ま
ざ
ま
な
芝
居
め
ざ
し
て
疾
走
し
ノ
あ
る
い
～

・
、
・
　
・
　
以
散
策
に
お
、
も
む
く
。
　
　
’
。
　
　
／
　
・
、
　
　
六
　
士
バ
　
　
　
　
フ
　
　
．
ｙ

こ
れ
は
大
都
会
パ
リ
の
こ
と
・
で
あ
る
か
ら
、
『
「
街
路
」
と
は
言
。
つ
・
て
も
、
「
極
楽
大
’

路
（
Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｐ
ｓ
-
E
l
ｙ
ｓ
ｅ
ｅ
ｓ
）
」
の
よ
う
な
「
広
小
路
（

Ｂ
ｏ
ｕ
l
e
ｖ
ａ
ｒ
ｄ

）
Ｊ
で
は
な
い

と
言
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
こ
れ
は
「
大
路
」
に
近
い
。
そ
し
て
、
こ

れ
が
文
字
通
り
「
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
走
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
芝
居
め
ざ
し
て
」
「
馬
車

が
疾
走
し
」
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
背
景
を
な
す
領
邦
ヴ
ュ
ル
ブ
ア
ム
ベ
ル

ク
の
首
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
は
、
大
国
フ
ラ
ン
ス
の
大
都
会
パ
リ
ほ
ど
多
種
多

様
な
娯
楽
施
設
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
芝
居
め
ざ
し
て
馬

車
が
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
疾
走
し
」
だ
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
ド
イ

ツ
史
跡
都
市
案
内
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
h
i
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
-

ｌ
ａ
乱
ｓ
）
Ｊ
第
六
巻
に
は
、
一
七
九
四
年
の
シ
ュ
ト
ゥ
。
ト
ガ
ル
ト
市
街
地
図
が
掲
載

し
て
あ
り
、
こ
れ
か
ら
「
歌
劇
場
（
Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ｎ
ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
Ｊ
は
一
箇
所
、
今
日
の
「
宮
城

広
場
（
Ｓ
ｃ
ｈ
　
ｌ
ｏ
Ｂ
ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｚ
）
Ｊ
の
東
側
（
国
鉄
中
央
駅
方
面
）
に
見
い
出
さ
れ
る
。
此
所

は
今
日
で
は
「
芸
術
会
館
（
Ｋ
ｕ
ｎ
ｓ
ｔ
ｇ
ｅ
ｂ
ａ
ｕ
ｄ
ｅ
）
Ｊ
｡
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
歌

劇
（
オ
づ
フ
）
劇
場
を
向
け
、
「
松
明
に
飾
ら
れ
て
騒
然
と
（
幾
台
も
の
）
馬
車
が



疾
駆
し
過
ぎ
去
る
」
（
第
二
句
）
と
想
像
す
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
「
オ
ペ
ラ
劇
場
」
は
別
名
「
歓
楽
の
館
（
Ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｈ
ａ
ｕ
ｓ
）
Ｊ
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
、

文
字
通
り
「
歓
楽
」
の
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
こ
の
「
歓
楽
」
に

誰
で
も
与
れ
得
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
此
所
は
特
権
階
級
た

る
門
閥
の
「
歓
楽
の
館
」
で
あ
り
、
何
よ
り
の
社
交
の
場
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
類
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
「
道
化
の
舞
台
」
（
註
（
７
）
）
と
呼
び
、
ヽ

カ
ン
ト
が
「
無
く
て
も
済
む
も
の
」
（
註
（
８
）
）
と
看
倣
し
た
こ
と
は
既
に
見
た

　
　
　
ｘ
　
ｓ
　
4
1
1
　
ｓ
ｌ
　
ｉ
ｘ
　
一
　
一
　
一
　
Ｉ
　
ｓ
３
　
ｓ
　
ｓ
ｌ

が
、
当
時
の
門
閥
に
は
こ
れ
こ
そ
最
高
の
文
化
施
設
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
七
〇
八
年
、
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
の
考
え
を
公
刊
し
た
フ
ァ
イ
ン
ト
は
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

の
な
か
で
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
が
も
っ
と
も
貧
弱
で
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
が
も
っ
と
も
広
く
、

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
が
も
っ
と
も
完
備
し
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
の
が
も
っ
と
も
美
し

い
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
も
し
フ
ァ
イ
ン
ト
が
こ
の
世
紀
の
半
ば
以
降
も
生
き
な
が
ら

え
て
い
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
何
を
お
い
て
も
ヴ
ェ
ル
テ
ム
ベ
’
ル
ク
公
国
の
オ
ペ
ラ
を
最

高
の
も
の
と
し
て
あ
げ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
…
…
　
こ
こ
の
施
設
は
ヨ
ー
ロ
。
パ
の
な
か

で
最
良
に
し
て
、
か
つ
も
っ
と
も
豪
華
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
折
紙
つ
き
で
あ
っ
た
。
そ

れ
と
い
う
の
も
、
公
は
舞
踊
家
の
ヴ
ェ
ス
ト
リ
ス
、
バ
レ
エ
の
名
手
ノ
ヴ
ェ
ー
ル
な
ど
の

一
流
の
ソ
リ
ス
ト
を
毎
年
パ
リ
か
ら
よ
び
よ
せ
る
ば
か
り
か
、
衣
裳
方
も
フ
ラ
ン
ス
の
首

都
か
ら
調
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…
　
舞
台
装
置
も
、
こ
こ
で
は
理
想
ど
お
り
の
も
の

が
し
つ
ら
え
ら
れ
た
。
一
七
七
二
年
の
「
フ
ェ
ト
ン
テ
」
の
舞
台
で
は
、
ム
ー
ア
人
の
王

は
三
百
人
の
騎
兵
を
お
供
に
し
た
が
え
て
い
た
し
、
一
七
七
九
年
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト

で
上
演
さ
れ
た
サ
。
牛
‐
ニ
の
「
カ
リ
ロ
エ
」
で
は
、
十
六
人
の
下
士
官
、
四
百
七
十
人

の
歩
兵
ヽ
三
十
人
の
軽
騎
兵
が
脇
役
と
し
て
出
演
し
尨
・

こ
の
よ
う
に
「
十
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
、
啓
蒙
主
義
」
（
一
九
二
二
年
）
で
ベ
ー
ン
は

詳
細
な
当
時
の
報
告
を
し
て
い
る
。

　
詳
み
に
此
所
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
歌
劇
場
（
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
）
は
、
ヴ
ュ
ル
テ

ム
ベ
ル
ク
の
首
都
シ
。
ト
ウ
。
ト
ガ
ル
ト
の
も
の
と
、
更
に
も
う
一
つ
離
宮
ル
ー
ド

ウ
ィ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
の
も
の
と
の
両
方
で
あ
る
。
も
し
一
五
一
四
年
の
デ
ュ
ー
ビ
ン
グ

一
七
九
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

ン
契
約
（
Ｔ
ｕ
ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｒ
ａ
ｇ
）
以
来
の
伝
統
あ
る
領
邦
民
会
（
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
）

を
中
心
に
す
れ
ば
、
領
邦
首
都
は
依
然
と
し
て
シ
ュ
ト
ゥ
。
ト
ガ
ル
ト
な
の
で
あ
る

が
、
但
し
宮
廷
｛
｝
｛
ｏ
「
」
。
を
念
頭
に
置
く
と
、
実
は
一
七
六
四
年
か
ら
十
年
程
一
七

七
五
年
ま
で
、
つ
ま
り
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
誕
生
の
一
七
七
〇
年
前
後
、
宮
廷
は
離
宮
ル
ー

ド
ヴ
ィ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
に
移
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
言
わ
ば
宮
廷
が
民
会
と
衝
突
し
た
結

果
で
あ
る
が
、
こ
の
理
由
は
単
に
奢
侈
な
る
乱
費
の
み
で
は
な
く
て
、
実
は
領
邦
の

兵
士
を
隣
国
フ
ラ
乙
ス
な
ど
へ
売
り
と
ば
し
た
暴
政
に
起
因
し
て
い
る
・
つ
ま
り
人

民
が
売
買
可
能
な
奴
隷
扱
い
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五－

○

聞
け
　
偉
大
な
る
高
潔
な
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
子
ら
よ

き
み
た
ち
　
い
ま
な
お
い
き
い
き
と
し
た
自
由
の
宝
を
身
に
お
び

富
を
誇
る
祖
父
の
顔
容
に
も

王
侯
の
気
の
ま
ま
に
も
屈
従
せ
ぬ
者
た
ち
よ

高
み
か
ら
降
っ
た
種
族
よ
　
わ
が
祖
国
の
華
よ

た
だ
　
き
み
た
ち
は
馴
慢
の
あ
や
ま
ち
を
警
め
る
が
よ
い
　
゛

お
お
　
兄
弟
よ
　
こ
れ
を
思
い
起
こ
し
て
わ
れ
ら
の
努
力
の
報
酬
と
し
よ
う

ヘ
ル
マ
ン
の
か
ら
だ
に
圧
制
者
の
血
は
た
ぎ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
(
-
3
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
謙
抑
」
　
一
七
八
八
年
、
第
五
句
―
第
十
二
句
）

解
放
の
英
雄
ヘ
ル
マ
ン
の
血
統
と
し
て
祖
国
シ
ュ
ヴ
″
Ｉ
ベ
ン
の
領
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム

ベ
ル
ク
人
民
を
讃
え
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
と
り
、
「
圧
制
者
（
Ｄ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
（
第

十
二
句
）
た
る
「
王
侯
の
気
ま
ま
（
Ｆ
ｕ
ｒ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｌ
ａ
ｕ
ｎ
ｅ
）
Ｊ
（
第
八
句
）
を
砕
き
、

「
在
来
の
も
の
を
全
て
恥
じ
い
ら
せ
る
志
操
と
思
考
法
の
来
た
る
べ
き
革
命
（
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ

ｋ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
i
o
已
が
来
る
の
を
私
は
信
じ
る
）
と
表
明
す
る
場
合
、
相

当
の
現
実
上
の
裏
付
け
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
こ
の
「
圧
制
者
」
た
る
「
王
侯
」
に
的
を
絞
り
、
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第

二
句
で
然
り
気
な
く
「
過
ぎ
去
る
(
.
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
）
」
と
歌
わ
れ
た
既
成
特
権
社
会
の
門

閥
の
姿
を
把
ま
え
て
み
よ
う
。
例
え
ば
「
功
名
心
」
（
一
七
八
八
年
）
の
第
三
節
で



一
八
〇
　
’
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
「
圧
制
者
（
Ｄ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
）

Ｊ
を
「
小
暴
君
（
Ｋ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ
ｒ
ｅ
　
　
Ｗ
ｕ
ｔ
ｒ
i
-

ｃ
ｈ
ｅ
）
」
と
説
明
し
て
、
宮
廷
に
纒
わ
る
社
会
を
次
の
よ
う
に
描
く
。

王
の
威
容
を
真
似
よ
う
と
し
て
　
小
暴
君
は

お
の
れ
の
貧
し
い
国
を
凌
辱
す
る

す
る
と
　
安
も
の
の
勲
章
ほ
し
さ
に

顧
問
官
ら
は
施
政
の
舵
を
手
ば
な
1
　
1
5
）

　
先
の
「
十
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
」
（
註
（
Ｈ
）
）
の
記
述
に
「
毎
年
パ
リ
か
ら
よ
括
よ

　
せ
る
」
ご
と
か

　
１
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
か
脇
調
達
　
６
た
」
と
あ
石
こ
’
と
か
石
も
明
白
な
よ

Ｉ
つ
に
、
此
所
に
云
う
「
王
（
Ｋ
６
ｎ
ｉ
ｇ
ｅ
）
Ｊ
の
代
表
は
大
国
フ
ラ
ン
ス
の
王
ル
イ
に
他

・
な
ら
な
い
ど
言
え
る
・
　
　
　
’
・
・
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
‥
　
’
‘
　
上
　
＼

ｊ
王
た
る
者
は
皆
、
反
逆
者
（
ｒ
ｅ
ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
）
･
で
あ
り
簒
奪
者
（
ｕ
ｓ
ｕ
ｒ
ｐ
ａ
ｔ
ｅ
ｕ
ｒ
）
で
あ
る
。
…
…

　
ル
イ
は
フ
ラ
ン
ス
人
民
（
ｐ
ｅ
ｕ
ｐ
ｌ
ｅ
）
と
戦
い
、
敗
北
し
た
。
こ
の
王
ル
イ
は
野
蛮
人
（
ｂ
ａ
ｒ
-

ｂ
ａ
ｒ
）
で
あ
り
、
…
…
　
私
達
フ
ラ
ン
ス
市
民
（
c
i
ｔ
ｏ
ｙ
ｅ
ｎ
ｓ
）
を
自
ら
の
奴
隷
（
ｅ
ｓ
ｃ
ｌ
ａ
ｖ
ｅ
ｓ
）

と
看
倣
し
て
い
た
の
だ
。

一
七
九
〇
年
十
一
月
十
三
日
に
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
下
で
の
国
会
で
、
議
員
サ
ン
ー
ジ
ュ

ス
ト
が
主
権
在
民
な
す
市
民
社
会
の
原
理
に
基
づ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
弾
劾
し
た
ル

イ
の
家
系
ブ
ル
ボ
ン
の
宮
廷
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
こ
そ
、
小
邦
分
立
な
す
ド
イ
ツ
の
領
邦

ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
「
小
暴
君
」
が
範
と
し
尊
重
し
た
啓
蒙
の
華
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
蓋
七
、
「
今
や
既
に
王
の
時
代
で
は
な
い
」
（
註
（
５
）
）
と
公
言
さ

れ
る
市
民
革
命
の
時
代
は
目
前
に
迫
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
革
命
と
は
当
然
、
単
に
政
治
経
済
上
に
留
ま
ら
な
い
。
も
し
文
化
の
広
範
な
領
域

に
お
伊
仙
動
き
を
考
え
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
十
八
世
紀
ド
イ
ツ
音
楽
こ
そ
古
典
ド
イ

ツ
哲
学
に
も
劣
ら
ぬ
革
命
性
に
溢
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
「
十
八
世
紀
の

ド
イ
ツ
」
（
註
（
Ｈ
）
）
の
叙
述
で
礼
讃
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
「
フ
ラ
ン
ス
」
中

心
の
歌
劇
（
オ
ペ
ラ
）
音
楽
に
関
し
当
時
の
革
命
の
声
を
聞
い
て
み
よ
う
。

も
し
只
こ
の
忌
わ
し
い
乙
フ
ン
ス
語
が
、
音
楽
に
と
り
こ
ん
な
に
も
卑
劣
（
ｈ
ｕ
乱
ｓ
ｆ
ｏ
t
-

ｔ
i
ｓ
ｃ
ｈ
）
で
な
け
れ
ば
’
・
　
こ
れ
は
何
と
も
ひ
ど
い
も
の
で
す
Ｉ
　
ド
イ
ツ
語
は
や
は
り

フ
ラ
ン
ス
語
と
違
い
神
々
し
い
。
そ
れ
に
し
か
も
ま
ず
歌
い
手
と
き
た
ら
男
声
も
女
声
も

（
何
た
る
様
か
）
－
・
　
こ
ん
な
人
々
は
歌
手
と
は
呼
べ
な
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
歌

う
と
言
う
よ
り
叫
び
吠
え
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
し
か
も
声
を
限
り
に
、
鼻
か
ら
咽
か
ら
。

フ
ラ
ン
ス
人
は
全
く
（
間
抜
け
の
）
継
馬
（
ｈ
ａ
ｌ
ｔ
　
Ｅ
ｓ
ｅ
ｌ
ｎ
）
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
に
留

ま
り
、
何
一
つ
出
来
な
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
七
八
年
七
月
九
日
付
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
よ
口
父
へ
の
書
簡
）

こ
の
新
鋭
の
音
楽
家
の
書
簡
は
実
に
　
　
０
八
リ
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
仮
化
芸
術
家
‐
の

誇
張
を
さ
し
引
く
と
し
て
も
、
根
本
か
ら
と
の
批
評
が
見
当
は
ず
れ
と
言
う
こ
と
に
。

　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
％
　
　
　
　
　
　
％
　
ｓ
　
ｓ
’
一
Ｉ
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
’
　
　
ａ

は
な
ら
な
い
の
で
お
ろ
う
。
－
実
際
ド
チ
ツ
語
ぬ
ぎ
に
ぱ
考
え
ら
れ
な
い
「
｀
マ
タ
ｆ
受

難
曲
｀
（
〔
一
〕
（
ａ
）
）
。
。
の
よ
う
な
、
幽
玄
霊
妙
な
音
の
調
べ
が
フ
ラ
。
ン
ス
の
当
時

の
音
楽
家
の
手
で
可
能
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
華
美
で
豪
華
絢
爛
た

る
当
時
の
衣
裳
に
合
う
様
式
の
歌
劇
や
音
楽
が
、
大
国
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
パ
リ
の
雰

囲
気
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
豪
勢
で
飾
り
気
あ
る
こ
の
隣

国
の
贅
沢
を
、
小
邦
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
の
「
小
暴
君
」
は
進
取
し
よ
う
と
日
夜
努

め
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

　
恐
ら
く
此
所
に
は
、
祖
国
ド
イ
ツ
の
風
土
か
ら
純
粋
に
薫
高
い
文
化
を
育
成
し
よ

う
と
云
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
パ
リ
の
流
行
に
追
い
つ
き
少
し
で
も
「
王
の
威
容
を
真

似
よ
う
」
と
す
る
、
当
時
の
門
閥
の
趣
向
が
見
い
出
さ
れ
よ
う
。
中
身
の
充
実
よ
り

も
飾
り
立
て
仰
々
し
く
す
る
こ
と
が
、
ま
た
自
ら
の
「
知
性
を
主
体
的
に
行
使
」

（
〔
こ
（
2
2
）
）
し
て
「
批
判
」
し
「
吟
味
」
（
〔
コ
（
2
0
）
）
す
る
こ
と
な
ど

せ
ず
外
来
文
化
と
か
権
勢
の
威
容
に
倣
う
こ
と
が
尊
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
音
楽
は
非
常
に
厳
し
い
異
端
糾
問
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
し
て
、
こ

の
国
に
来
た
あ
ら
ゆ
る
外
国
人
の
頭
に
先
ず
第
一
に
教
訓
の
形
で
注
入
さ
れ
る
こ
と
は
、

パ
リ
の
オ
づ
フ
座
ほ
ど
美
し
い
も
の
は
世
界
中
で
何
処
に
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
す
べ
て



の
外
国
人
が
同
意
し
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
な
の
Ｉ
刻
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ル
ソ
ー
「
新
エ
ロ
イ
ー
ズ
」
第
二
部
、
書
簡
二
三
）

更
に
ル
ソ
ー
は
冷
静
に
フ
ラ
ン
ス
文
化
圏
に
お
け
る
音
楽
の
吟
味
を
続
け
る
。

あ
ら
ゆ
る
才
能
が
必
ず
し
も
同
一
の
人
間
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
し
て
、
概
し

て
フ
ラ
ン
ス
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
’
の
あ
ら
ゆ
る
国
民
の
中
で
音
楽
的
能
力
の
最
も
少
な
い
国

民
ら
し
く
思
わ
れ
ま
す
。
エ
ド
ワ
ー
ド
卿
は
イ
ギ
リ
ス
に
も
そ
の
能
力
が
ほ
と
ん
ど
な
い

と
主
張
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
違
い
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
を

大
し
て
気
に
し
て
い
な
い
の
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
た
と
え
多
く
の
正
当
な
権
利
を
拗
棄
し

て
も
、
音
楽
以
外
の
｝
切
の
事
に
つ
い
て
は
非
難
を
大
目
に
見
て
も
、
自
分
た
ち
は
世
界

一
流
の
音
楽
家
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
認
め
た
く
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
新
エ
ロ
イ
ー
ズ
」
第
二
部
、
書
簡
二
三
）

当
時
は
ド
イ
ツ
諸
領
邦
の
門
閥
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
言
わ
ば
国
際
語
と
し
て
尊
重
し
、

こ
の
言
葉
に
纒
わ
る
ブ
ル
ボ
ン
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
を
愛
好
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。

故
に
パ
リ
ー
偏
頭
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　
こ
の
脈
絡
で
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
や
「
英
雄
交
響
曲
」
の
出
現
は
一
つ
の
革
命
と

看
倣
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
カ
ン
ト
哲
学
や
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
と
同
様
に
、

当
時
の
宮
廷
オ
ペ
ラ
文
化
に
慣
れ
た
耳
に
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
新
た
な
響
き
へ
と
静

聴
す
る
。
蓋
し
こ
の
響
き
こ
そ
が
、
十
九
世
紀
市
民
社
会
の
意
識
に
よ
り
伝
統
と
な

り
今
日
の
文
化
遺
産
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
他
方
オ
ペ
ラ
文
化
の

方
は
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
繊
細
な
精
神
に
よ
り
贅
肉
を
削
が
れ
洗
練
さ
れ
て
ゆ
く
の
で

あ
る
が
、
本
論
が
話
題
と
し
て
い
る
シ
ュ
ト
ウ
。
ト
ガ
ル
ト
や
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
ス
ブ

ル
ク
の
歌
劇
場
の
場
合
に
は
、
恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
細
や
か
な
趣
向
よ
り
も
、
む
し

ろ
先
の
「
十
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
」
（
註
（
1
1
）
）
に
語
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
、
「
三

百
人
の
騎
兵
」
と
か
「
十
六
人
の
下
士
官
、
四
百
七
十
人
の
歩
兵
、
三
十
人
の
軽
騎

　
こ
の
脈
絡
を
語
る
当
時
の
資
料
を
次
に
紹
介
し
よ
う
。
こ
れ
は
ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
ー

ケ
ル
ナ
ー
（
一
七
八
六
年
－
一
八
六
二
年
）
が
、
「
わ
が
少
年
時
代
の
絵
物
語
」

（
一
八
四
九
年
）
の
初
め
て
の
方
で
、
一
八
世
紀
後
半
の
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
ス
ブ
ル
ク

を
回
想
し
て
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

離
宮
と
向
き
合
っ
た
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
）
「
お
気
に
入
り
（
Ｆ
ａ
ｖ
ｏ
ｒ
i
ｔ
ｅ
）
!
と
呼
ば
れ
た

小
宮
殿
で
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
廷
に
匹
敵
す
る
出
費
を
か
け
て
、
物
凄
い
花
火
（
ｄ
ｉ
ｅ

ｕ
ｎ
ｅ
ｅ
ｈ
ｅ
ｕ
ｅ
ｒ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｆ
ｅ
ｕ
ｅ
ｒ
w
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
）
が
催
さ
れ
た
。
1
1
1
1
1
1
　
温
室
庭
園
全
体
は
新
鮮
な
木

の
葉
で
満
ち
、
三
十
以
上
の
水
盤
か
ら
は
涼
し
い
噴
水
が
飛
び
散
り
一
上
を
見
る
と
華
麗

な
星
空
を
形
造
る
十
萬
の
油
燈
が
、
下
方
の
美
し
い
花
壇
を
照
ら
し
出
し
て
い
た
（
ｂ
ｅ
-

l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
）
°
こ
の
素
晴
し
い
温
室
庭
園
で
は
、
時
に
極
め
て
大
規
模
な
催
物
（
ｄ
ｉ
ｅ

ｇ
ｒ
ｏ
Ｂ
ａ
ｒ
ｔ
i
g
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｐ
ｉ
ｅ
ｌ
ｅ
）
'
演
劇
（
ド
ラ
マ
）
や
舞
踊
（
バ
レ
エ
）
や
演
奏
が
、
当

時
の
一
流
の
巨
匠
た
ち
に
ょ
り
執
り
行
な
わ
れ
な

此
所
で
正
に
「
照
ら
し
出
す
（
ｒ
ｔ
ｇ
ぼ
§
）
」
と
「
パ
シ
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
に
関

連
す
る
表
現
が
登
場
す
る
。
当
時
と
し
て
は
多
額
な
出
費
な
し
に
は
望
む
べ
く
も
な
か
っ

た
、
温
室
の
「
ガ
ラ
ス
張
り
の
物
凄
い
建
物
（
ｅ
ｉ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｈ
ｅ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｅ
ｂ
ａ
ｕ
ｄ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｎ

９
ａ
ｓ
）
'
ｒ
）
に
取
り
付
け
ｙ
れ
、
闇
夜
に
も
「
花
壇
を
昭
ら
し
出
し
て
い
た
」
「
十
萬
の

油
燈
（
一
呂
８
(
Ｊ
　
Ｇ
ｌ
ａ
ｓ
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ｅ
已
）
の
輝
き
（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
に
、
当
時
の
「
小
暴

君
」
の
奢
侈
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
大
国
フ
ラ
ン
ス
の
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
廷
に
匹

敵
す
る
出
費
を
か
け
て
」
も
気
に
せ
ず
「
貧
し
い
国
を
凌
辱
す
る
」
（
註
（
1
5
）
）
と

云
わ
れ
た
「
圧
制
者
」
に
対
す
る
詩
人
の
怒
り
も
十
分
に
理
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

　
考
え
て
み
る
に
、
「
十
萬
の
油
燈
」
の
輝
き
（
Ｂ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
と
言
え
ど
も
。

　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
で
「
ひ
そ
や
か
に
光
が
み
ち
る
（
デ
ィ
ー
エ
″
ロ
イ
ヒ

テ
テ
）
」
と
歌
わ
れ
た
「
窓
辺
の
光
」
と
「
月
影
」
の
光
明
（
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
）
の

響
き
の
前
で
は
色
槌
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
哲
学
者
に
よ
り
「
ポ
カ
ン
と

口
を
あ
け
て
見
蕩
れ
る
だ
け
」
（
註
（
８
）
）
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
門
閥
の
宮
殿

や
温
室
庭
園
に
見
ら
れ
る
華
美
に
は
、
心
に
深
く
入
る
内
面
の
幽
玄
霊
妙
な
時
空
も

開
け
な
け
れ
ば
、
星
辰
の
彼
方
へ
と
広
が
る
宇
宙
空
間
も
縁
遠
い
と
言
え
よ
う
。
実

兵
が
脇
役
と
し
て
出
演
し
た
」
と
言
わ
れ
る
大
規
模
な
催
物
が
好
ま
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
八
一
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
｝
節
「
聖
な
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）



一
八
二
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

際
こ
の
権
勢
の
座
た
る
宮
殿
と
て
、
新
た
に
樹
立
さ
れ
た
カ
ン
ト
哲
学
の
殿
堂
ほ
ど

堅
固
な
も
の
で
は
な
｀
く
、
自
由
な
も
の
で
な
い
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
カ
ン
ト
は
僕
た
ち
ド
イ
ツ
人
の
モ
ー
セ
で
あ
り
、
僕
た
ち
を
王
国
エ
ジ
プ
ト
風
の
弛
緩
か

ら
解
き
放
ち
、
自
由
で

力
あ
る
立
法
を
下
す
の

鴇
な
思
弁
哲
学
の
砂
漠
へ
と
連
れ
出
し
、
神
聖
な
山
岳
か
ら
威

一
七
九
九
年
’
一
月
一
日
に
弟
に
宛
て
た
書
簡
で
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
自
国
の
文
化
の

進
む
べ
き
方
向
を
し
か
と
見
定
め
て
い
る
・
す
な
わ
ち
「
自
１
１
田
で
孤
独
」
な
部
首
１
　

１
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸

る
魂
に
こ
そ
、
ド
イ
ツ
丈
化
の
将
来
が
あ
る
と
詩
人
は
見
る
　
０
Ｋ
）
の
こ
と
は
実
際
ブ

Ｊ
Ｉ
ム
ズ
。
や
ニ
1
1
チ
。
エ
な
Ｉ
の
十
九
世
紀
ゼ
イ
ツ
諸
学
芸
の
達
人
た
ち
が
次
第
に
実

質
あ
る
も
の
に
し
て
ゆ
く
。
。
　
　
　
＼
　
～
　
　
　
～
　
　
　
　
ノ
。
。

　
　
　
　
ｒ
　
Ｃ
’
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
７
１
　
　
ｆ
一

一
〇
〇

偉
大
な
る
収
穫
の
日
が
始
ま
り
、

暴
君
の
座
（
T
i
ｒ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｉ
ｈ
ｌ
ｅ
）
は
朽
汽
゛

暴
君
の
奴
隷
（
T
i
ｒ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
ｋ
ｎ
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
）
が
徹
る
と
、

り

わ
が
同
胞
は
英
雄
の
如
く
集
い
、

ド
イ
ツ
の
血
と
ド
イ
ツ
人
へ
の
思
い
が
燃
え
る
。

　
　
　
（
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
自
由
へ
の
讃
歌
」
一
七
九
二
年
、
第
九
八
句

　
　
　
第
一
〇
二
句
）

来
た
る
べ
き
「
収
穫
の
日
」
を
待
望
し
つ
つ
、
十
八
世
紀
当
時
一
世
紀
に
亙
り
一
八

二
九
年
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
「
受
難
曲
」
の
調
べ
を
何
処
と
は
な
く
伝
え
、
や
が
て

誕
生
す
る
「
英
雄
交
響
曲
」
（
一
八
〇
四
年
ブ
の
新
た
な
響
き
と
協
和
し
つ
つ
批
判

哲
学
の
「
不
穏
な
る
精
神
（
（
･
r
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
Ｕ
ｎ
ｒ
ｕ
ｈ
）
」
（
註
（
１
）
）
を
宿
し
、
ヘ

ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
（
一
八
〇
〇
年
－
○
一
年
）
は
深
沈

す
る
内
省
の
淵
に
低
て
、
既
成
特
権
オ
ペ
ラ
文
化
が
「
発
奮
と
解
体
（
Ｇ
ａ
ｈ
ｒ
ｕ
ｎ
ｇ

ｕ
ｎ
ｄ
　
Ａ
ｕ
ｆ
ｌ
６
ｓ
ｕ
ｎ
ｇ
）
Ｊ
な
す
諸
相
の
下
に
「
過
ぎ
去
る
（
ｈ
ｉ
ｎ
w
ｅ
ｇ
）
」
と
心
静
か
に

歌
い
上
げ
た
の
で
あ
る
。

註
　
　
解

〔
一
〕
序
　
論
　
　
ノ
｀
　
　
　
　
。
上

　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
―

【
Ｉ
ブ
　
ー
八
四
一
五
年
－
四
六
年
刊
八
巻
本
フ
ィ
ヒ
テ
全
集
に
拠
る
作
品
冬
　
一
九
七
】

ぐへ・

　
　
牢
、
第
七
巻
、
竺
七
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
¨
‘
　
　
　
　
≒

２
）
　
タ
ユ
″
ツ
（
一
五
八
五
年
－
一
六
七
二
年
）
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
（
一
六
六
五
‘

　
、
。
一
年
１
六
六
年
）
。
‘
　
・
　
　
　
　
。
Ｉ
　
ク
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‘
　
　
　
　
プ
。

（
Ｉ
）
　
・
バ
ｙ
ハ
（
こ
八
八
瓦
年
卜
‘
一
七
五
0
1
年
）
「
マ
タ
す
受
難
曲
」
こ
七
二
九
年
）
　
０
　

・
（
４
）

　
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ン
ー
バ
ッ
ハ
研
究
所
／
ｔ
フ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
ー
バ
ッ
ハ
資
料
館
共
編

「
新
バ
ッ
ハ
全
集
」
第
二
篇
、
第
五
巻
（
一
九
七
三
年
）
所
収
原
典
版
に
依
る

「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
、
音
楽
の
友
社
、
一
九
七
六
年
、
Ｂ
Ｗ
Ｖ
第
十
七
、
叙
唱
、

五
一
頁
－
五
二
頁
。

（
５
）
　
　
一
五
三
四
年
版
「
聖
書
」
原
典
複
刻
写
真
版
（
東
独
レ
ク
ラ
ム
文
庫
）
　
一
九
八

　
　
　
三
年
、
第
二
巻
所
収
「
新
約
聖
書
」
二
〇
頁
左
段
。

（
６
）

（
７
）

/へ

８

心

フマ
　９

　Ｗ

　
デ
ン
ツ
ィ
ン
ガ
ー
編
「
信
仰
と
道
徳
に
関
す
る
定
義
・
宣
言
文
書
原
典
資
料
集
」

第
三
六
版
、
一
九
七
六
年
、
第
一
五
〇
一
条
、
三
六
四
頁
。

　
右
記
（
註
（
６
）
）
「
原
典
資
料
集
」
第
一
五
〇
六
条
、
三
六
五
頁
。

　
右
記
「
原
典
資
料
集
」
第
一
六
〇
三
条
、
五
四
五
頁
。

　
前
掲
（
註
（
５
）
）
　
一
五
三
四
年
版
「
聖
書
」
第
一
巻
、
七
頁
左
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ト
ガ
ル
ト
版
原
典
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
「
創
世
記
」
ヴ
ュ
ル
タ
ム
ベ
ル
ク
聖
書
協
会

刊
、
〕
九
六
九
年
、
一
五
頁
。
一
七
一
五
年
版
二
巻
本
ウ
ル
ガ
ー
タ
聖
書
、
第
一

巻
、
九
頁
。

（
1
0
）
　
右
記
「
原
典
資
料
集
」
第
一
八
五
四
条
、
四
二
四
頁
。

（
Ｈ
）
　
高
橋
克
己
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
－
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
」

　
　
　
〔
二
〕
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
　
㈲
古
典
神
話
の
畏
怖
と
荘
厳
（
高

　
　
　
知
大
学
学
術
研
究
報
告
、
第
三
十
三
巻
、
人
文
科
学
、
一
九
八
五
年
、
五
一
頁
－

　
　
　
五
八
頁
）
参
照
。



（
1
2
）
　
右
記
（
註
（
Ｈ
）
）
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
」
　
〔
三
〕
神
話
の
神

　
　
　
�
最
深
の
親
密
性
（
右
記
研
究
報
告
、
第
三
十
五
巻
、
人
文
科
学
所
収
）
参
照
。

（
1
3
）
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
版
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
、
一
九
四
六
年
―
七
七
年
、
第

　
　
　
二
巻
、
九
三
頁
。
〔
三
〕
閣
（
2
1
）
。

（
1
4
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
三
頁
　
０

（
1
5
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
。
第
四
節
、
第
五
五
句
。

（
1
6
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
三
頁
。
第
六
節
、
第
九
一
句
。
・

（
1
7
）
　
歴
史
批
判
版
作
品
書
簡
集
、
作
品
集
第
四
、
「
救
世
主
」
第
四
巻
、
考
証
資
料

　
　
　
（
第
一
歌
－
第
五
歌
）
　
一
九
八
四
年
、
四
頁
。

（
1
8
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
シ
ラ
ー
全
集
、
第
二
七
巻
、
一
九
五
八
年
、
二
六
頁
。
一
七

　
　
　
九
四
年
八
丹
二
十
三
日
ゲ
ー
テ
宛
書
簡
。

（
1
9
）
　
全
集
、
第
六
巻
一
三
〇
四
頁
。
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
弟
宛
書
簡
一
七
二
。

　
　
‘
〔
三
〕
閣
（
2
0
）
。

ハ

20
八
21

）
　
カ
ン
ト
作
品
集
（
ア
カ
デ
ミ
ー
版
に
依
る
）
、
一
九
六
八
年
、
第
四
巻
、
九
頁
。

）
　
作
品
集
、
第
三
巻
、
十
一
頁
―
十
二
頁
。
「
純
粋
理
性
批
判
」
第
二
版
、
一
七

　
八
七
年
、
序
文
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
私
達
の
認
識
は
全
て
、
様
々
な
る
対
象
に
依
り
樹
立
さ
れ
ね
ば
な

　
　
　
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
　
…
…
私
達
は
こ
う
考
え
る
。
「
諸
対
象
が

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

（

2 9
）

（

3 0
）

　
　
私
達
の
認
識
に
依
り
樹
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
。
　
…
…
か
く
し
て
是

　
　
は
正
に
（
天
動
説
を
覆
し
た
）
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
中
心
思
想
の
血
脈
を
伝
え

　
　
る
こ
と
に
な
る
。

　
作
品
集
、
第
八
巻
、
三
五
頁
。

　
全
集
、
ト
ゥ
ス
ク
ル
ム
古
典
叢
書
、
一
九
五
七
年
、
第
二
部
、
二
五
〇
頁
。

　
作
品
集
、
第
五
巻
、
二
四
〇
頁
。
’
「
判
断
力
批
判
」
（
六
八
）
「
美
的
判
断
力

批
判
」
「
美
の
分
析
」

　
　
美
と
は
、
概
念
に
依
ら
ず
、
或
る
不
可
避
必
然
の
満
足
（
Ｗ
ｏ
ｈ
ｌ
ｇ
ｅ
ｆ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
）

　
　
の
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
五
巻
本
パ
ン
サ
ー
版
全
集
、
一
九
六
五
年
－
七
六
年
、
第
五
巻
、
四
〇
九
頁
。

　
全
集
、
第
二
巻
、
二
〇
二
頁
。
「
ド
イ
ツ
の
歌
」
第
十
七
句
。

　
右
記
「
ド
イ
ツ
の
歌
」
第
二
〇
句
。
二
〇
二
頁
。

　
ハ
ム
ブ
ル
ク
版
作
品
集
、
一
九
八
二
年
、
第
一
巻
、
三
八
四
頁
。
「
情
熱
の
三

部
曲
」
　
一
八
二
七
年
。

　
全
集
、
第
二
巻
、
九
四
頁
。

　
全
集
、
第
二
巻
、
’
九
〇
頁
。

一
八
三
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
・
る
夜
」
そ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

（
3
1
）

（
3
2
）

　
全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

　
全
集
、
第
六
巻
、
三
〇
五
頁
。
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
弟
宛
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

書
簡
一
七
二
。
〔
一
二
〕
ぼ
（
2
2
）
。

　
〔
二
〕
宥
和
の
旋
律

田
　
頭
韻
老
詩
脚

　
（
１
）
　
全
集
、
‘
第
二
巻
、
九
〇
頁
。

　
（
２
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
。

　
（
３
）
　
　
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
版
「
エ
ッ
ダ
」
　
一
九
六
二
年
、
一
頁
。

　
（
４
）
　
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
「
ヴ
ァ
ン
ツ
ベ
ッ
ク
の
使
者
よ
り
」
抄
、
一
九
七
〇
年
、
三

　
　
　
　
三
頁
。
平
凡
社
「
世
界
名
詩
集
大
成
」
第
六
巻
、
一
九
六
〇
年
、
四
三
八
頁
、
轡

　
　
　
　
田
収
訳
。
〔
二
〕
口
（
６
）
。

　
（
５
）
　
作
品
集
、
第
九
巻
、
八
〇
頁
。

　
（
６
）
　
私
は
読
点
～
）
を
隙
と
看
倣
し
て
詩
脚
（
Ｃ
）
に
数
え
入
れ
ヽ
第
二
句
頭
を

　
ド
　
　
ダ
ク
テ
ュ
ロ
ス
（
－
Ｃ
Ｃ
）
と
し
て
読
み
、

ト
ロ
カ
イ
オ
ス
（
ト
Ｃ
）
’
と
は
考
え

　
　
　
　
な
い
。

恋
　
内
省
す
る
魂

　
（
１
）
　
歴
史
批
判
版
、
第
六
巻
、
一
九
七
六
年
、
二
〇
五
頁
。

　
（
２
）
　
歴
史
批
判
版
、
第
六
巻
、
二
Ｉ
一
頁
。

　
（
３
）
　
歴
史
批
判
版
、
。
第
六
巻
、
二
三
四
頁
。

　
（
４
）
　
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
（
〔
一
〕
（
４
）
）
三
〇
〇
頁
。

　
（
５
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
三
九
五
頁
。
一
八
〇
〇
年
夏
母
宛
書
簡
二
〇
八
。

　
（
６
）
　
〔
二
〕
田
（
４
）
　
四
三
八
頁
、
轡
田
収
訳
。

　
（
７
）
　
一
〔
一
〕
（
１
）
。
「
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
」
第
八
講
。

閣
　
生
け
る
静
謐

　
（
１
）
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
版
全
集
に
依
る
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
辞
典
」
第
一
部
「
詩

　
　
　
　
歌
」
　
一
九
八
三
年
、
五
三
五
頁
。

　
（
２
）
　
右
記
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
辞
典
」
五
三
五
頁
。
六
九
三
頁
―
六
九
四
頁
。

　
（
３
）
　
ア
ヅ
シ
ェ
ン
ド
ル
フ
古
典
叢
書
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
一
九
二
九
年
、
五
頁
。

　
（
４
）
　
「
救
世
主
」
考
証
資
料
（
〔
こ
（
1
7
）
）
三
頁
。

　
（
５
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
一
巻
、
一
九
四
三
年
、
四
〇
九
頁
。
一
七
九
九
年



一
八

四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
．
年
度
）
　
人
文
科
学

　
　
‘
　
「
詩
神
年
鑑
」
刊
。

（
６
）
　
作
品
集
、
第
一
巻
、
一
九
九
頁
。

（
７
）
　
「
発
音
辞
典
」
　
一
九
六
二
年
、
六
四
一
頁
。

（
８
）
　
「
独
語
辞
典
」
一
九
六
八
年
、
二
九
五
一
段
。

（
９
）
　
「
大
独
和
辞
典
」
　
｝
九
五
八
年
、
こ
Ｉ
〇
〇
頁
。

（
1
0
）
　
作
品
集
、
第
一
巻
、
［
四
二
頁
。
〔
二
〕
倒
（
1
3
）
。

（
Ｈ
）
　
作
品
集
、
第
｝
巻
、
五
五
五
頁
。

（
1
2
）
　
プ
レ
ヤ
ー
ド
版
全
集
、
第
一
巻
、
一
九
五
九
年
、
一
〇
四
七
頁
。
「
第
五
の
散

　
　
　
歩
」
。
。
　
　
　
　
＼

（
。
1
3
）
　
ア
ル
テ
ミ
ス
記
念
版
、
第
二
三
巻
「
ゲ
ー
テ
対
話
録
」
そ
の
二
、
一
九
五
〇
年
、

　
　
’
七
七
〇
頁
。
〔
二
〕
倒
（
1
0
）
‘
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
。
　
　
’
。

‐
（
1
4
）
　
全
集
、
第
一
巻
、
一
〇
四
五
頁
－
一
〇
四
六
頁
。
岩
波
文
庫
、
今
野
一
雄
訳
、

　
　
　
一
九
六
〇
年
、
八
五
頁
－
八
七
頁
プ
　
ー
　
コ
”
。
』

（
1
5
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
。
〔
こ
・
（
1
5
）
。
＾
＾
　
゛
’
・
。
｀
‐

（
1
6
・
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
二
六
五
頁
。
「
パ
ト
モ
ス
」
初
稿
。

（
1
7
）
　
作
品
集
、
第
一
巻
、
一
五
七
頁
。
和
訳
全
集
、
潮
出
版
社
、
一
九
七
九
年
一
八

　
　
　
二
年
、
第
一
巻
、
一
一
一
頁
、
今
井
寛
訳
。

（
1
8
）
　
作
品
集
、
第
三
巻
、
一
一
〇
頁
。

（
1
9
）
　
作
品
集
、
第
三
巻
、
こ
一
三
頁
。

（
2
0
）
　
全
集
、
第
四
巻
、
一
五
一
頁
。

（
2
1
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
四
〇
七
頁
。
一
八
〇
一
年
一
月
頃
弟
宛
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
書
簡

　
　
　
二
二
二
。
〔
三
〕
口
（
3
4
）
。

（
2
2
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
三
〇
五
頁
。
一
七
九
九
年
一
月
一
日
付
弟
宛
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

　
　
　
書
簡
一
七
二
。
〔
こ
（
3
2
）
。

（
2
3
）
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
　
〔
三
〕
市
民
　
£
３

　
　
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ

　
　
　
（
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
、
第
三
十
二
巻
、
人
文
科
学
、
一
九
八
四
年
、
四
二

　
　
　
頁
－
四
九
頁
）
。
〔
三
〕
田
（
１
）
。

　
〔
三
〕
燈
火
と
松
明

田
　
生
成
と
消
滅

　
（
１
）
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
、
第
三
十
二
巻
、
人
文
科
学
、
一
九
八
四
年
、
二
Ｉ

　
　
　
頁
－
七
〇
頁
。
〔
二
〕
ぶ
（
2
3
）
。

（
２
）
　
例
え
ば
「
生
の
な
か
ば
」
に
関
し
て
私
は
別
論
、
西
欧
の
夜
１
「
乏
し
き
時

　
　
　
代
」
　
〔
一
〕
明
鏡
と
水
底
－
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
生
の
な
か
ば
」
論
（
高
知
大
学

　
　
　
学
術
研
究
報
告
、
第
三
十
四
巻
、
人
文
科
学
、
一
九
八
六
年
、
九
五
頁
－
一
四
〇
頁
）

　
　
　
に
お
い
て
、
こ
の
短
詩
理
解
の
要
と
な
る
詩
歌
象
徴
「
明
鏡
（
ハ
ィ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ

　
　
　
テ
ル
ッ
）
」
を
、
在
来
の
研
究
の
説
く
よ
う
な
「
黄
金
の
中
庸
」
に
お
い
て
は
見

　
　
　
ず
、
む
し
ろ
「
正
法
眼
蔵
」
で
道
元
が
云
う
「
忽
遇
明
鏡
来
時
如
何
―
百
雑
砕
」

　
　
　
と
「
鏡
也
自
隠
」
の
真
諦
に
お
い
て
も
掴
も
う
と
努
め
、
「
悲
劇
の
誕
生
」
（
ニ
ー

　
　
　
チ
エ
）
の
主
旨
を
此
所
に
お
い
て
屯
詩
歌
読
解
の
礎
と
し
た
。

（
３
）
　
「
丸
く
収
ま
っ
た
芸
術
作
品
」
は
ゲ
ー
テ
文
学
を
評
し
て
、
ハ
イ
’
ネ
が
「
ロ
マ

　
　
ｊ
ン
派
」
（
世
紀
記
念
版
全
災
、
第
八
巷
、
「
九
七
二
年
、
三
五
頁
）
で
述
べ
た
言

　
　
’
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
「
『
パ
ｙ
と
ぶ
ど
う
酒
」
と
の
関
連
に
・
’
つ
い
て
は
、
私
の
別
　

　
．
　
論
「
ヘ
ル
’
ダ
ー
リ
．
ン
の
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
」
（
〔
こ
。
（
‥
ｎ
）
）
　
〔
こ
・
シ
ラ
ｊ
の

　
　
　
問
題
提
起
　
咄
理
想
と
人
生
（
二
二
頁
－
二
六
頁
）
参
照
。
，
　
　
　
　
’
．

（
４
）
　
ヘ
ル
ダ
４
リ
ン
’
「
詩
歌
精
神
の
方
法
論
」
（
｝
七
九
九
年
）
。
全
果
、
第
四
巻
、

ぼ
　
燈
火
と
月
影

　
（
Ｏ
）
　
こ
の
反
省
の
機
因
は
、
一
九
八
五
年
五
月
二
十
五
日
（
土
曜
）
に
高
知
大
学
人

　
　
　
　
文
学
部
で
会
催
さ
れ
た
日
本
十
八
世
紀
学
会
第
七
回
大
会
に
お
い
て
、
筆
者
が

　
　
　
　
「
松
明
と
燈
火
」
と
題
す
る
口
頭
発
表
を
成
し
た
折
に
、
司
会
を
勤
め
て
い
た
だ

　
　
　
　
い
た
南
大
路
振
一
教
授
（
大
阪
市
立
大
学
）
に
よ
る
御
批
判
と
御
指
導
に
拠
る
。

　
　
　
　
註
み
に
先
生
は
後
述
の
ア
ー
デ
ル
ン
グ
と
カ
ム
ペ
の
ド
イ
ツ
語
辞
典
に
あ
る
当
該

　
　
　
　
の
箇
所
を
わ
ざ
わ
ざ
複
写
し
て
郵
送
で
お
送
り
下
さ
り
、
私
か
話
題
の
Ｃ
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
-

　
　
　
　
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
＞
に
つ
い
て
再
考
す
る
機
を
与
え
て
下
さ
れ
た
。
此
所
で
学
恩
に
対
し
深
く

　
　
　
　
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
（
１
）
　
「
パ
。
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
冒
頭
の
都
市
像
（
〔
二
〕
閣
（
2
3
）
）
　
〔
三
〕
市
民

　
　
　
　
£
３
　
Ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
　
四
六
頁
。

　
（
２
）
　
「
ド
イ
ツ
語
中
型
辞
典
」
九
一
頁
。

　
（
３
）
　
「
ド
イ
ツ
語
中
型
辞
典
」
　
一
八
八
頁
。

　
（
４
）
　
右
記
「
冒
頭
の
都
市
像
」
論
（
註
（
１
）
）
四
三
頁
。

　
（
５
）
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
、
「
月
」
（
第
十
四
句
）
「
夜
」
（
第
十
五
句
）

　
　
　
　
「
星
辰
（
の
輝
き
）
に
満
ち
た
（
夜
）
」
（
第
十
六
句
）
。
全
集
、
第
二
巻
、
九
〇

　
　
　
　
頁
。
’



（
６
）
　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
女
は
全
て
こ
う
し
た
も
の
さ
」
一
七
九
〇
年
。

（
７
）
　
独
英
対
訳
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
歌
・
断
片
集
、
一
九
八
〇
年
、
二
四
三
頁
。
、

（
８
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
－
九
二
頁
。

（
９
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
オ
イ
デ
ィ
プ
１
１
ス
ヘ
の
註
解
」
（
一
八
〇
四
年
）
第
三
章
。

　
　
　
全
集
、
第
五
巻
、
二
〇
一
頁
。

（
1
0
）
　
ア
ー
デ
ル
ン
グ
再
版
、
複
刻
一
九
七
〇
年
、
第
一
巻
、
八
四
二
段
。
‘

（
1
1
）
　
右
記
再
版
、
第
一
巻
、
】
九
一
七
段
。

（
1
2
）
　
カ
ム
ペ
第
一
巻
、
三
修
社
複
刻
一
九
六
九
年
。
四
四
九
頁
（
註
（
1
0
）
相
当
）
。

　
　
　
九
八
九
頁
（
註
（
Ｈ
）
相
当
）
。

（
1
3
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
四
頁
。
第
一
二
二
句
。

（
1
4
）
　
作
品
集
、
第
三
巻
、
三
五
七
頁
。

（
1
5
）
　
「
パ
ト
モ
ス
」
初
稿
冒
頭
。
全
集
、
第
二
巻
、
一
六
五
頁
。
〔
二
〕
閣
（
1
6
）
。

（
1
6
）
　
詩
歌
全
集
（
プ
レ
ヤ
ー
ド
版
）
　
一
九
六
二
年
、
三
二
六
頁
－
三
二
七
頁
。
一
八

　
　
　
八
二
年
作
。

（
1
7
）
　
「
婚
礼
前
の
エ
ミ
ー
リ
ア
」
第
三
〇
句
。
全
集
、
第
一
巻
、
二
七
八
頁
。

（
1
8
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
四
頁
。

（
1
9
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
二
〇
二
頁
。
〔
こ
（
2
6
）
。

（
2
0
）
　
「
マ
タ
イ
受
難
曲
」
（
〔
一
〕
（
４
）
）
二
五
七
頁
－
二
五
八
頁
。

（
2
1
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
九
三
頁
。
〔
こ
（
1
3
）
。

（
2
2
）
　
詳
述
は
「
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
」
（
〔
一
〕
（
1
2
）
）
　
〔
三
〕
神
話
の
神
�

（
2
3
）
　
記
念
版
（
〔
二
〕
倒
（
1
3
）
）
第
十
一
巻
、
一
九
五
〇
年
、
九
一
四
頁
。
語
彙

　
　
　
に
関
し
て
は
、
こ
の
記
念
版
に
依
る
「
ゲ
ー
テ
引
用
句
辞
典
」
（
一
九
六
八
年
）

　
　
　
一
八
二
頁
参
照
。

（
2
4
）
　
　
一
九
二
五
年
刊
二
十
五
部
「
作
品
集
」
　
一
九
七
〇
年
複
刊
、
第
六
巻
（
第
七
部
）

　
　
　
「
学
者
の
吟
味
」
独
訳
へ
の
序
、
六
九
頁
。
註
（
2
7
）
ま
で
は
、
語
彙
索
引
（
第

　
　
　
二
五
巻
）
の
一
一
〇
頁
参
照
。

（
2
5
）
　
作
品
集
、
第
五
巻
（
第
五
郎
）
「
ハ
ム
ブ
ル
グ
演
劇
論
」
十
一
　
（
一
七
六
七
年

　
　
　
六
月
五
日
）
六
五
頁
。

（
2
6
）
　
作
品
集
、
第
八
巻
（
第
一
〇
部
）
「
エ
ペ
ソ
ス
の
婦
人
」
第
四
場
、
二
九
一

　
　
　
頁
。

（
一
訂
）
　
作
品
集
、
第
十
｝
巻
（
第
十
三
部
）
三
二
四
頁
。

（
2
8
）
　
「
ド
イ
ツ
語
辞
典
」
第
一
巻
（
註
（
1
2
）
）
九
八
九
頁
。
　
　
　
　
　
　
い
　
’

（
2
9
）
　
再
版
（
註
（
1
0
）
）
第
一
巻
、
一
九
一
七
段
。

（
3
0
）
　
　
一
八
〇
三
年
十
二
月
付
ヴ
ィ
ル
マ
ン
ス
宛
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
書
簡
二
四
三
。
全
集
、

一
八

五

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
一
節
「
聖
な
る
夜
」
ぞ
の
Ｉ
　
（
高
橋
）

ヽ－

　
　
　
第
六
巻
、
四
三
六
頁
。

　
（
3
1
）
　
作
品
集
、
第
三
巻
、
三
六
四
頁
。

　
（
3
2
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
省
察
」
。
全
集
、
第
四
巻
、
二
三
三
頁
。

　
｡
（
3
3
）
　
ラ
ン
グ
ン
「
ド
イ
ツ
敬
虔
主
義
の
語
彙
」
（
一
九
五
四
年
）
に
は
＜
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
ｎ
＞

　
　
　
　
に
関
し
て
、
「
人
間
の
魂
に
神
の
恵
み
が
働
き
か
け
る
の
を
記
す
た
め
に
宗
教
性

　
　
　
　
を
造
形
化
す
る
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
使
わ
れ
る
自
明
の
暗
喩
（
ぼ
Ｑ
Ｆ
孚
～
）
」

　
　
　
　
と
説
明
が
あ
り
、
「
わ
が
光
（
に
Ｉ
こ
よ
１
・
　
わ
れ
に
光
明
を
（
ｅ
ｒ
l
e
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ

　
　
　
　
ヨ
i
c
己
）
と
云
う
、
先
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
例
（
註
（
1
4
）
）
と
同
類
の
用
法

　
　
　
　
が
四
四
頁
に
挙
げ
て
あ
る
。

　
（
3
4
）
　
　
一
八
〇
一
年
一
月
頃
弟
宛
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
書
簡
二
二
二
。
全
集
、
第
六
巻
、

　
　
　
　
四
〇
七
頁
。
〔
二
〕
ぼ
（
2
1
）
。

ぼ
　
発
酵
と
解
体

　
（
１
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
、
第
一
巻
、
二
三
八
頁
。

　
（
２
）
　
全
集
、
第
一
巻
、
三
〇
一
頁
。
和
訳
全
集
、
河
出
書
房
新
社
、
。
一
九
六
六
年
丿

　
　
　
　
六
九
年
、
第
一
巻
、
三
三
六
頁
、
手
塚
富
雄
訳
。

　
（
３
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
六
巻
、
一
九
七
三
年
、
一
九
〇
頁
。
同
全
集
、
第

　
　
　
　
七
巻
、
第
一
分
冊
、
一
九
七
四
年
、
五
一
四
頁
。

　
（
４
）
　
右
記
第
六
巻
、
一
八
九
頁
。
第
七
巻
、
第
一
分
冊
、
五
一
四
頁
。

　
（
５
）
　
全
集
、
第
四
巻
、
六
二
頁
。

　
（
６
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
多
島
海
」
第
七
二
句
。
全
集
、
第
二
巻
、
一
〇
五
頁
。

　
（
７
）
　
全
集
、
第
一
巻
、
二
九
頁
－
三
〇
頁
。
和
訳
全
集
、
第
一
巻
、
三
六
頁
上
二
七

　
　
　
　
頁
、
今
井
寛
訳
。

　
（
８
）
　
作
品
集
、
第
五
巻
、
二
〇
四
頁
－
ニ
○
五
頁
。

　
（
９
）
　
本
城
靖
久
「
十
八
世
紀
パ
リ
の
明
暗
」
新
潮
選
書
、
一
九
八
五
年
二
四
二
頁
。

　
（
1
0
）
　
第
六
巻
「
バ
ー
デ
ン
ー
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
」
　
一
九
六
五
年
、
六
五
七
頁
。

　
（
1
1
）
　
「
ド
イ
ツ
十
八
世
紀
の
文
化
と
社
会
」
三
修
社
、
一
九
八
四
年
、
四
三
七
頁
、

　
　
　
　
垣
本
知
子
訳
。

　
（
1
2
）
　
興
味
深
い
こ
と
に
丁
度
こ
の
時
期
、
少
年
シ
ラ
ー
は
父
の
大
尉
と
と
も
に
ル
ー

　
　
　
　
ド
ヴ
ィ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
ヘ
と
一
七
六
六
年
に
転
居
し
、
そ
の
後
一
七
七
三
年
に
シ
ュ

　
　
　
　
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
カ
ー
ル
学
院
へ
と
強
制
入
学
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
、
こ
の
離
宮

　
　
　
　
所
在
地
に
留
ま
り
、
士
官
た
る
父
に
連
れ
ら
れ
て
無
料
で
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
ス
ブ
ル

　
　
　
　
ク
歌
劇
場
の
催
物
を
見
物
し
て
い
る
。

　
（
1
3
）
　
全
集
、
第
一
巻
、
四
〇
頁
。
和
訳
全
集
、
第
一
巻
、
四
八
頁
、
高
岡
和
夫
訳
。



一
八
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

（
1
4
）
　
全
集
、
第
六
巻
、
二
二
九
頁
。
一
七
九
七
年
一
月
十
日
付
エ
ー
ベ
ル
宛
ヘ
ル
ダ
ー

　
　
　
リ
ン
書
簡
一
三
二
。
註
（
2
4
）
参
照
。

（
1
5
）
　
全
集
、
第
一
巻
、
三
八
頁
。
和
訳
全
集
、
第
一
巻
、
四
六
頁
、
高
岡
和
夫
訳
。

。
（
1
6
）
　
選
集
、
ガ
リ
マ
ー
ル
版
イ
デ
ー
叢
書
、
哲
学
一
五
九
、
一
九
六
八
年
、
八
〇
頁

　
’
／
八
三
頁
。

’
（
1
7
）
　
古
典
ド
イ
ツ
哲
学
に
関
し
て
は
、
ハ
イ
ネ
の
名
著
「
ド
イ
ツ
宗
教
・
哲
学
史
考
」
‘

　
　
　
（
和
訳
「
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
本
質
」
岩
波
文
庫
）
に
、
そ
の
哲
学
革
命
の
意
義

　
　
　
が
的
確
で
詩
才
あ
る
筆
致
で
論
述
し
て
あ
る
。

（
1
8
）
　
パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
・
Ｉ
「
モ
・
Ｉ
ツ
ア
ル
ト
」
第
五
版
、
一
九
四
五
年
、
二
二
三
頁

　
　
　
に
引
用
。
興
味
深
い
こ
と
に
フ
テ
ン
ス
の
当
時
の
著
名
な
音
楽
家
ル
ツ
ー
も
同
じ

　
　
　
よ
う
に
パ
’
リ
の
音
楽
に
つ
い
て
批
評
し
て
い
る
。
「
こ
。
の
音
楽
に
つ
い
て
は
何
恚
ダ

　
。
申
し
上
げ
ま
す
ま
い
・
。
あ
な
た
が
よ
く
ご
存
じ
で
す
り
し
か
し
、
あ
な
た
に
は
と
。

　
。
て
も
ご
想
像
に
な
れ
そ
う
も
な
い
。
も
の
は
、
上
演
中
。
に
劇
場
を
恚
ど
ろ
か
す
物
凄
ｌ
ｙ

。
・
　
い
叫
喚
ミ
長
々
し
い
咆
啼
で
す
。
・
見
て
い
ま
ず
と
、
女
優
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
痙
撃

　
　
　
を
起
こ
さ
ん
ば
か
り
に
な
っ
て
、
握
り
拳
を
胸
に
当
て
、
頭
を
う
し
ろ
に
の
け
ぞ
‘
’
‘

　
　
　
ら
し
、
顔
を
火
と
燃
や
し
、
血
管
を
膨
れ
上
ら
せ
、
胃
の
勝
を
波
打
た
せ
な
が
ら
、
‐

　
　
　
あ
の
金
切
声
を
肝
臓
か
ら
荒
々
し
く
引
張
り
出
す
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
眼
と
耳

　
　
　
の
ど
ち
ら
が
Ｉ
そ
う
不
愉
快
に
苦
し
め
ら
れ
る
の
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
で
す
。

　
　
　
彼
女
ら
の
努
力
が
見
る
者
を
苦
し
め
る
程
度
は
、
彼
女
ら
の
歌
が
聴
く
者
を
苦
し

　
　
　
め
る
の
と
同
じ
な
の
で
す
が
、
最
も
不
可
解
な
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
叫
喚
だ

　
　
　
け
が
観
客
の
喝
采
を
買
う
こ
と
で
す
。
観
客
の
拍
手
を
聞
き
ま
す
と
、
ま
る
で
耳

　
　
　
の
遣
い
人
が
所
々
で
幾
つ
か
の
鋭
い
音
を
聴
き
取
れ
る
の
が
嬉
し
く
て
な
ら
ず
、

　
　
　
役
者
た
ち
に
ま
す
ま
す
そ
の
音
を
烈
し
く
せ
よ
と
励
ま
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に

　
　
　
思
わ
れ
る
く
ら
い
で
す
。
わ
た
し
と
し
ま
し
て
は
、
オ
ペ
ラ
座
で
女
優
の
叫
び
声

　
　
　
が
喝
采
さ
れ
る
の
は
市
で
香
具
師
の
力
技
が
喝
采
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
な
の
だ
と

　
　
　
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
受
け
る
感
じ
は
不
愉
快
で
痛
ま
し
く
、
叫
び
声
の
続
い
て

　
　
　
い
る
あ
い
だ
観
客
は
切
な
い
思
い
を
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
故
障
も
な
く
終
了

　
　
　
す
る
の
を
見
る
と
非
常
に
満
足
し
て
、
快
く
そ
の
喜
び
を
表
明
す
る
わ
け
な
の
で

　
　
　
す
。
」
（
岩
波
文
庫
「
新
エ
ロ
イ
ー
ズ
」
第
二
巻
、
安
士
正
夫
訳
、
一
九
六
〇
年
、

　
　
　
一
六
五
頁
。
プ
レ
ヤ
ー
ド
版
全
集
、
第
二
巻
、
一
九
六
四
年
、
二
八
五
頁
）

（
1
9
）
　
’
‐
右
記
（
註
（
1
8
）
）
岩
波
文
庫
、
第
二
巻
、
一
六
〇
頁
。
右
記
全
集
、
第
二
巻
、

　
　
　
二
八
一
頁
。

（
2
0
）
　
右
記
岩
波
文
庫
、
第
二
巻
、
一
六
七
頁
。
右
記
全
集
、
第
二
巻
、
二
八
六
頁
。

（
2
1
）
　
作
品
集
、
全
六
部
二
巻
本
一
九
一
四
年
版
に
依
る
複
刻
、
一
九
七
四
年
、
第
一

（
2
2
）

（
2
3
）

一
（
2
4
）

部
、
六
頁
－
七
頁
。

　
全
集
、
第
六
巻
、
三
〇
四
頁
。
〔
こ
（
1
9
）
。

　
全
集
、
第
一
巻
、
一
四
二
頁
、

　
全
集
、
第
六
巻
、
二
二
九
頁
。
一
七
九
七
年
一
月
十
日
付
エ
ー
ベ
ル
宛
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
書
簡
一
三
二
。
註
（
1
4
）
参
照
。

（
昭
和
六
〇
年
・
一
九
八
五
年
九
月
二
四
’
日
受
理
）

（
昭
和
六
一
年
・
一
九
八
六
年
二
月
二
八
日
発
行
）
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19)Rousseau 。La nouvelle Heloise”　Ｉ工。23.Brief：　op.　ｃｉか　Bd.2.　S.285.

　。Ｌ゛Opera de Paris passe
ａ
Paris pour le spectacle le plus pompeux, le

　　plus voluptueux, le plus admirable ｑｕ゛inventa jamais l'art humain.二‥

　　１ａ musique fran^oise se maintient par une inquisition tres severe, et la

　　premiere chose qu'on insinue par forme de lecon ａ tous les etrangers qul

　　viennent dans ce pays, c゛est que tous les etrangers conviennent qu'il

　　ｎ゛ｙ ａ rien de si beau dans le reste du monde que 1'Opera de Paris.”

20),･La ｎｏｕ゛elle Heloise" II.　ＸＸＩ工工五〇ｐ．　ｃｉ!Ｅ．　Bd.2°S.286°。　。。　・。

　。Tous les talens ne sont pas donnes aux memes hommes, e七en general le

　　Francois paroit etre de tous les peuples de １゛Europe celui‘ qui ａ le

　　moins ｄ゛aptitude ａ la musique;　Milord Edouard pretend que les Anglois

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　・　　en ont aussi peu;　mais la difference est que ceux-ci le savent et ne

　　ｓ゛ｅりsoucient guere, au lieu que les Frangois renonceroient a mille

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　八　　justes droits, et passeroient condannation sur toute autre chose, plutot

　　ｑｕｅ‘de convenir ｑｕ゛ｉｌｓ‘ne sont pas les premiers musiciens du monde."

21)Kerner,　Justinus 。Das Bilderbuch aus meiner Knabenzeit”(1849)：　Werke.

Nachdruck der Ausgabe Berlin (Deutsches Verlagshaus Bong) 1914. 6 Teile in

2 Banden. Hildesheim. 01ms. 1974. Bd.l. l.Teil. S.6-7.

　。So fanden in der dem Schlosse gegeniiber gelegenen Favorite ｄｉｅ･ｕｎ･geheu-

　　ersten Feuerwerke statt, mit einem Aufwande, der dem am Hofe von Ver-

sailles gleichsam. ●●●●● ein ungeheures Gebaude von Glas　　　。‥‥

Der ganze Garten bildete ein frisches Blatterwerk. Mehr als ３０Bassins

spritzten ihre kuhlen Wasser, und １０００００Glaslampen, die nach oben ei-

nen prachtvollen Sternenhimmel bildeten, beleuchteten nach unten die

schbnsten Blumenbeete. In diesem Zaubergarten nun wurden die grofiartig-

sten Spiele, dramatische Darstellungen und Ballette und Tonstucke von

den grb3ern Meistern damaliger Zeit ausgefuhrtぐ’

22)Holderlin.　BI｀｡172 8り。den Brude゛(1.1.1799)：　StA,6. 304(1. 19)。

23)Hblderlin 。Hymne an die Freiheit”(1792) V.97-104トStA １ご142.

　　Dann am siJBen heiflerrungnen Ziele,

　　Wenn der Erndte groBer Tag beginnt,

　　Wenn verbdet die TirannenstUhle,

　　DieTirannenknechte Moder sind,　　　　　　　　　１００

　　Wenn im Heldenbunde meiner Briider

　　Deutsches Blut und deutsche Liebe gluht;

　　Dann, o Himmelstochter!　sing゛ich wieder,
１Ｐａ　　・

　　Singe sterbend dir das lezte Lied.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。，

24)Holderlin. Br.l32 an EbeKlO.1.1797)：　StA 6. 229-230

　。Und was das Allgemeine betrift,　so hab* ich Einen Trost,　dafi netnlich jede

　　Gahrung und Auflbsung entweder zur Vernichtung Oder zu neuer Organisation

　　nothwendig fUhren mufl. Aber Vernichtung giebts nicht, also mufl die Jugend

　　der Welt aus unserer Verwesung wieder kehren. Man kann wohl mit GewiBhei七

　　sagen, daB die Welt noch nie so bunt aussah, wie jezt. Sie ist eine unge-

　　heure Mannigfaltigkeit von Widersprlichen und Kontrasten. Altes und Neues！

●●●●● Dieser Chrakter des bekannteren Theils des Menschengeschlech七ｓ

ist gewiB ein Vorbote auBerordentlicher Dinge・Ich glaube an eine kunfti-
８ｅRevolution der Gesinnungen und Vorstellungen, die alles bisherige
schaamroth machen wird. Und dazu kann Deutschland vieleicht sehr viel
beitragen.　Je stiller ein Staat aufwachst, urnso herrlicher wird er, wenn
er ｚｕｉヽReifekbmmt. Deutschland ist still, bescheiden, es wird viel ge-
dacht, viel gearbeitet, und gro3e Bewegungen sind in den Herzen der Ju-
gend, ohne daB sie in Phasen ubergehen wie sonstwo. Viel Bildung, und
noch unendlich mehr!　bildsamer Stoff! － Gutmutigkeit und FleiB, Kindheit
des Herzens und Mannlichkeit des Geistes sind die Elemente, woraus ein
vortrefliches Volk sich bildet. Wo findet man das mehr, als unter den
Deutschen? Freilich hat die infame Nachahmerei viel Unheil unter sie ge-
bracht, aber je philosophischer sie werden, urn so selbststandiger.”



1 Neues･SchloB

２ Altes SdiloB

３ Kanzleigebaude

４ Prinzenbau

５ Sttftskirche

６ Rattiaus
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14 Rei七Ｓｃｈ叫e,jetzt Konigsbau

15 Opeitihaus

lDBoehn, Max： Deutschland im １８．Jahrhundert. Die Aufklarung. Berlin.

Askanischer Verlag.　1922.　　　　　　　　　　　　　　　，ｊ　・

12)Schiller in Ludwigsburg(1766-1773)　　し　バ”，

13)Holderlin 。Die Demuth” 2.Str-3.Str. V.5-12：StA l; 40.

　　Hort, grbfire, edlere der Schwabensbhne！　　　　　　　5ニ　ヘ

　　In welchen noch das Kleinod Freiheit pocht,　　＼

　　Die ihr euch keines reichen Ahnherrn Miene,

　　Und keiner Furstenlaune unterjocht.　　．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ７　　　　　　　１１
．：

　　Geschlecht von ｏｂｅｎ!　Vaterlandeskronen!　　　　　　Ｉ‘　　　　　　，

　　Nur euch bewahre Gott vor Ubermuth！　　　　　　　　　１０

　　○!　Bruder!　der Gedanke soil uns lohnen,　　”　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　１　　工ｎHermann brauflte kein Despotenblut.　　　　　　　　　‥．

14)Hblderlin. Br.l32 an EbeldO.1.1797)：StA.6. 229.･

　^^Ich glaube an eine kUnftige Revolution der Gesinnungen und Vorstellungs-

　　ａｒ七en,die alles bisherige schaamroth liiachen ｗｉｔヽｄ．”．

15)Hblderlin 。Die Ehrsucht” 3.Str. V.9-12：　ＳｔＡ･■1,･ａ８．

　　Urnwie Kbnige zu pralen, schanden　　　　　　　　　　　　　　。

　　Kleinre WUtriche ihr armes Land;　　１０　　１，

　　Und urn feile Ordensbander wenden　　　　ヶ　’．　　　・

　　Rathe sich das Ruder aus der Hand.　　　＼　‘．”.

16)Saint-Just ,,Discours prononce le １３ riovembre 1790ヶconcernant le jugement

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆde Louis XVI"：　Oeuvres choisies. Collection Idees. ･Pari･s. Gallimard. 1968.

　,,Tou七roi est un rebelle et un usurpateur.”(‘S.80)

　。Louis ａ combattu le peuple：　１１ est vaincu.･Ｃ゛発ｓもun barbare, ・・・・・
　　il regardait les citoyens comme ses esclaves"(S.83)

17)Heine 。Zur Geschichte der Religion und Philosophie in Deutschland"

18)Paumgartner, Bernhard： Mozart. Zurich. Atlantis. 5.Aufl. 1945. S.223.

　。Wenn nur die verfluchte franzbsische Sprache nicht so hundsfbttisch zur

　　Musique ware!　Das ist was Elendes！　Die teutsche ist noch gottlich dage-

　　gen.　Und dann erst die Sanger und SangerinneりＩ　Man sollte sie gar nicht

　　so nennen, denn sie singen nicht, sondern sie schreien･, heu工en - und

　　zwar aus vollem Halse,　aus der Nase und Ｇりreelﾊﾞ¬Ｄ工己Franzosen sind und

　　bleiben halt Eseln. Sie kbnnen nich七ｓ．”

Vgl. Rousseau 。Julie ou la nouvelle Heloise･' 11. Parti e.,｡χχ工.II:　OEuvres

coiiiDletes(II(3)12). Bd.2, 1964. S.285.　　　　　　ト

　。Je　ne vous parlerai point de cette Musique;ﾚvous la connoissez.　Mais ce

　　dont vous ne sauriez avoir ｄ゛idee, ce sontﾌﾞ工己ｓ cris ･affreux, longs mu-

　　gissements　dont retentit le theatre durant la representation. On voit

　　les Actrices presque en convulsion, arracher avec violence ces glapisse-

　　mens de leurs poumons, les poings fermes ｃｏｎ七rela poi七rine, la tete en

　　arriere, le visage enflamme, les vaisseaux gpnfles,！'ｅＳ七〇mac pantelant;

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ　　　　　　　　　　　ｆ　　on ne sait lequel est le plus desagreableitient･affecte de １゛oeil ou de

　　l'oreille;　leurs efforts font autant souffrir ceux qui les regardent,

　　que leurs chants ceux qui les ecoutent, et ce qu'i工ｙ ａ de plus inconce-

　　vable est que ces hurlemens sont presque la･ seule chose ｑｕ゛applaudissen七

　　les spectateurs. A leurs batemens de mains on 。工esprendroit pour des

　　sourds charmes de saisir par-ci par-la quelques sons・pergans, e七qui
veulent engager les Acteurs

ａ
les redoubler.

　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

　　　,１１　　　’　゛●
■　　　Ｓ

Pour moi , je suis persuade

qu on applaudit les cris ｄ!une Actrice ａ･1'Opera comme les tours de

force　d'un bateleur
ａ
la foire：　１ａsens･ａﾋﾟtionen･est deplaisante et pe-

nible:　on souffre tandis ｑｕ゛ilsdurent, mais･on est si aise de les voir

finir sans accident qu'on en marque volontiers sa joye.”



工工工(3)6-1０

　6)Hblderlin 。Der Archipelagusり V.72-75：　StA 2. 105.

　　Siehe！　da lbste sein Schiff der fernhinsinnende Kaufmann,

　　Froh, denn es wehet゛auch ihm die beflugelnde Luft und die Ｇ６七七ｅ『

　　Liebten so, wie den Dichter, auch ihn;　dieweil er ｄｉｅ･guten

　　Gaaben der Erd' ausglich und Femes Nahem vereinte.　　　　　　　　　　　７５

　7)Holderlin 。Auf einer Haide geschrieben” V.22-33：　Ｓ七A 1. 29-30.

　　War' ich doch ewig fern von diesen Mauren des Elends,

　　Diesen Mauren des Trugs！ 一 Es blinken der Riesenpallaste　　　　　　　　　‥

　　Schimmernde Dacher herauf, und ‘die Spizen der alternden Tiirme

　　Wo so einzeln stehn die Buchen und Eichen;　Es tonet　　　　　　　　　　２５

　　Dumpf von) Tale herauf das hbfische Waagengerassel　　　　　　　ｊ　　　　　　　'

　　Und der Huf der prangenden Rosse一一Hoflinge！　bleibet,

　　Bleibet immerhin in eurem Waagengerassel,　　　　　グ

　　BUkt euch tief auf den NarrenbUhnen der Riesenpallaste,

　　Bleibet immerhin！ 一 Und ihr, ihr edlere, kommet!　　　　　　　　　　　　３０　　　･．

　　Edle Greise und Manner, und edle Junglinge,・kommet！｀

　　Lafit uns Hutten baun － des achten germanischen Mannsins

　　Und der Freundschaft HUtten auf meiner einsamen Haide.

　8)Kant 。Kritik der Urtheilskraft” ：　WerkeCl. 20) Bd.5. S.204-205.

　。Wenn mich jemand fragt, ob ich den Palast, den ich vor mir sehe, schdn

　　finde, so mag ich zwar sagen：　ich liebe dergleichen Dinge nich七, die bl.os

　　fur das Angaffen gemacht sind, Oder, wie jener Irokesische Sachem, ihm

　　gefalle in Paris nichts besser als die GarkUchen:　ich kann noch uberdem

　　auf die Eitelke･it der GroBen auf gut Rousseauisch schmalen, welche den

　　SchweiB des Volks ａｕｆ･so entbehrliche Dinge verwenden;　ich kann mich end-

　　lich gar leicht uberzeugen, daB, wenn ich mich auf einem ｕｎｂｅｗｏｈｎ七enEi-

　　lande ohne Hoffnung jemals wieder zu Menschen ｚｕ'kommen befande, und ich

　　durch meinen bloBen Wunsch ein solches Prach七gebaude hinzaubern ･konnte‘，

　　ich mir auch nicht einmal diese Muhe darum geben wiirde, wenn!ich schon

　　eine Hutte hatte, die mir bequem genug･ware."　・

　9)Mercier, Louis-Sebastien：　Tableau de Paris. Amsterdam. 1782-88. Neu-

druck：　Geneve. Slatkine. 1979.

10)Ｈａｎｄｂｕｃｈder historischen Statten Deutschlands. B(J.6：　Baden-Wur七七emberg｡

Stuttgart. Kroner. 1965. S.657.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧　　／　　　　　　Ｉ]:Ki2)2A-{‘３)５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｔ　ゝ　ゝｉ　１｢
　,,Mit den allzugroben aber. welche so bescねaffenにsind, daS sie ibei der ・

　　jetzt weit erleuchtetern Zeit gleich in die Augenハfallen und daher der

　　KUrze wegen hier ubergangen werden, wird man Mitleiden haben｡”１

25)Lessing： Werke. Bd.5(5.Teil). S.65：。Hamburgiscねｅ Dramaturgle” 11.stuck.

5.6.1767。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　フ。

　。dafl man an Gespenster nicht mehr glaube‘ urid dafi (!ｉｅ∧Erscheinung der Toten

　　in den Augen einer erleuchteten Nation, nicht anders als kindlsch sein

　　konne."　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。。

26)Lessing： Werke. Bd.8(10.Teil). S.291： 。Die Mafrohe von Ephesus" 4.Auf-

tritt.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　ノ

　。Erleuchtu｢ｌｇ? Wenn diese Fackel nur einen Gegehstand erieuchtet!”

27)Lessing：　Werke. Bd.11(13.Teil). S.324：　。Des Abts Dubos Ausschweifung von

den theatralischen Vorstellungen der Alten”　　。　｀

　。Das Tageslicht, wie ich bald sagen werde, welches die alte BUhne erleuch-

　　ten muBte, konnte sie nicht so helle machen'.　４ｉｓ･es unsre theatralische

　　Erleuchtungen　tun kbnnen.” Vgl. Wortregister(Bd.25). S.llO： 24)-27)。

28)Campe(III(2)12) Bd.l. S.989.　　　　∧＜ニヘ　　　　　。

　。In engerer Bedeutung, mit vielen LichternﾝOder Lampen hell machen (illu-

　　miniren)。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒　　　　　　　　　"

29)Adelung(II工(2)10) Bd.l. Sp.l917.　　　｀／　　･，

　。工ｎengerer Bedeutung,　mit vielen Lichtern Oder Lampりｎ ･･helle machen, illu-

　miniren.”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'●／

30)Hblderlin. Br.243 an Wilmans(Dez. 1803): StA 6. 436.

　。Ubrigens sind Liebeslieder immer miider Flug, denn so weit ｓｉｎりwir noch

　　immer, troz der Verschiedenheit der Stoffe:.ein･anders ist das hohe und

　　reine Frbhloken vaterlandischer Gesange.”

31),,Faust”, CHORUS MYSTICUS'(V.12104-12111)：Ｉ HA ３． ,364.

32)Holderlin 。Reflexion”： StA 4.233・　　イ＼　　　=ｌ

　。Man kann auch in die Hbhe fallen,　so ｗｉ･ｅin die Tiefe.　Das leztere ver-

　hindert der elastische Geist, das erstere die Schwerkraft, die in niich-

　ternem Besinnen liegt.”　　　　　　　　　　　　　　　。・　　。，　　　ｒ　　　　　　　　，

33)Langen, August：　Der Wortschatz des deutschen Pietismus.　Tubingen.　Nie-

meyer.　1954.　1968(2.Aufl.) S.44.　　　　　　　　卜　　□　イ
　,,erleuchten　　Eineder selbstverstandlichsten Metaphern aller religibsen
　　Bildlichkeit zur Bezelchnung der Gnadeねwirkung･Gottes auf die Seele.　‥．

　　Ｍ色ｉｎLicht！　erleuchte mich”　　　　　　　　　‘-ヽ　　八
34)Hblderlin. Br.222 an den Bruder urn JanuarべI.801-:StA 6に407(11(3)21).
(３)。GAHRUNG UND AUFLOSUNG"　　　　　　，｀　'。　　･｀
　DHolderlin ,,Die Vblker schwiegen, schlumntierten ..。,”ｻV.1-4: StA 1. 238

　Die Vblker schwiegen, schlummerten, da･saheダ　　･･。

　Das Schiksaal, daB sie nicht entschliefen und ｅ･skam

　Der unerbittliche, der furchtbare

　Sohn der Natur, der alte Geist der Unruh.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■－　　　．ｔ2)Hblderlin Abendphantasie” l.Str. V.1-4：-StA ！･ 卸１↓

　Vor seiner Hutte ruhig im Schatten Ｓｉｚｔ√．　　　　　　　’

　　Der Pfluger, dem Genligsamen raucht Ｓｅｉり-ｊ･Heerβ．

　　　Gastfreundlich tbnt dem Wanderer im　　　　　　　・

　　　Friedlichen Dorfe die Abendgloke.　犬　　　≒　　　．　’

3)SchiHer 。Don Karlos"(Erstauseabe 1787) V.3802： NA Bd.6. 1973. S.190.

　　Die ･Ruhe eines Kirchhofs 一一一　‥． |･　　　　．■ｄ　･．'ｋ

ｖｇｉ・。Don Karlos”(Letzte Ausgabe 1805) V.3i62：ﾌＮ‘Ａ･jd.フレTeil　7. 1974. S.514

　　Die Ruhe eines Kirchhofs！　‥。 |Ｉ　　　　　Ｉ　Ｉ　･|　ゝ｜　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　Ｉ　　　Ｉ
　４）。Don Karlos"(1787) V.3800-3801：　ＮＡ６･。189.フ，ニ

　　des BUrgers Gluck in nie bewblktem Frieden;　，

　　und diese Ruhe gbnn゛ich den Flamandern.'‘　　｀　呂

ｖｇ１・　。Don Karlos”(1805) V.3160-3161 ：　NA ７．(I>.'5i4.

　　Des Burgers Gluck in nie bewblktem Frieden;.

　　Und diese Ruhe gbnn゛ich den Flamandern.”　，Ｔ　’‘

　5)Hblderlin 。Der Tod des Enipeclokles"(l･Fas'. )：StA 4. 62

　　EMPEDOKLES　　DifJ ist die Zeit der Kbnige nicht mehr.



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111(2)9-24

　　Himmlischen nicht ausgehet, in der allvergessenden Form der Untreue sich

　　mittheilt, c!enn gdttliche Untreue ist am besten zu behalten.”･，

10)Adelung, Christoph：　Grammatisch-kritisches Wbrterbucりder Hochdeutschen

Mundart.　Leipzig.　1774-80(l.Aufl.)。1793-1801(2.Aufl.). Faksimile-Neudruck：

Hildesheim.　01ms. 1970. Bd.l. Sp.842.

　。Beleuchten,　verb.　reg.　act. DHell machen, erieuchten.”

ll)Adelung：　op. cit. Sp.l917.

　iiErleuchten,　verb. reg.　act. licht, d.i. sehr helle machen, mit hinlangH-

　　chem Lichte versehen.”

12)Campe, Joachim：　Wbrterbuch der Deutschen Sprache. Braunschweig １８０７－１３．

Faksimile-Neudruck. Hildeshelm. Olms/Sansyusya. 1969-70. Bd.l.

　Beleuchten,　ｖ．　I) trs.　uberhaupt hell machen, erleuchten.”(S.449)

　,iErleuchten,　ｖ．　trs.　licht Oder sehr helle machen.”(S.989)

１３）。Brod und Wein” 7.Str. V.119-122：　StA 2. 94.

●●●●● ●●●●● Indessen dUnket inir bfters

　　　Besser zu schlafen, wie so ohne Genossen zu seyn,

　　Sozu harren und was zu thun indeB und zu sagen,

　　　WeiBich nicht und wozu Dichter in dlirftiger Zeit？

14),.Faust”‘.Bergschluchten' V.11866-67/V.11888-89.・

　　　PATERPROFUNDUS ， tiefe Region.

　　　　WieFelsenabgrund mir zu FuBen

　　　　Auftiefem Abgrund lastend ruht,

　　　　０Ｇｏｔ七!　beschwichtige die Gedanken,

　　　　Erleuchte mein bedurftig Herz！

１５)。Patmos”　l.Fas. l.Str. V.1-2：　StA 2.165(11(3)16)。

１２０

16)Verlaine 。Art poetique･’V.l/V.13-14：　OEuvres poetiques completes. Biblio-
theque de la Pleiade. Paris. GalUmard. 1962. S.326-:^27.
　　Dela musique avant toute chose,

●●●●●

　Car nous voulons la Nuance encor,

　Pas la Couleur, rien que la nuance！

17)Hblderlin 。Emilie vor ihrem Brauttag" V.29-31： StA １．２７８・

　Der, wie ein stiller Gott auf dunkler Wolke,

‘　Verborgenwirkend uber seiner Welt　　　　　　　　　　３０

　Mit freiem Auge ruht, ・・・・・

１８)。Brod und Wein” 8.Str, V.129-132： StA ２．９４．

　Als erschienen zu lezt ein stiller Genius, himmlisch　　　　　　　　　　　'．

　　Trbstend, welcher des Tags Ende verkundet゛und schwand,　１３０

　Liefi zum Zeichen, daB einst er da gewesen und wieder

　　Kame, der himmlische Chor einige Gaaben zurUk,

19)Holderlin 。Deutscher Gesang” Ｖ．１７：　StA ２。　202(1. 26)。

20)Bach 。Matthaus-Passion”(I. 4) Nr.74(BWV) Recitative S.257-258.　　　７

　,Am Abend,　da es kuhle war,　ward Adams Fallen offenbar:　am Abend drUcket

　ihn der Heiland nieder. Am Abend kam die Taube wieder und trug ein ０１－

　blatt in dem Munde. 0 schbne Zeit!　Ｏ Abendstunde！”

２１)。Brod und Wein” 6.Str. V.107：　StA ２．93(1. 13)。

22)Takahashi, Katsumi： Hellas und Hesperien bei Hblderlin - 。Seeliges

Griechenland”。。　〔ＩＩ工ｊ。Ｇｏｔ七der Mythe"｡(10)。Die tiefste Innigkeit"(工。12)。

23)Goethe： Gedenkausgabe(II(3)13). Bd.H. 1950. S.914： Tag- und Jahreshef-

ｔｅ' 1820°Vgl. Lexikon der Ｇｏｅ七he-Zitate. Artemis. 1968. Sp.l82.

　,,Esgab mir zu abermaliger Betrachtung Anlafi, wie der Mensch, von　einer　'

　Erleuchtung ergriffen und aufgeklart, doch so schnell wieder in die Fin-

　sternis seines Individuums zuruckfaUt, wo er sich alsdann ｍｉ七einem

　schwachen Laternchen kummerlich fortzuhelfen sucht.”
24)Lessing： Werke. Bongs Goldene Klassiker Bibliothek. ２５Teile. 1925/1929/

1935. Reprografischer Nachdruck： Hildesheim. 01ms･２５ Bande. 1970. Bd.6.(7.

Tell). S.69：　。Johann Huarts Priifung der Kbpfe zu den Wissenschaften.　Aus

dem Spanischen ubersetzt von Gotthold Ephraim Lessing"(1752)。



｡Goethe ●●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　'　　　　　　　　III(l)3-(2)9

der Geist ｗｕ･rde Materie unter seinen Handen, und er gab ihm

　　die schbne gefallige Form. So wurde er der groBte KUnstler in unserer Li-

　　teratur, und alles was er schrieb wurde ein abgerundetes･ Kunstwerk.”

　4)Holderlin 。Uber die Verfahrungsweise des poetischen Geistes'り　StA 4. 260。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　Ｓ¶．Ｉ　,,jene drei Eigenschaften mbgen als Bestrebungen, das Harmonischen七gegenge-

　　sezte in der lebendigen Einheit Oder diese in jenem。ＺＵ･erkennen, im sub-

　　jectiveren Oder objectiveren Zustande sich auBern･。”ニ

　5)Hblderlin 。Das Werden im Vergehen"(1799)：トStA ４１　282。

　。Dieser Untergang Oder Ubergang des Vaterlandes (in diesem Sinne) fUhlt

　　sich in den Gliedern　der bestehenden Welt so, dafi in eben dem Momente

　　und Grade, worinn sich das Bestehende auflりst, auch das Neueintretende,

　　Jugendllche, Mbgliche sich fUhlt.”　　　　　　。　・

(２)ＬＡＭＰＥＮＬ工CHTUND MONDSCHEIN　　　　　＼　犬･　ｙ

　l)Takahashi, Katsりｍｉ：Das Stadtbild im Anfang von ,,Brod und Wein”(11(3)23)。

(Ｈ工)Burger. (2)Erleuchtung. S.46.　　　　≒　｀'　し　・

　2)Sanders, Daniel： Handwbrterbuch der deutschen Sprache. 8.Aufl. Hrsg： Wul-

fine,　Ems七. Leipzig. Bibliographisches Instiやut. 1911. S.91.

　。beleuchten・tr. ：　Licht (eig. und ubertrヽ。,)。。aufdas Ｏｂ‘jektfall･en lassen

　　Oder fallen machen, werfen.”　　　　　　　　　　　“。　　　　｀･。

　3)Sanclers： op. cit. S.188.　　　　　　　　　　　　。

　erleuchten,　tr. ：　etwas an und fUr sich Dunk]･es mit Licht (eig.und ubertTi)

　　erfullen, hell machen"　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜

　4)Takahashi, Katsumi ： Das Stadtbild　・‥”(ＩＩ工(2)1). S.43.

　５)。Brodund Weln” l.Str. V.14-18：　StA ２．。･９０．‘　，｀ｙ

　　　Sieh!　unddas Schattenbild unserer Erde,　der. Mpnd

　　Kommet geheim nun auch;　die Schwarmerische, diりNacht kommt,　　　１５

　ふ　Vollmit Sternen und wohl wenig bekiimmert urn uns,･　，

　　Glanzt die Erstaunende dort, die Fremdlingin unter den Menschen

　　　UberGebirgeshbhen traurig und prachtig herauf.

　6)Mozart　Cosi fan tutte･'(1790)　　　　　　Ｊ　　　＼

　7)Holderlin：　Poems & Fragmen七s(Deutsch/En飢切ch)トHrsg. u. Ubertr.：　Hambur-

ger, Michael. Cambridge University Press.　１り80.　S.243.

　　Round us the town is at rest;　the street, in pale lamplight, grows quiet

　　　And,their torches ab'laze, coaches rush through and away.

Vgl. Holderlin：　OEuvres. Bibliotheque de la Pleiade. Paris. Gallimard. 1967.

。Ｌｅ'･Painet le ｖｉｎ”(Franzbsisch：　Roud,　Gustaye)・S.808・

　　LavUle autour de nous s'endort. La rue iiluminee' accueille le silence,

　　　Etle bruit des voitures avec 1'eclat des torche‘ｓs'eloigne et meur七。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。｜｢　●　８｣。Brodund Wein” 4.Str. V.55{I. 15)/V.57-ﾌﾟ2: StA 2. ９２・

　　Festlicher Saal!　der Boden ist Meer!　und Ｔｉｓ‘ｄｈｅ･die Berge,

　　　Wahrlich zu einzigem Brauche vor Alters gebaut!ダ，ｽ

　　Aber die Thronen, ｗｏ？die Tempel , und wo die GefaBe,

　　　Womit Nectar gefuHt, Gbttern zu Lust der Gesahg?　　　　　　　　　６０

　　Wo, wo leuchten sie denn, die fernhintreffenden SprUche？

　　　Delphi schlummert und wo 七６ｎｅ七dasgroBe Geschik？

　　Woist das schnelle？ wo brichts, allge巳enwartigen GlUks voU

　　　Donnernd aus heiterer Luft uber die Ａりgen herein?

　　Vater Aether！ so riefs und flog von Zunge zu Zurige　　　　　　　６５

　　　Tausendfach, es ertrug keiner das Leben allein;”

　　Ausgetheilet erfreut solch Gut und getauschet。ｒｌ!it Fremden,

　　　Wirdsein Jubel, es wachst schlafend des Wortes Gewalt,

　　Vater!　heiter!　und hallt, so weit es ｇｅねｅｔ,･'･das uralt

　　　Zeichen, von Eltern geerbt, treffend ･und schaffeりｄ hinab.　　　７０

　　Denn so kehren die Himmlischen ein, tiefschutternd gelangt so

　　　Ausden Schatten herab unter die Menschen ｉｈかTag. 。

　9)Hblderlin 。Anmerkungen zum Oedipus” Ｉ工工にStA５．201-202.

　。inden Auftritten die schrbklichfeierlicheりFormen, das Drama wie eines

　　Kezergerichtes, als Sprache fUr eine Welt, wo unter Pest und Sinnesverwir-

　　rung und allgemein entzUndetem Wahrsagergeis七,‘１１ｎｍＵＢ句

　　und der Mensch, damit der Weltlauf keine Liike,hat und das GedachtniB der



工工(3)18-ｴｴｴ(1)3

‘Dafiir！ GefiJhl ist alles;

　Name ist Schall und Rauch

　Umnebelnd Himnelsglut.

19),,Faust” V.3910-3911: HA 3. 123｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

　11　｀･゜゜　　dieirren Ｌ‘ichter, / Die sich mehren, die sich blahen.”｡

20)Holderlin 。Grund zum Empedokles”(1799):StA 4. 151.

　..Die fremden Formen miissen um so lebendiger seyn, je fremder sie sind.

　und je weniger der sichtbare Stoff des Gedichts dem Stoffe der zuin Grun-

　de liegt.　dem GemlJth und der Welt des Dichters gleicht, um so weniger

　darf sich der Geist, das Gottliche, wie es der ･Dichter in seiner Welt

　etnpfand, in dem kijnst lichen fremden Stoffe verlaugnen.”

21)Holderlin. Br.222 an den Bruder um Januar 1801 : StA 6. 407.　丿

　･1　‥｡・　und daS das deutsche Herz in solchera Kl iraa, unter ･dem Seegen die-

・　ses neuen Friedens erst recht aufgehn, und gerausChios, wie die‘wachseり-

　de Natur, seine geheimen weitreichenden Krafte entfalten wird, diS mein'

　ich, diS seh' und glaub' ich. ・　・・.　ｎ　　　　　　　　　　｡｡　　　　　　　－

22)Holderlin;･ Br.l72 an den Bruder(1.1.1799): StA 6. 305. Vgl. ･riX32.

　。Man hat schon so viel ･gesagt uber den EinfluS der schonen Kiinste auf die

　Bildung der Menschen, aber es kain iiraner heraus, als war゛es keinem Ernst

　damit, und das war naturlich, denn　sie dachten nicht, was die Kunst, und

　besonders die Po'esie, ihrer Natur nach, ist. Man hielt sich bios an ihre

　anspruchlose AuBenseite, die freilich von ihrem Weseri unzertrennlich ist.

　aber nichts weniger, als den ganzen Karakter derselben ausmacht; man

　nahm sie fur Spiel, weil sie in der bescheidenen Gestalt ･des Spiels er-

　scheint。und so konnte sich auch verniJnftﾆiger weise keine andere Wirkung

　von ihr ergeben, als die des　Spiels, nemlich Zerstreuung, beinahe das

　gerade Gegeritheil von dem. was sie wirket. wo sie in ihrer wahren Natur

　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　vothanden ist. Denn ａ１･sdann sammelt sich der Metis ch bei ihr, urid sie

'lgiebt ihm Ruhe, nicht die leere, sondern die lebendige Ruhe, wo alle

　Krafte regsam･sind. und nur wegen ihrer innigen Harmonie nicht als tha-

　tig erkannt werden. Sie nahert die Menschen, und bringt sie zUsammen,

　nicht wie das Spiel, wo sie nur　dadurch vereinigetﾆslnd, daB jeder sich

　vergiSt und die lebendige Eigentumlichkeit von keinem zum Vorschein

　koinint."

23)Takahashi, Katsumi: Das Ｓtﾆadtbild im Anfang von 。Brod und Wein”(For-

schungsberichte der UniversitatﾆKochi. Vol.32. Geisteswissenschaftﾆen. 1984,

S.21-70)｡[IIllBilrger ｡(2)Erleuchtung{S.42-49). Vgl.　111(01・

EⅢ>ERLEUCHTUNG UND BELEUCHTUNG

(1)。DAS WERDEN IM VERGEHEN”

I )Takah ash i, Ka t sumi: Das Stadtbild im Anfang von 。Brod und Wein”(II(3)

23). S.21-70. Vor all era [Ill〕Burger. (3)Der klassische Festspielraum und

die ,Kultur der Oper' des 18. Jahrhunderts(S.49-55) .　Vgl. 11(2)23・

　2)Takahashi, Katsumi: Hesperische Nacht 一一 ,Durf!ﾆige Zeit'｡〔i:),Heilig-

nilch tern' - Bber Holder1 ins 。Halfte des Lebens"(Forschungsbericht:ｅ der

Uriiversitat Kochi. Vol.3A. Geisteswissenschaften. 1986. S. - ). Wie , das

groBe Geschik' inmitten des　, seeligen Griechenlandes'(I.　15) in｡。Brod und

Wein” als　I der urunittﾆelbare Gott, ganz Eines　mit dem Menschen ・・･･･.　inder

Gestalt des Todes, gegenwartig iSt≒, Bricht jah ein blick / Der unerahn-

ten schrecks / Die sichre seele stort' im ,heilignuchternen' Mittelpunkt

,an dem Ausgang der grimmigen Einsicht' in 。Halfte des Lebens” hervor, fur・

den es keine , aurea mediocritas(=goldene Mitte)' gibt, die die bisherige

Forschung im lyrischen SchliJsselwort　,heilignuchtern' findet.

　3)Heine
iiDie
romantische Schule” I.Buch:　S'akularausgabe. Hrs : Nationale

Forschungs- und Gedenkstatten.der klassischen deutschen Literatur in Wei-

mar/Centre National de la Recherche Scientifique in Paris. Berlin/Paris ｡･

Akad emi e/Ed i ti ons du CNRS. Bd.8. 1972. S.35. In bezug auf Goethe. Vgl.　Ta-

kahashi: Hellas und Hesperien bei Holderlin(I.　11). tl3Schillers Aufbruch・

。Das Ideal und das Leben”(S.22-26)｡



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　　　　　　11(3)7-18

　7)Der GroBe･･Duden.　Bd.6 : Aussprachewbrteirbuch .:Mannheim. Bibliographisches

Institut. 1962. S.641.

　ringsum　゛ｒりＳ ゛Ｕｍ　　　　　　　　　　、　　Ｉ

　8)Wahrig: Deutsches Worterbuch. Gilters!(41。お.ｅリelEimann.1968. Sp.2951 ・

　rings 'um　　　　　　　　　　　　　　　　‥.‘ト'

　9)Gro6es Deu ts ch-Japani s ch es Wbrterbuch. Hakuyusha.!958. S.1200

　　●　　　　　　　　　／　　　〆　　/　　　　　　　　　　'a　　rl ¶　rings'um C^igs‘ぴm9 rins-omj　　　　　　　　　八八
１０〕HAＩ．１４２：11(3)13.　　　　　　　ク……ｊ　　　　一一

11)Wilkinson、Elizabeth： HA Ｉ．555.　　　＼　∧ｙ．‘　　、

　､,Dber alien Gipfeln ／、1st Ruh. In the long u ｇｆ､･衣ｕh卜andin the ensuing

　pau8e we detect the perfect stillness 哺ａt descends、upon nature with

　the　coining of twilight：．”　　　　　　　　　　　十／、　｀j　　　　l'

1 2)Rousseau、Jean-Jacques 。Les Reveries du' promeh叫ｒ solitaire”, Cinquieme

promenade'･: OEuvres completes.　Bibiltheque ４Ｑ、laPleiade、Paris. Gallimard.

Bd.l. 1959. S.I047 、　　　　　　　　　　　　　　、･.･･.　･.･.　　・・

　。Unsilence absolu porte a la tristesse. II offre･une image de la mort."

13)Goethe: Werke und Briefe. Gedenkausgabe。Zurich.‘Artemis. Bd.23. 1950.

S.770: 11(3)10.　　　　　　　　　　　　　:'　　　　　　　　fd
　　　　　　　Dber alien Gipfeln　　　　　　　‥　　　　　　‘.

Ist Ruh,

In alien Wipfeln

Spurest du　　　　　　　　　　　　　　ニー

Kaum einen Hauch:

Die Vogelein schweigen im Walde.

Warte nur, balde

Ruhest du auch. ｉ．ｌ

　　　D.7.September　1780　　　　　　　　　　　　　丿･.‘’:　　Goethe

Goethe liberlas diese wenigen Verse, und traneh flosseri iiber seine Wangen.

Ganz langsam zog er sein schneeweiSes TascVietituﾚch aus seinem dlinkelbraunen

Tuchrock, trocknete 8ich die Tranen und sprach iri sanftem, wehmiitigem Ｔｏｎ:

Ｊａ。warte nur, balde ruhest du auch! schwieg eine halbe Minute, sah noch-

mals durch das Fenster in den d'ustern Ftchtenwald”　･j　　四･-
･　　　　　÷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’〃■■14)Rousseau ,Cinquieme promenade゛ : OEuvres completes. Bd.l. S.I045-1046.

　。Quand le soir approchoit j e descendois ｄｅｇグμ皿ｓde Ｐｌｓ!ｅｅｔ･j'allois

　　volontiers m'assieoir au bord du lac sur laﾚgreve dan･s quelque azyle ca-

　　che;　１ａle bruit des vagues et l'agitat:ion de l'eau fixant mes　sens　.‥

　　Le flｕχet ref luχ de cette eau, son bruit:contiriu mais renfle par inter-

　　valles frappant sans relache mon oreille et mes yeux.suppleoient aux

　　mouvemens internes　l'uniformite du mouvemenf continu qui me ber-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ri-　・　･●　　coit.　　‥‥.　　Ｕｎａ:at simple et permanent, qui･�ａ rien de vif en 1Ui・

　　meme, mais dont la duree accroit le charme au point d゛ｙtrouver enf in

　　la supreme felicite.”　　　　　　　　　　　　，｀

15）。Brod und Wein" A.Str. V.55:｛:り１５．ご二　，　へ　.・

16)Holder1in 。Patmos" l.Fas. l.Str. V.1-2:StA‘2. 165.

　　Nah ist　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘･　j’　　　　卜

　　Und schwer zu fassen der Gott.　　　　……

17)Goethe 。Romische Elegien” I. V.1-8: HA I .丿57.……

　　　Saget, Steine, mir an, o sprecht, ihr hohen Palas te!

　　　StraBen, redet ein Wort! Genius, regst du dich nicht:?

　　Ja, es ist alles beseelt in deinen heiligen Mauern, 一一

　　　Ewige Roma; nur mir schweiget noch alles so still..

　　０ wer flustert inir zu, an welchetn Fenster erblick”ich　　　　　5

　　　Einst das holde Geschbpf, das mich versengend' erquickt？

　　Ａｈｎ万'ich die Wege noch nicht, durch die. ich immer und immer ，

　　　Zu ihr und von ihr zu gehn, opfre die kost!iche Zeit？

18)Goethe 。Faust” V.3452-3458： HA ３．１１０１．･．，ニ

　　Und V゛ennd｀lganz in dem Gefiihle selig bist.　　　　　，

　　Nenn es dann, wie du willst.　　　　　＜.，ノ　グ・　ｊ

　　Nenn's GlUck! Herz！ Liebe! Gott!　　　パ　　゛

Ich habe keinen Namen E｡345･5･



工工(1)6-(3)6

6),,Brod und Wein" １.Str. Ｖ．２：11(1)1・

(2)VERINNERLICHUNG

　１)。Brodund Wein” Handschrift １４．Ｓ．１： Samtliche Werke. Frankfurter Ausga-

ge(=FrA). Roter Stern.　Bd.6.　1976.　S.205・

　２)｡,Brodund Wein” Handschrift 5. S.5： FrA 6. 211.

　３)。Brodund We in” l.Str. Handschrift １４．S.I. Lineare　Text：darstellung：　FrA

6. 23A.

Vpitl. erste Notiz:　Und die schwarmerische, die Nacht steigt
pr'achtig und traurig herauf.

４）。Matthaus-Passion”（Ｉ． 4) S.300.

23，

27

25

5)Holderlin. Br.2O8 an die Mutter(Juni/Juli 1800):StA 6. 395。.Me

in Logis und die Aufnahme in meines Freundes HauSe f and ich ganz nach

meinem Wunsche. Ich halte es fiir ein GliJck, daB mir schon　　lllC』｡&&し●I-ihttp://www.●　　　･●●●●●　　　ふ･･aa ･aw二ww -s~　～ミミ　ミー･･ミ＝-ﾐｰ-l　‾‾‾‾”’‾‾　‾‾‾‾‾‾‾
　　das anstandige und erwunschte Anerbieten von einem jungen Manne, der in

　　der Canzlei arbcitet. gema万cht worden ist, daB ich ihm Stunden in der Phi-

　｡losophie geberi inochte. wofijr mir monatlich ein Karolin bezahlt wird.”

　6)Claudius 。Abendlied”(1779) 1 .Str.-2,Str. / 5.Str. V.1-12 / V.25-30: 。Aus

dem Wandsbecker Boten" Stuttgart. Reel a万ｍ Universal-Bibliothek. 1970. S.33-

　■Der Mond ist aufgegangen。

　Die goldnen Sternlein prangen

　　　AmHimmel hell und klar;

　Der Wald steht schwarz und schweiget.

　Und aus den Wiesen steiget　　　　　　　　　　　　５

　　　Der weifie Nebel wunderbar.

　Wie ist die Welt so stille,

　Und in dcr Datmnrung Hulle

　　　So traulich,｡｡.und so hold!

　Als eine stille Kammer,　　　　　　。 10.　　･･

　Wo ihr des Tages Jammer

　　　Verschlafen und vergessen sollt.

　Gott, laS uns dein Heil schauen.　　　　　25

　Auf nichts Verganglichs trauen.

　　　Nichts Eitelkeit uns freun!，

　LaS uns　einfaltig werden

　Und vor dir hier auf Erden

　　　Wie Kinder fronm und frohlich sein!　　　30

　7）。Reden an die deutsche Nation"(1807-08) VIII. Rede:　I. 1，

（3）。DIE LEBENDIGE RUHE”

　I)Worterbuch zu Fr . Holderlin. Auf der Textgrundlage der StA. I.Teil:

Gedichte. Tubingen. Niemeyer. 1983. S.535・

　2)Worterbuch zu Holderlin(op. cit.). S･｡535 / S.693-694.

　3）。Ilias”Aschendorffs Klassiker. Text. Ausgabe Ａ. Miinster. 1929. S.12

　M恥しり 11εし6e,Qea, nnXnし&6Cω’Ａχしλ1109

　06λｏμ。ｎ,。‘T1JJUpt”Axatots aλΥE:’登仙ME,

　πｏλλas６’し(p^tpousφｕχoic"Aし６ｕltpoCaφεり，

　４）。DerMessias” I.Gesang. Ｖ．６：Apparat(I. 17) S.3.

　Satan wider den gottlichen Sohn; umsonst stand Jud'aa

　5)Schiller。Das GliJck”(1798) im 。Musenalmanach”(1799) V.l-A： NA. Bd.l.

I9A3. S.409.

　　Selig, welchen die Gotter, die gnadigen. vor der Geburt schon

　　Liebten, welchen als Kind Venus im Arme gewiegt.

　Welchem Phobus die Augen, die Lippen Hermes geloset.

　　Und das Siegel der Macht Zeus　auf die Stirne gedrijckt！

　6)Goethe 。Die Metamorphose der Pflanzen”(1798)･V,l-2： HA Ｉ．　199.

　　Dich verwirret, Geliebte, die tausendfaltige Mischung

　　Dieses Blumengewiihls iiber dem Garten umher;

Die



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　'　　　　　Cl323-II(l)5

23)Horatius 。De arte poetica" ３３３： Samtlicheレ収rkedatein/Deutsch) . Tuscu-

lum-Bilcherei. Mlinchen. Heimeran.　1957. Teil II. S.250(Deutsch：S.25I).

　　aut prodesse volunt aut delectare poetae　　　　／，Ｉ　・

　(Sinnbelehrend will Dichtung wirken Oder herzerfreuend)・

24)Kant ..Kritik der Urteilskraft"(1790)･6お;･Werke. Bd｡｡5. S.240.

　。Schon ist. was ohne Begriff als Gegenstand eines nothwendigen Wohlgefal-

　　lens erkannt wird."(,Kritik der asthetischen Urteilskraft')

25)Schiller. Brief an K'6rner(23.2.1793):Samtliche Weirke in 5 Banden. Mun-

Chen. Hanser. 1965-76. Bd.5. S.409.　　　　‥　　　･，

　..Freiheit in der Erscheinung ist eins mit der Schonheit　　‥‥.

　　Frei sein und durch sich selbst bestimmt sein,　von innen heraus bestimmt

　　sein, ist eins.”　　　　　　　　　　　　ト　　ベ／

26)Holderlin 。Deutscher Gesang” V.1-4 / V.15-20: StA 2. 202.

　　Wenn der Morgen trunken･ begeisternd heraufgeht犬｡

　　Und der Vogel sein Lied beginnt.　　　　‘Ｉ　Ｏ　　･.

　　Und Strahlen der Strom wirft, und rascher hinab　，

　　Die rauhe Bahn geht liber den Fels,　　　　　　7………

　　　　　　　　　dannsizt im tief en Schatten,　　　　　　ノ　｡１５

　　Wenn ijber dem Haupt die Ulme sauselt,　　　　'I･｡'

　　Amkiihlathmenden Bache der deutsche Dichter　　　ン

　　Und singt, wenn er des heiligen niichterneh Wassers

　　Genug getrunken, fernhin laus chend in die Stille,

　　Den Seelengesang.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

27)･･Deutscher Gesang"(op. cit.)　　　　　　　　　　　　　，｀＼

28)Goethe 。Triologie der Leidenschaft” .Elegie' V.79-83: VJerke. Hamburger

Ausgabe(=HA) . Miinchen. Beck/dtv. 1982. Bd.にＳｊ卵｡･

　In unsers　Bus ens　Reine wogt ein Streben。，＜-）

　Sich einem Hohern, Rcinern, Unbekannten　　　　　　　　＝　80

　Aus Dankbarkeit freiwillig hinzugeben.　　　'｀　　＼‘

　Entratselnd sich den ewig Ungenannten;　　　　・　ト‘

　Wir heifien's：　fromm sein!　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

２９)。Brod und Wein” 8.Str. V.I36： StA 2. .9A.

　　‥‥　　aber es lebt stille noch einiger Dank。い

30),,Brod und Wein”」.Str. Ｖ．１：　11(1)1・　　　　　　。∧

３１)。Brod und Wein” １･Str. V.I:　II(I)I・　・

32)H5lderlin. Br.l72 an den Bruder(l.l.l799),: StA 6. 305：　11(3)22.

〔ＩＩ〕i.RINGSUM RUHET DIE STADT”　　　　　　　　＼　　Ｉ'

(l)STABREIM UND VERSFUSS

　１)。Brodund Wein” I.Str. V.1-2： StA ２．９Ｑ．　い＜

　Rings　um ruhet die Stadt：;　still wird die "erleuchtete Gasse,

　　Und, mi t Fakeln geschmukt, rauschen die Wagen士hinweg.

　２)。Brodund Wein” １･Str. V.3-6： Ｓｔ二A2. 90. '

　　Satt gehn heim von Freuden des Tags　zu ruhen die Menschen,・

　　Und Gewinn und Verlust waget ein sinniges Haupt

　Wohlzufrieden zu Haus;　leer steht von Trauben und Blumen,　　　5

　　Und von Werken der Hand ruht der geschafftﾆige Markt.　　　　　　ニ

　3)。Edda"　.VolospS' A. 7-8: Heidelberger Ausgabも1!rsg Neckel /Kuhn. Carl

winter. 1962. S.13.　　　　　　　　　　　　　ト　　　　一

　　bS var grund gr8in　　grocnom　lauki.　　≒　　　　　　，

　4)Claudius 。Wandsbecker Bote”
(Abendlied*

0 779) y.･4一石:11(2)6.

　5)Goethe 。Dichtung und Wahrheit” 1 .Teil ， 2.Buch:HA ９. 80・

　　mein Vater hielt den Reim fUr poetische Werke unerlaBlich. Canitz, Hage-

　dorn.　Drollinger, Gellert,　Creuz, Haller standenﾚin　schonen Franzbanden

　　in einer Reihe.　　　‥‥i　　　Eine verdriefil･iche･Epoche im Gegenteil

　　offnete sich fUr meinen Vater, als durch Klopstocks 。Messias” Verse, die

　　ihm keine Verse schienen, ein Gegenstand der offentlichen Be｀゛underung

　　wurden.”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ　＼／



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔工〕11-22

11)Takahashi, Katsumi: Hellas und Hesperien bei Holderlin一一。Seeliges Grie-ヽ

chenland”・〔II〕Das klassische Griechentum und das abendlandische Christen-

turn. (4)。Die schroklichfeierlichen Formen”(Forschungsberichte der Universi-

tat Kochi. Vol.33. Geisteswissenschaften. 1985. S.51-58)・

12)Takahashi: op. cit。Ciin。Gott der My the･ｌ．(10)。Die tiefste Innigkeit”

(Forschungsberichte cit. Vol.35. Geisteswissenschaften)

13)H*6lderlin ,,Brod und Wein” 6.Str. V.107-108： Samtliche Werke. Stut：tear-

ter Ausgabe (=:StA) im Auftrag des Wiirtt。jnbergischen Kultministeriums. Kohl-

hammer. 1946-77. Bd.2. S.93.

　　Oder er kam auch selbst und nahm des Menschen Gestalt an

　　Und vollendet' und schloS trostend das himmlische Fest.

１４)。Brod und We in” 6.Str. V.105-106：　StA ２．　９３．

　Warutn zeichnet, wie sonst. die Stirne des Mannes　ein Gott nicht,

　　Drijkt den Stempel, wie sonst, nicht dem Getroffenen ａｕｆ？

１５)。Brod und Wein” A.Str. V.55-56： StA ２．９ｈ

　　Seeliges Griechenland! du Haus der Himmlischen alle,

　　Also ist wahr, was einst wir in der Jugend gehort？

１６)。Brod und Wein” 6.Str. V.91-92： StA ２．９３．

　Und nun denkt er zu ehren in Ernst die seeligen Gotter,

　　Wirklich und wahrhaft muS alles verkunden ihr Lob.

17)Klopstock 。Der Messias” I. 8-9 in den 。Bremer Beitragen”(1748):Werke

und Briefe. Historisch-Kritische Ausgabe. Berlin. Gruyter. Abt. Werke. IV.

Der Messias.　Bd.4. Apparat(I-V.Gesang)｡1984.　S.4・

　Ab er, o Werk, das nur Gott allgegenwartig erkennet,

　　Darf sich die Dichtkunst auch wohl aus dunkler Feme dir nahern?

18･)Schiller. Brief an Ｇ。ethe(23.8.179A):Werke. Weimarer Nationalausgabe

(=NA). Bd.27.　1958. S.25-26.

，。Nun da Sie ein Deutscher gebohren　sind,　da Ihr griechischf!r Geist in die-

　　se nordische Schopfung geworfen wurde, so blieb Ihnen keirie andere Wahl,

　　als entweder selbst zum nordischen Kunstleir zu werden, oder Ihrer Imagi-

　　nation das ，was ihr die Wirklichkeit vorenthielt, durchNachhiilfe der Denk-

　　kraf t zu ersetzen, und so gleichsam vor! innen heraus und auf einem ratio-

　　nalen Wege ein Griechenland zu gebahren.”　　　｡，

19)Holderlin. Br.l72 an den Bruder(l.1.1799):StA 6. 30A.

　。Kant ist der Moses unserer Ｎａt:ion, der sie aus　der agyptischen Erschlaf-

　･fung in die freiie einsarae Wuste seiner Speculation fiihrt, und der das

　　energische Gesez vom heiligen Berge bringt.”

20)Kant 。Kritik der reinen Vernunft"　1 .Aufl ｡ 1781 . Vorrede: Werke. Akademie-

Textausgabe. Berlin. Gruyter.　1968. Bd.4. S.9.｡

iiUnser Zeitalter ist das eigentliche Zeitalter der Kritik, der sich alles

　unterwerfen mul3. Religion durch ihre Heiligkeit und Gesetzgebung durch

　ihre Majestat wollen sich gemeiniglich derselben ｅｎtﾆziehen. Aber alsdann

　erregen sie gerechten Verdacht wider sich und konnen auf unverstellte

　Achtung nicht Anspruch machen, die die Vernunft nur deinjenigen bewilligtﾆ，

　was ihre f reie und offentliche Priifung hat aushalten konnen.”

２１)。Kritik der reinen Vernunft” 2.Aufl. 1787. Vorrede ： Werke ． Bd.3. S.11-12.

　,,Bisher nahm man an, alle unsere ErkenntniS musse sich nach den Gegenstan-

　den richten;　　‥．　Man versuche es daher eininal･, Ob wir nicht in den

　Aufgaben der Metaphysik damit besser fortkonmen, daB wir annehmen, die

　Gegenstande miissen sich nach unserem ErkenntniB richten. ・・．　　　Esist

　hiemit eben so, als･ mit den ersten Gedanken des Copernicus bewandt：”

22)Kant ,,Beantwortung der Frage： Was ist Aufklarung?”： Werke. Bd.8. S.35.

　,,Aufkl'arung ist der Ausgang des Menschen aus　seiner selbst verschuldetﾆen

　Uranundigkeit. Unm'undigkeit ist das Unvermogen, sich seines Verstandes

　ohne Leitung eines anderen zu bedienen. Selbstverschuldet ist diese Un- ・

　miindigkeit,　wenn　die Ursache derselben nicht am Mangel ｄｅ!?Verstandes,

　sondern der EntschlieBung und des Muthes liegt：, sich seiner　ohne Lei-

　tung eines andern zu bedienen。　Sapere aude！　Habe Muth dich deines eige-

　nen Verstandes zu bedienen!　ist also der Wahtspruch der Auf kl'arung.”'



Ciji-io

QUELLENNACHWEIS:　　　　，

【I】EINLEITUNG　　　　　　　　　　　　　　　……，・

　l)Fichte 。8. Rede an die deutsche Nation":Werke･｡Auf der Ｔｅχtgrundlage

der Gesamtausgabe(1845-46. 8 Bde). Berlin. Gruyter ・ ﾌﾞ1971. Bd.7. S.379･

　。obwohl　es wahr ist, dass die Religion aucH der Trost'ist des widerrecht-

　　lich zerdrlickten Sklaven, so ist dennoch･vor　alien Dingen dies religioser

　　Sinn,　dass man sich gegen die Skiaverei steir『e, unら. so man es verhindern

　　kann, die Religion nicht bis zum blossen Troste der Gefangenen herabsin-

　　ken lasse. Dem Tyrannen steht es wohl an, religiose!Ergebung zu predigen,

　　und die. denen er auf Erden kein Platzchen verst^tten will, an den Himmel

　　zu verweisen; wir and em mlis s en weniger !色11‘en, diese von ihm empfohlne

　　Ansicht der Religion uns anzueignen, und･, falls wir konnen. verhindern.

　　dass man die Erde zur Holle mache. um eine destp grossere Sehnsucht nach

　　ｄｅｍ･Hinimel zu erregen.｡”　　　　　　　　　　　　　　　　｀　＼

　　　　－
･･a　－●－ ● J　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　2)Schutz(1585-I672)。Matth'aus-Passion”(1665-66)　ぐ

　3)Bach, J. S.(1685-1750)。Matthaus-Passion”(1ね9)ﾚ　ご

　4)Bach
(.Matthaus-Passion”

Urtextausgabe auf der Grundlage der
(Neuen

Aus-

gabe samt:licher Werke', hrsg. vom Johann-Sebas tian-Bach-Ins ti tut Gottingen

und vom Bach-Archiv Leipzig(Serie II. Bd.5:) Kassel. Barenreiter-Verlag /

Ongaku-no-Tomo=Sya. 1973 / 1976. Nr.l7(BWV) Rezitativ. S.51-52。(Evangelista:

Da sie aber aBen, nahm Jesus ｄａＳ･ Brbt, dankete und brachs

　und gabs den Jungern und sprach.　Jesus : Nehmet。esset, das ist me in

　Leib. Evangelista: Und er nahm den Kelch Undﾆdankete, gab ihnen und

　sprach. Jesus： Trinket alle daraus;　das ist ｎ!ein 皿ｕｔ des neuen Testa-

　ments"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しぺ丿

　5)Lut:ｈｅｒ: Biblia/das ist/die gantze HeiligeトSchrifft Deudsch. Wittemberg・

1534. Faksimile-:Neudruck: Leipzig. Foerster.ダ1935レ恥iclam Universal-Biblio-

thek. 1983. 2 Bande. Bd.2.。Das Newe ＴｅＳ!:ament” S.20(links)｡

　tiDa sie aber assen/n･1万ｍ Jhesus das brod/dancket/vnd brachs/vnd gabs den

　Jungern/vnd sprach/Nemet/esset/das ist mein !eib. Und e!７ nam den kelch/

　vnd dancket/gab jnen den/vnd sprach/Trincket alle draus/Das ist mein

　blut des newen Testaments/”　　　　　　　｡｡ご　ヽ　　ニ　　ヘ

　6)Denzinger/Schoiimetzer: Enchiridion Symboloruirリ!efinitionum et declara-

tionum de rebus fidei et raorum. Freiburg. Here!er. 1976(36.Aufl.) S.36A-365・

　ｎ万〇rthodoxorum Patrum exempla secuta, omnes
‘libros

ta万ｍ Veter･is quam十Novi

　Testamenti, cum unriusque unus Deus sit 卵。ctor,ト　‥,･･‥　　pari pietatis

　affectu ac reverentia suscipit et veneratur.”(!５０!。：　8. Apr.　1546)

　７)。Enchiridion Symbolorum”(op.cit.)　1506.　S.365：　8. Apr.　1546,

　。statuit et declarat. ut haec ipsa vetus　et viilgata editio, quae longo tot

　saeculorum usu in ipsa Ecclesia proba!ﾆａ est, in publicis lectionibus ，

　disputationibus, praedicatﾆionibus et expositionibus pro authentica habe-

　atur, et quod nemo illam reicere quovis prae.textﾚu audeat vel praesumat”

　(Decretum de vulgata editione Bibliorumブetc.:　Cone. TRIDENTINIM)

　8)。Enchiridion Symbolorum”(op.cit.) 2710. jS'｡545:. Epistula ad archiep. Mo-

hilovensem. 3. Sept.　1816. De versionibus s. Scriptui･ａ９．
　。Porro　RomanaEcclesia solam Vulgatam editionem ex notissimo Tridentini
　　Conciliipraescripto suscipiens, aliarum linguarum versiones respuit"
　9)Bihlia Hebraica Stuttgartensia. Wiirttembergische Bibelanstalt. 1969.
Stuttgart. Deutsche Bibelstiftung. 1977. ,､Liber Ｇ､enesis" S.15.

　･･Erat auteni terra labij unius,　& sermonum eoru町ldや．”(Caput XI. 1)

　　(Biblia Vulgatae Editionis. 2 Bde. Antverpiae. Verdussen.　1715. Bd.l.S.9)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ｊ　．=-
　｀　　　　　　　W　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･-　　　　　●。ES hatte aber alle welt einerley zung ｖn4･ sprache/”丿。

　(Luther：　Biblia cit.　Bd.l .　S.7, Links： Mos.e. ＤａｓEirst、Buch. XI.　1)

10）。Enchiridion Symbolorum”(op.cit.) 1854. S.424. IV. Regula Tridentina de

libris prohibitis 。･24. Mart. 1564.　　　。∧　　　　１　　　ご
　。Cumexperimento manifestum sit, si sacra 'Bib!ｉａ･ｖ!ilgari lingua passim Ｓｉ‘

　　nediscrimine permittantur, plus inde ｏｂ∧ｈｐ皿inumtemeritatem detrimenti

　　quam utilitatis oriri"　　　　‾　　　　　　゛　‥　　∠犬　し



｡daB das deutsche Herz in solchem Klima, unter dem Seegen dieses neuen Friedens erst

recht aufgehn, und gerauschlos, wie die wachsende Natur, seine geheimen weitreichenden

Ｋｒ訂teentfaltan･wird“ (n(3)2i).

　Dieser 。lebendigen Ruhe“ in der 。wachsenden Natur“　des deutschen Geistes mit ihren

｡geheimen weitreichenden Kraften“ entspricht der dynamische Rhythmus zu Anfang　der

Gedankenlyrik:

　　Ring‘Ｓum ruhet die Stadt；……

Dieser sinkende Tonablauf, durch den die Dammerung nicht nur die ruhige Stimmung des

Abends, sondern auch noch den Nachklang des lebhaften 。Tags“(V. 3) widerspiegelt,

wird noch deutlicher in einem Vergleich mit dem horizontalen Tonverlauf im Beginn von

Goethes 。Wanderers Nachtlied“（1780）:(n(3)io):

Uber alien Gipfeln

1st Ruh,

→

Dem　ebenen　Klangbild　entspricht　hier　der　statische　Charakter　einer　feststehenden

Gebirgswelt, wahrend der dynamische Tonverlauf von　，↓Brod und Wein “ den zur Ruhe

fuhrenden Ablauf der Abenddammerung in der stadtischen Menschenwelt zum Ausdruck

bringt.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　。

　Im Beginn von　。Wanderers Nacbtlied “ entsteht eine machtige Stille:　。das absolute

Silentium ( the　perfect　stillness )“( Wilkinson : ｎ (3)11) im　menschlichen　BewuBtsein,

die　am　Ende　dieser　Naturlyrik　in　den　endgijltigen　Stillstand　des　menschlichen　Da-

seins ausmiindet : 。Warte nur, balde ／ Ruhest du　auch “（Ｖ.7－8）d.h.。Bald kehrst

dｕ･ wieder zur　Erde, aus der du geboren bist!“ . Und der　alte　。Goethe　iiberlas　diese

wenigen Verse, und Tranen　flossen iiber seine Wangen “ (n (3)13).　Denn　solch　。un

silence absolu porte a la tristesse. II offre une image de la mort“(n(3)i2).　Diesem

todesnahen 。silence absolu (perfect stillness)“　setzt　der　alte　Rousseau　indes　den　。･Zu-

und Abflu/3 (flux et reflux )“(n(3)14) des Bielersees　vergleichend　entgegen, was　auch

die　。inneren　Bewegungen (mouvemens　internes)“　der　menschlichen Seele　widerspiegelt,

die sich auf 。die hochste　Seligkeit (la　supreme　felicite )“　konzentrieren ；　wohl　ahnlich

wie das 。Seelige Griechenland !“ ( I . 15) im Vers 55 der　vierten Strophe von 。Brod

und Wein“Gerade von solchen 。mouvemens internes“ zeugt lebhaft die 。lebendige Ruhe“

des gedankenlyrischen Anfangs.



Sicherlich　fuhren solche　。Wagen “ damals　in　der　abendlichen　Dammerung　zu　luxuriosen

Abendgesellschaf ten, zwar ｚ.Ｂ. zum Lusthaus der Oper （Ⅲ(3)10).

　Wahrend diese ･,･mit Fakeln geschmiikten"　･･Wagen“ der schmuckvoll gekleideten・Haute-

volee ijber die StraBe 。hinwegrauschen“, ,,gehn“ die stadtischen Burger 。heim“, also zu FuB,

wie noch die Handwerksgesellen, wenn auch auf 。erleuchteten Gasseが‘，･um 。wohlzufrieden zu

Haus“ 。zu ruhen“:　　　　　　　　　　　　　　　　　∩　≒ｌ　　ｊ

Satt gehn heim von Freuden des Tags zu ruhen die Menschen,

　Und Gewinn und Verlust waget ein sinniges Haupt

Wohlzufrieden zu Haus ；……

　　　　　　　(｡ＢｒodμndWein･‘1. Str. V. 3-5:1(1)2)

Der Gegeniiberstellung einer anspruchslosen 。ErleucHtung“der ,,Gasse" mit einer prachtigen

Beleuchtung durch 。Fakeln“ ， entspricht hier detトKontrast der Ortlichkeit : der engen

｡Gasse “　steht eine　breite Stra(3e gegeniiber, auf, der nicht　nur ein　Wagen, sondern

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛!I　　;i　　　　■　　j　　゛eine ganze Reihe von 。Wagen hinwegrauschen“｡　　。

　Die 。Erleuchtung “ durch Lampenlicht verbreitet zwar .nicht so viel Helligkeit wie die

｡Fakeln“, aber sie durchdringt ja im Verein mit dem Mondschein das Innere der ruhenden

Stadt und gelangt so auch durchs Fenster zum in deｔ。Antigona“ und dem 。Symposion“

lesenden　Dichter. Der　Mondschein　wirkt　nicht aぴffsllig　wie　die　。Fakeln“, sondern

｡ruht, wie ein stiller Gott auf dunkler Wolkむ, yerborgenwirkend liber seiner Welt mit

freiem　Auge (Ⅲ(2)17). Ahnlich　wie in Bee.thovens Mondscheinsonate bildet　sich　in

der　。Erleuchtung “　ein　Einheitserlebnis　zwischen　dem　Innenraum　der　Seele　und　dem

AuBenraum der in der Natur eingebetteten Stadt im ersten Vers von Holderlins　。Brod

und Wein “ heraus. Im Einklang mit dem bescheidenen。Werden “ dieser 。Erleuchtung“

(V. 1) wachst　sich　das　sich　langsam　auspragende Biii-gertum　heran, dessen　。sinniges

Haupt“（Ｖ.4）。wohlzufrieden zu Haus “ （Ｖ.5）ﾄruht und sich ganz weit ｖｏｎ・den bunt

ausgeschmiickten　Abendgesellschften ｌund Opern der feudalen Kultur des 18. Jahrhunderts

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　’　　　●　　　7　　　　　　　　　　●entfernt und in die Zukunft blickt.　　　　　　　　　　　　　･.

　Dieses 。.Werden“ eines　。erleuchteten“ Biirgertums:im riihig dahinflutenden und wieder

verebbenden　Distichon　des　gedankenlyrischen十Ａれfangs　ｖｂ!lzieht　sich　bemerkenswerter-

weise　im　Einklang　mit　dem　。Vergehen “　der symbolischen　。Wagen “　der　privilegierten

Gesellschaft　der　feudalen　。Tirannenknechte“ダ（皿(3)23),ヽdie noch ganz im Bann der

bourbonischen　Pariser　Kultur　der　Oper　steht :　｡｡Und, mit　Fakeln geschmiikt, rauschen

die Wagen hinweg“ （Ｖ.2）:

Dieser Untergang Oder Ubergang des Vaterlandes ｡(in diesem Sinne) fiihltsich in den

Gliedern d≪rbestehenden Welt Ｓ０，daB in eben dem Momente und Grade, worinn sich das

Bestehende auflost,auch das Neueintretende, Jugendliche。Mogliche sich fuhlt･

　　　　　　　(Holderlin。Das Werden im Vergehen“: ｍ(1)5ｙ

Diese 。Gahrung und Auflosung" （Ⅲ(3)24) im stillen Stadtmilieu von 。Brod und Wein“

geben 。Ruhe, nicht die leere, sondern die lebendige Ruhe, wo alle Krafte regsam sind,

und　nur wegen　ihrer　innigen Harmonie nicht ａ!s thatig erkannt werden“(E(3)22), so



　　　　　　　VERINNERLICHUNG UND ERLEUCHTUNG

UBER DIE ERSTE. STROPHE VON HOLDERLINS ‘。BROD UND WEIN“

　　　　　　　　　　｡ＨＥＩＬＩＧＥＩＮＡＣＨＴ‘　　　　　　　ERSTERTEIL
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　Das Jahrhundert vor der Entstehungszeit von 。Brod und Wein“ (1800-01) nennt man

auch das 。Siecledes　Lumieres“ .　Dieses Aufklarungszeitalter　stellt　man　sich ja　gern

mit Abendgesellschaften　fiir　Privilegierte　mitprunkvollen　Kronleuchtern und　kostbaren

Wachskerzen vor, wie in der ,Opera de Paris“（Ⅲ(3)19) Oder am 。Hofe von Versailles“

（ｍ（3）21）.Ａｂｅｒim Lebensraum der biirgerlichen Stadtbewohner leuchtete eher bescheiden

im alten Stil sanft schimmerndes Lampenlicht am Fenster:

　　Rings um ｒｕｈｅＯ;1ieStadt；stillwird die erleuchteteGasse,　　　　＼

　　　　　　　(,,Brodund Wein“1. Str.Ｖ，1 : n(i)i)

Im Gegensatz zu dieser 。stillen‘≒,Erleuchtung“der Fenster, hinter denen sich Holderlin in

seinem Zimmer ｚ. B. ausgiebig mit der Tragik der 。Antigona“ und der Philosophie vom

｡Symposion“　befaBte, steht die　prachtige Beleuchtung durch mehrere≒.Fakeln“, welche

die verschiedenen 。Wagen“ schmiickten:

　　Und, mit Fakeln geschmiikt, rauschen die Wagen hinweg･

　　　　　　　　（｡Brodund Wein" 1. Str. V･｡2:n(i)i)　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
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